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第I部


レポートとレイアウトの作成

この部では、レポートとレイアウトの作成方法を説明します。次の章で構成されています。

	
第1章「レポート設計の概要」


	
第2章「レポートの作成と編集」


	
第3章「BI Publisherレイアウト・テンプレートの作成」


	
第4章「RTFテンプレートの作成」


	
第5章「Template Builder for Wordを使用したRTFテンプレートの作成」


	
第6章「Excelテンプレートの作成」


	
第7章「PDFテンプレートの作成」


	
第8章「eTextテンプレートの作成」


	
第9章「Flashテンプレートの作成」


	
第10章「レポート処理および出力ドキュメントのプロパティの設定」











6 Excelテンプレートの作成


この章では、Template Builder for Excelを使用して、Microsoft ExcelでBI Publisher用のレポート・テンプレートを作成する方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第6.1項「Excelテンプレートの概要」


	
第6.2項「テンプレートおよびデータ間のマッピングの理解」


	
第6.3項「Template Builder for Excelの使用」


	
第6.4項「Template Builderを使用した基本テンプレートの構築」


	
第6.5項「日付の書式設定」


	
第6.6項「Excelテンプレートの概念の理解」


	
第6.7項「高度なBI Publisher関数の使用」


	
第6.8項「XSL変換(XSLT)ファイルを使用したデータの前処理」


	
第6.9項「Template Viewerを使用したテンプレートのデバッグ」






6.1 Excelテンプレートの概要

Excelテンプレートとは、Excelスプレッドシートでエンタープライズ・レポート・データを書式設定するために、Microsoft Excel内で設計されるレポート・レイアウトです。Excelテンプレートは、データをワークシートにマップし、データがExcelブックにどのように出力されるかを制御する追加の処理を実行するための特殊機能セットを提供します。

この概要の項目は次のとおりです。

	
第6.1.1項「Excelテンプレートの機能」


	
第6.1.2項「Excelテンプレートの制限事項」


	
第6.1.3項「前提条件」


	
第6.1.4項「サポートされる出力」


	
第6.1.5項「Excelテンプレートのデスクトップ・ツール」


	
第6.1.6項「Excelテンプレートのサンプル」






6.1.1 Excelテンプレートの機能

Excelテンプレートでは次のことを行えます。

	
Excel出力におけるデータの書式を定義します。


	
複数のシートで階層データを分離し、シートに動的に名前を付けます。


	
マスター/ディテール関係を持つデータのシートを作成します。


	
データにネイティブのXSL機能を使用して表示前に操作します。


	
Excelのネイティブ機能を使用します。









6.1.2 Excelテンプレートの制限事項

Excelテンプレートには、次のような制限事項があります。

	
データを複数のシートに分割するレポートでは、イメージはサポートされません。テンプレート・シートにイメージが含まれる場合、データが複数のシートに分割されると、イメージは最初のシートにのみ表示されます。


	
BI Publisherでは、Microsoft Excelのアドインを提供し、フィールドおよび繰返しグループの挿入を支援します。より複雑な設計をするには、手動によるコーディングが必要です。一部の機能では、XSLおよびXSL変換(XSLT)仕様の使用が必要です。









6.1.3 前提条件

Excelテンプレートの設計には、次のような前提条件があります。

	
Microsoft Excel 2003以降をインストールしておく必要があります。テンプレート・ファイルは、Excel 97-2003ブック・バイナリ形式(*.xls)で保存する必要があります。




	
重要:

Excel 2003以降のバージョンを使用してテンプレートを作成し、Excel 97-2003として保存する場合は、Excel 97-2003でサポートされていない新しいバージョンの機能は使用しないようにしてください。たとえば、Excel 2003ではセルごとに3つの条件付き書式ルールしか許可されませんが、Excel 2007ではより多く許可されます。適用した条件付き書式ルールが4つ以上の場合は、3つのみが適用されます。また、Excel 2003では提供されていないカラー・サポートがExcel 2007では提供されています。








	
一部の拡張機能を使用するには、XSLの知識が必要です。


	
データ・モデルは、使用可能なサンプル・データを使用してBI Publisherに作成する必要があります。









6.1.4 サポートされている出力

ExcelテンプレートはExcelバイナリ(.xls)出力のみを生成します。






6.1.5 Excelテンプレートのデスクトップ・ツール

BI Publisherにはダウンロード可能なExcel用のアドインが用意され、それによって次の機能を提供します。

	
BI Publisherサーバーに直接接続し、サンプル・データのロードとテンプレートのアップロードおよびダウンロードを行います。


	
テンプレートにデータ・フィールド・マッピングを挿入します。


	
テンプレートに繰返しグループ・マッピングを挿入します。


	
すべての挿入済コードを確認し、マッピングを編集または削除するためのフィールド・ブラウザを提供します。


	
接続モード時にサンプル・データまたはライブ・データを使用してテンプレートをプレビューします。





6.1.5.1 Template Builder for Excelのインストール

BI Publisher Desktopツールをインストールすると、Template Builder for Excelが自動的にインストールされます。このツールは、次のように、Oracle Business Intelligence PublisherまたはOracle Business Intelligence Enterprise Editionの「ホーム」ページからダウンロードできます。

「はじめに」リージョンで、「BI Publisherツールのダウンロード」をクリックし、Microsoft Officeのバージョンに適したBI Publisher Desktopオプション(32ビットOfficeまたは64ビットOffice)を選択します。




	
注意:

Excel Template Builderは、Analyzer for Excel (非推奨)との互換性はありません。Analyzer for Excelを以前のバージョンでインストールしている場合は、BI Publisherツールのインストーラによりその存在が検出され、インストールが停止されます。BI Publisher Desktopをインストールする前にAnalyzer for Excelを削除する必要があります。Excel Template Builderには、Analyzer for ExcelテンプレートをExcelテンプレート書式にインポートする機能が含まれています。第6.3.7項「Excelアナライザ・テンプレートのインポート」を参照してください。














6.1.6 Excelテンプレートのサンプル

Template Builderインストールには、Excelテンプレートのサンプルが含まれています。

Windowsデスクトップからサンプルにアクセスするには:

	
「スタート」メニューから、「プログラム」、「Oracle BI Publisher Desktop」、「サンプル」、「Excel」の順に選択します。

このアクションにより、Excelのサンプル・テンプレートが含まれるフォルダが開きます。











6.2 テンプレートおよびデータ間のマッピングの理解

Excelテンプレートの設計時には、Excel Template Builderを使用して、フィールドおよび繰返しグループをテンプレートに挿入します。Template Builderでフィールドまたは繰返しグループを挿入する場合は、データとスプレッドシート間にマッピングが作成され、そのマッピングがXDO_METADATAシートという名前の非表示のシートに書き込まれます。フィールドまたは繰返しグループの初回挿入時には、Template Builderにより、非表示のXDO_METADATAシートが作成されます。

XDO_METADATAシートを表示または更新するには、シートの非表示を解除します。計算またはより高度な機能を追加するには、Template Builderにより作成された名前付きマッピングを使用して、XDO_METADATAシートにXSL機能を直接入力します。テンプレート・データ・マッピングの詳細は、第6.6項「Excelテンプレートの概念の理解」を参照してください。






6.3 Template Builder for Excelの使用

Excel Template Builderは、単純なマッピングの挿入の自動化、プレビュー機能の提供のほか、ExcelセッションからBI Publisherサーバーへの直接接続の有効化を行うことで、テンプレートの設計を支援します。図6-1には、Template Builderのインストール時に表示される「BI Publisher」タブが示されています。


図6-1 Excelの「BI Publisher」タブ

[image: 図6-1については周囲のテキストで説明しています。]



Template Builderは、接続モードまたは切断モードで使用できます。接続モードでは、ExcelからBI Publisherサーバーにログインします。この接続により、BI Publisherカタログの閲覧と、既存のレポートまたはデータ・モデルからのサンプル・データのロードができます。テンプレートが完了している場合は、それをBI Publisherカタログ内のレポート定義に直接アップロードできます。切断モードでは、データ・モデルからローカル・クライアントにサンプル・データファイルをダウンロードする必要があります。

この項には、Template Builder for Excelの使用に関する次のトピックが含まれています。

	
接続モードでの作業


	
切断モードでの作業


	
フィールドの挿入


	
繰返しグループの挿入


	
表示、編集および削除の各フィールドへのフィールド・ブラウザの使用


	
テンプレートのプレビュー


	
Excelアナライザ・テンプレートのインポート






6.3.1 接続モードでの作業

接続モードでは、BI Publisherサーバーと直接やりとりができます。接続モードでテンプレートを作成または編集するためのプロセス・フローは次のとおりです。

	
BI Publisher Template Builder for Excelアドインがインストールされた状態でExcelを開きます。


	
BI Publisherサーバーにログインします。


	
新規レイアウトを作成するレポートまたはデータ・モデルを選択するか、変更する既存のレイアウトを選択します。


	
Excelのテンプレートを設計します。


	
「レポートの表示」コマンドまたは「プレビュー」コマンドを使用してテンプレートをプレビューします。


	
テンプレートのアップロード・コマンドのいずれかを使用して、完成したテンプレートをBI Publisherカタログにアップロードします。




次の項では、接続モードでの作業時におけるTemplate Builder機能の詳細について説明します。

	
第6.3.1.1項「Template Builderを使用したログイン」


	
第6.3.1.2項「Template Builderのオンライン機能」


	
第6.3.1.3項「Template Builderからのテンプレートのアップロード」






6.3.1.1 Template Builderを使用したログイン

Excel Template Builderでは、自身のデスクトップのExcelセッションからBI Publisherサーバーへの直接接続が有効化されます。BI Publisherに直接ログインすることで、カタログを閲覧して、Excelテンプレートを追加するレポートを選択するか、または作成済のレポートがない場合は、データ・モデルを選択して、Excelセッションでカタログにレポートを作成できます。

BI Publisherサーバーにログオンするには:

	
Excelの「オンライン」グループの「BI Publisher」タブで、「ログオン」をクリックします。


	
「ログイン」ダイアログで、自身のBI Publisherのユーザー名およびパスワードとBI PublisherサーバーのURLを入力します。BI PublisherサーバーのURLは、http:// www.<host>:<port>/xmlpserverという形をとります。図6-2に「ログイン」ダイアログを示します。




	
注意:

ログインは、BI Publisherサーバーに直接接続する場合にのみサポートされます。例: http://www.example.com:7001/xmlpserver。Template Builderでは、Oracle BI Enterprise Edition分析サーバーを使用したログインはサポートしません。








図6-2 Excel Template BuilderのBI Publisherサーバーへの「ログイン」ダイアログ

[image: Excel Template BuilderのBI Publisherサーバーへのログイン・ダイアログ]










6.3.1.2 Template Builderのオンライン機能

ログイン後に、「オンライン」グループ内の次のコマンドが有効化されます(図6-3を参照)。


図6-3 「オンライン」コマンド

[image: 「オンライン」グループ内のアイコン]



	
ログオフ: BI Publisherサーバーへの接続を終了します。


	
開く: BI Publisherカタログとのやりとりを可能にします。第6.3.1.2.1項「Template BuilderからのBI Publisherカタログへのアクセス」を参照してください。


	
レポートの表示: サーバー上でデータ・モデルを実行し、テンプレート内のビューにライブ結果を戻します。データ・モデルにパラメータが含まれる場合は、値の入力が求められます。


	
テンプレートのアップロード/名前を付けてテンプレートをアップロード: テンプレートをBI Publisherカタログにアップロードします。第6.3.1.3項「Template Builderからのテンプレートのアップロード」を参照してください。






6.3.1.2.1 Template BuilderからのBI Publisherカタログへのアクセス

「開く」コマンドにより、図6-4に示すように「テンプレートを開く」ダイアログを起動して、BI Publisherカタログへのアクセスを有効にします。


図6-4 「テンプレートを開く」ダイアログ

[image: 「テンプレートを開く」ダイアログ]



カタログ・フォルダを移動して、レポート、データ・モデルまたは既存のレイアウト・テンプレートを検索します。このダイアログでは、次のいずれかのアクションを開始できます。

	
既存のExcelテンプレートを変更します。

「レポート」リージョンでレポートを選択すると、既存のExcelテンプレートまたはExcelアナライザ・テンプレート (非推奨)が下部の「レイアウト・テンプレート」リージョンに表示されます。既存のテンプレートを変更するには、テンプレート名を選択して「レイアウト・テンプレートを開く」をクリックします。Template Builderにより、レポートのデータ・モデルからサンプル・データがロードされ、既存のテンプレートがExcelで開きます。


	
既存のレポートの新しいテンプレートを作成します。

「レポート」リージョンでレポート名を選択して、「レポートを開く」をクリックします。Template Builderにより、そのレポートのデータ・モデルのサンプル・データがロードされます。


	
データ・モデルを選択して新規レポートを作成します。

カタログからデータ・モデルを選択すると、「レポートの作成」ボタンが有効化されます。「レポートの作成」をクリックすると、レポート名を入力し、カタログ内での新規レポートの保存場所を選択するように求められます。











6.3.1.3 Template Builderからのテンプレートのアップロード

設計プロセス中に接続が維持されている場合は、次のいずれかをクリックし、完成したテンプレートをBI Publisherサーバーにアップロードします。

	
「テンプレートのアップロード」では、編集したテンプレートをアップロードし、カタログ内の既存のテンプレートを置き換えます。「テンプレートのアップロード」は、「レイアウト・テンプレートを開く」ボタンを使用して、「テンプレートを開く」ダイアログから既存のテンプレートを開いている場合にのみ有効化されます。


	
「名前を付けてテンプレートをアップロード」では、テンプレートに「テンプレート名」および「ロケール」を割り当てるように求められ、そのファイルはBI Publisherカタログ内のレポートにアップロードされます。











6.3.2 切断モードでの作業

BI Publisherサーバーへの直接接続が使用できないか、適切ではない場合は、Template Builderを使用して、切断モードでテンプレートの設計およびプレビューができます。切断モードでは、「オンライン」グループのコマンドは有効化されません。切断モードで作業する場合のプロセス・フローは次のようになります。

	
BI Publisherサーバーにログインし、テンプレートを設計するデータ・モデルからサンプル・データをダウンロードします。


	
BI Publisher Template Builder for Excelアドインがインストールされた状態でExcelを開きます。


	
サンプル・データをTemplate Builderにロードします。


	
Excelのテンプレートを設計します。


	
「プレビュー」コマンドを使用してテンプレートをプレビューします。


	
BI Publisherサーバーにログインし、レポート・エディタを使用してテンプレートをアップロードします。




次の項では、切断モードでの作業時におけるTemplate Builder機能の詳細について説明します。

	
第6.3.2.1項「サンプル・データの取得」


	
第6.3.2.2項「切断モードでのサンプル・データのロード」


	
第6.3.2.3項「レポートへのテンプレートのアップロード」






6.3.2.1 サンプル・データの取得

Template Builderでデータ・フィールド・マッピングをテンプレートに挿入するにはサンプル・データが必要です。レポート・データ・モデルからサンプル・データを保存する詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisherデータ・モデリング・ガイド』のデータ・モデルのテストとサンプル・データの生成に関する項を参照してください。

レポート・データ・モデルにはアクセスできないが、レポートにはアクセスできる場合は、かわりに、レポート・ビューアからサンプル・データを保存できます。

レポート・ビューアからデータを保存するには:

	
BI Publisherカタログで、レポートに移動します。


	
「開く」をクリックしてレポート・ビューアでレポートを実行します。


	
「アクション」メニューをクリックし、「エクスポート」、「データ」の順に選択します。XMLファイルを保存するように求められます。


	
ローカル・ディレクトリにファイルを保存します。









6.3.2.2 切断モードでのサンプル・データのロード

レポート・データ・モデルからローカル・ディレクトリにサンプル・データを保存したら、それをTemplate Builderにロードします。

	
BI Publisher Template Builder for Excelアドインがインストールされた状態でExcelを開きます。


	
「BI Publisher」タブの「データのロード」グループで、「サンプルXML」をクリックします。データをその保存場所から検索し、選択するように求められます。確認メッセージによってデータがロードされていることを確認します。









6.3.2.3 レポートへのテンプレートのアップロード

切断モードで作業する場合は、第2.6.2項「テンプレート・ファイルのアップロードによるレイアウトの追加」の説明に従って、テンプレートをレポート・エディタにアップロードします。








6.3.3 フィールドの挿入

「挿入」グループの「フィールド」コマンドは、ロードされたサンプル・データからスプレッドシートの目的の場所にデータ要素をマップします。

フィールドを挿入するには:

	
Excelで、データ要素をマップするセルを選択します。


	
「BI Publisher」タブの「挿入」グループで、「フィールド」をクリックします。「フィールド」ダイアログが起動し、サンプル・データからデータ要素が表示されます。


	
「フィールド」ダイアログで、要素を選択してセルに挿入します。データ構造で項目を選択すると、図6-5に示すように、「例」リージョンにサンプル・データが表示されることに注意してください。


図6-5 「フィールド」ダイアログ

[image: 「フィールド」ダイアログ]



	
「挿入」をクリックして、データ要素をスプレッドシートのセルに挿入します。サンプル・データがセルに挿入されます。




フィールドを挿入すると、Template Builderにより、一意のExcel定義名がセルに割り当てられ、さらにデータ要素をその定義名にマップすることで、データとセルの間にマッピングが作成されます。マッピングは、図6-6に示すように、XDO_METADATAシートに書き込まれます。


図6-6 XDO_METADATAシートに挿入されるフィールド・マッピング

[image: テンプレートとXDO_METADATAシート間のデータ・マッピング]



XDO_METADATAシートは、デフォルトでは非表示であることに注意してください。


6.3.3.1 「フィールド」ダイアログのその他の機能

「フィールド」ダイアログは次の機能を提供します。


検索

大きくて複雑な構造を持つXML文書の場合は、検索機能を使用して特定のフィールドを検索します。完全なフィールド名またはフィールド名の一部を「検索」フィールドに入力し、「次を検索」をクリックします。


ビジネス・ビューまたはXMLタグ名ビュー

接続モードで作業する場合は、データ構造の表示に、データ・モデルで定義されているビジネス・ビュー名を使用するか、またはXMLタグ名を使用するかを選択できます。ビジネス・ビュー名は、データ・モデル・エディタのデータ要素に定義されたわかりやすい名前です。このオプションは、ローカルに格納されたファイルからサンプル・データをロードしている場合や、データ・モデルにビジネス・ビュー名が含まれない場合は使用できません。








6.3.4 繰返しグループの挿入

繰返しグループを挿入するには:

	
繰り返す要素を含むスプレッドシート内のセルを選択します。


	
「BI Publisher」メニューの「挿入」グループで、「繰返しグループ」をクリックします。


	
「BI Publisherのプロパティ」ダイアログで、図6-7に示すように、該当するフィールドに入力します。


図6-7 繰返しグループの挿入

[image: 繰返しグループの挿入]



各

出現箇所ごとにループを繰り返す要素を選択します。「各」データ・フィールドを選択すると、データ内の選択されたフィールドの出現箇所ごとに、ループに含まれている要素と処理命令が繰り返されるようにBI Publisherを設定することになります。

たとえば、データに顧客の請求書データが含まれており、各顧客の請求書の表を作成する必要があるとします。この場合、顧客番号ごとに表を繰り返す必要があります。このため、「各」フィールドで顧客番号を選択して顧客ごとに新しいループ(またはグループ)を作成します。

繰返しグループの作成について、次に注意してください。

	
ループおよびグループ化が別のグループ(つまり、外部グループ)内にない場合は、使用する繰返しデータ要素を選択する必要があります。たとえば、データ・セットがフラットな場合、繰返し可能な要素は/DATA/ROWSET/ROWのみです。複数のデータ・ソースまたは階層形式のXMLの場合は、データ・セットを選択できます。


	
ネストされたグループを作成(ループまたはグループをテンプレートの別のループ内に挿入)している場合は、「グループ化」チェック・ボックスが選択され、「各」フィールドが編集できません。それは、このフィールドが既存の外部ループですでに定義されているためです。「各」フィールドは「グループ・アイテム」として表示され、外部グループが定義済であることが示されます。




絶対パス

XML構造の要素に対して「絶対パス」を使用するには、このチェック・ボックスを選択します。これは、データ内で複数の親要素の下位に同名の要素がグループ化されている場合に重要です。

グループ基準

リストから、データのグループ化に使用するフィールドを選択します。単純なループを作成する場合は、グループ基準要素を選択しないでください。グループ基準要素を選択すると、そのグループ基準要素に基づいてデータが新規階層に再グループ化されます。

グループ化

ネストされたfor-eachループを作成する場合は、「グループ化」を選択して、要素が親ループ内に出現する場合にのみfor-eachループを繰り返すようにします。ネストされたループ内でグローバル・データ(親ループの外部)を繰り返すには、「グループ化」を選択解除します。


	
ダイアログ・オプションが完了した場合は、「OK」をクリックして、BI Publisherコードを挿入し、グループ化を定義します。BI Publisher構文のXDO_GROUP_?name?を使用してExcel定義名がセル範囲に割り当てられ、図6-8に示すように、コードがXDO_METADATAシートに書き込まれます。


図6-8 繰返しグループを表示するXDO_METADATAシート

[image: 挿入された繰返しグループを表示するXDO_METADATAシート]










6.3.5 表示、編集および削除の各フィールドへのフィールド・ブラウザの使用

「フィールド・ブラウザ」では、Template Builderにより挿入されたコードと、XDO_METADATAシートに手動で挿入したコードの表示および編集ができます。フィールド・ブラウザで1行のコードを選択すると、テンプレート内の対応するセルが強調表示されるため、編集、削除または表示しているフィールドを把握できます。

フィールド・ブラウザを使用してフィールドを編集または削除するには:

	
「BI Publisher」メニューの「ツール」グループで、「フィールド・ブラウザ」をクリックします。


	
フィールド・ブラウザにより、テンプレートに存在するBI Publisherコマンドが表示されます。表示するフィールドまたはコマンドを選択します。選択したコマンドのコードが下部の「編集」リージョンに表示されます。コードに開始タグと終了タグ(繰返しグループの開始タグと終了タグなど)がある場合は、開始タグは上部のコード・ボックスに表示され、終了タグは下部のコード・ボックスに表示されることに注意してください。

コマンドを選択すると、コードに対応するテンプレートの領域が強調表示されます。図6-9では、フィールド・ブラウザで繰返しグループが選択され、対応するフィールドがテンプレート内で強調表示されています。


図6-9 フィールド・ブラウザ

[image: フィールド・ブラウザおよびスプレッドシート内で強調表示されたセル]



	
コードを削除するには、「削除」をクリックします。コードを編集するには、「編集」に表示されるコードを更新し、「更新」をクリックします。


	
終了するときは、「閉じる」をクリックして、「フィールド・ブラウザ」を閉じます。









6.3.6 テンプレートのプレビュー

Template Builderのプレビュー機能を使用して、テンプレートをBI Publisherサーバーにアップロードする前にテストします。

サンプル・データがロードされたテンプレートをプレビューするには:

	
「BI Publisher」タブの「プレビュー」グループで、「Excel」をクリックします。

サンプル・データがテンプレートに適用され、新しいブックで出力ドキュメントが開きます。




接続モードで作業する場合は、「レポートの表示」を使用して、レポート・データ・モデルのライブ・データによりテンプレートをテストするオプションがあります。

ライブ・データを使用してテンプレートを表示するには:

	
「BI Publisher」タブの「オンライン」グループで、「レポートの表示」をクリックします。

Template Builderにより、BI Publisherサーバーでデータ・モデルを実行するリクエストが送信され、テンプレートに適用するデータが戻されます。データ・モデルにパラメータが必要な場合は、値の入力が求められます。新しいExcelワークブックで出力ドキュメントが開きます。









6.3.7 Excelアナライザ・テンプレートのインポート

BI PublisherのExcel Analyzer機能は非推奨になりました。以前のリリースのBI PublisherのExcel Analyzerテンプレートを使用している場合、Excel Template Builderの「インポート」コマンドを使用して、Excel Analyzerテンプレートをインポートし、Excelテンプレートに変換できます。「インポート」コマンドは、オフライン・モードを使用して作成されたExcelアナライザ・テンプレートのみをサポートします。

Excelアナライザ・テンプレートをインポートするには:

	
Excelアナライザ・テンプレートを開きます。接続モードで作業する場合は、変換するテンプレートを含むレポートに移動します。「テンプレートを開く」ダイアログでレポートを選択すると、「レイアウト・テンプレート」リージョンにExcelアナライザ・テンプレートがexcelタイプとして表示されます。「レイアウト・テンプレートを開く」をクリックして、Excelアナライザ・テンプレートをExcelで開きます。


	
「インポート」をクリックします。「この機能はテンプレートを上書きします」というメッセージが表示されます。


	
「OK」をクリックします。




Template Builderにより、Excelアナライザ・テンプレートがExcelテンプレートに変換されます。








6.4 Template Builderを使用した基本テンプレートの構築

この項では、Excel Template Builderを使用して単純なExcelテンプレートを作成する手順を説明することで、Excelテンプレートの概念を示します。この手順では次のステップを実行します。



ステップ1: Template Builderへのサンプル・データのロード

ステップ2: Excelでのレイアウトの設計

ステップ3: Template Builderを使用したフィールドの挿入

ステップ4: Template Builderを使用した繰返しグループの挿入

ステップ5: 計算済の給与フィールドの挿入

ステップ6: テンプレートのテスト

6.4.1 ステップ1: Template Builderへのサンプル・データのロード

サンプル・データのロードのために選択するメソッドは、接続モードでの作業か、または切断モードでの作業かによって異なります。

	
接続モードでの作業時にデータをロードする場合は、第6.3.1.2.1項「Template BuilderからのBI Publisherカタログへのアクセス」を参照してください。


	
切断モードでの作業時にデータをロードする場合は、第6.3.2.2項「切断モードでのサンプル・データのロード」を参照してください。




この例に対するサンプル・データは、部門ごとの従業員のリストです。従業員は部門ごとにグループ分けされ、リストされています。


<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<! - Generated by Oracle BI Publisher 11.1.1.4.0 - >
<DATA>
 <DEPT>
   <DEPARTMENT_ID>20</DEPARTMENT_ID>
   <DEPARTMENT_NAME>Marketing</DEPARTMENT_NAME>
     <EMPS>
       <EMPLOYEE_ID>201</EMPLOYEE_ID>
       <EMP_NAME>Michael Hartstein</EMP_NAME>
       <EMAIL>MHARTSTE</EMAIL>
       <PHONE_NUMBER>515.123.5555</PHONE_NUMBER>
       <HIRE_DATE>1996-02-17T00:00:00.000+00:00</HIRE_DATE>
       <SALARY>13000</SALARY>
     </EMPS>
     <EMPS>
       <EMPLOYEE_ID>202</EMPLOYEE_ID>
       <EMP_NAME>Pat Fay</EMP_NAME>
       <EMAIL>PFAY</EMAIL>
       <PHONE_NUMBER>603.123.6666</PHONE_NUMBER>
       <HIRE_DATE>1997-08-17T00:00:00.000+00:00</HIRE_DATE>
       <SALARY>6000</SALARY>
     </EMPS>
  </DEPT>
<DEPT>
...
...
</DEPT>
</DATA>


このチュートリアルで説明されたテンプレートを構築するには、BI Publisher Desktopとともにインストールされた「サンプル」フォルダで使用可能なサンプル・データを使用します。<Install Directory>\BI Publisher Desktop\Template Builder for Word\samples\Excel templates\Employee By Departments\EmpByDept Single Sheets\EmpbyDeptExcelData.xmlに非常に類似したデータ・セットがあります。






6.4.2 ステップ2: Excelでのレイアウトの設計

図6-10に示すように、Excelで、データをどのように表示するかを決定し、サンプル設計を作成します。


図6-10 サンプル設計

[image: 図6-10の説明が続きます]





この設計では、部門名と、部門内の各従業員に対してそれぞれ1行を表示します。フォント・スタイル、網掛け、配置など、設計にExcelの書式設定を適用できます。このレイアウトには合計フィールドが含まれることに注目してください。このフィールドの値はデータには含まれず、計算が必要になります。






6.4.3 ステップ3: Template Builderを使用したフィールドの挿入

このレイアウト設計では、次のフィールドをデータからテンプレートにマップする必要があります。


	レイアウトのフィールド	データの要素
	部門	DEPARTMENT_NAME
	従業員名	EMP_NAME
	従業員ID	EMPLOYEE_ID
	電子メール	EMAIL
	電話	PHONE_NUMBER
	給与	SALARY






Template Builderを使用してフィールド・マッピングを挿入するには:

	
データ・フィールドを表示するスプレッドシートでセルを選択します。たとえば、DEPARTMENT_NAME要素をマップするには、B5セルを選択します。


	
「BI Publisher」タブの「挿入」グループで、「フィールド」をクリックします。(これが挿入する最初のフィールドであるため、メタデータ・シートが作成されることを示すメッセージが表示されます。)図6-11に示すように、データ構造を示す「フィールド」ダイアログが表示されます。


図6-11 「フィールド」ダイアログ

[image: 「フィールド」ダイアログ]



	
「フィールド」ダイアログで要素を選択して、「挿入」をクリックします。サンプル・データがテンプレート内のセルに挿入されます。「フィールド」ダイアログの詳細は、第6.3.3項「フィールドの挿入」を参照してください。


	
テンプレート内の従業員名、従業員ID、「電子メール」、「電話」および給与の各フィールドで操作を繰り返します。









6.4.4 ステップ4: Template Builderを使用した繰返しグループの挿入

グループとは、特定の要素の出現ごとに繰り返されるデータのセットです。サンプル・テンプレートの設計では、次の2つのグループを使用します。

	
<EMPS>要素の出現ごとに、従業員のデータ(名前、電子メール、電話番号、給料)がワークシートに表示されます。


	
<DEPT>要素の出現ごとに、部門名およびその部門に属する従業員のリストが表示されます。




つまり、従業員は部門ごとにグループ化され、各従業員のデータは従業員要素ごとにグループ化されます。これを最終的なレポートで実行するには、グループ化要素ごとに繰り返すセルの前後に繰返しグループを挿入します。

データは、テンプレート内に作成するグループに基づいて構造化されている必要があることに注意してください。この例のデータ構造は次のとおりです。


<DATA> 
   <DEPT>
      <EMPS>


これにより、レポートに適切なグループ化が設定されます。

従業員の繰返しグループを挿入するには:

	
グループを構成するセルを選択します。この例では、最初のグループは、表内で1行を構成する、A8からE8のセルの従業員データです。


	
「BI Publisher」タブの「挿入」グループで、「繰返しグループ」をクリックします。


	
「BI Publisherのプロパティ」ダイアログで次を選択します。

	
「各」リストからEMPSを選択します。


	
「グループ基準」リストからEMPLOYEE_IDを選択します。




図6-12は、従業員グループに対するBI Publisherプロパティの定義を示しています。ここでは、従業員データの行のみが強調表示されています。ヘッダーは強調表示しないでください。また、セル合計も強調表示されていないことに注意してください。


図6-12 従業員の繰返しグループの挿入

[image: 従業員の繰返しグループの挿入]





部門の繰返しグループを挿入するには:

	
部門グループを定義するには、図6-13に示すように、部門名セルとその下のすべての従業員フィールド(A5-E9)を選択します。


図6-13 部門名セルとすべての従業員フィールド

[image: 図6-13の説明が続きます]





	
「BI Publisher」タブの「挿入」グループで、「繰返しグループ」をクリックします。部門レベルで繰り返されるように、部門グループに給与合計セルが含まれていることに注意してください。


	
「BI Publisherのプロパティ」ダイアログで次を選択します。

	
「各」リストからDEPTを選択します。


	
「グループ基準」リストからDEPARTMENT_IDを選択します。







図6-14は、「BI Publisherのプロパティ」ダイアログの選択内容を示しています。


図6-14 部門の繰返しグループの「BI Publisherのプロパティ」

[image: 部門の繰返しグループの「BI Publisherのプロパティ」ダイアログ]







6.4.5 ステップ5: 計算済の給与フィールドの挿入

最後に、各部門の集計合計になる第2の給与フィールドを挿入します。

計算済フィールドを挿入するには:

	
計算済の給与を表示するスプレッドシートでセルを選択します。この例では、E9セルです。


	
「BI Publisher」タブの「挿入」グループで、「フィールド」をクリックして、「フィールド」ダイアログを表示します。


	
SALARY要素を選択し、「挿入」をクリックして、テンプレートにマッピングを挿入します。


	
XDO_METADATAシートを開きます。

最初のフィールドの挿入時に、Template Builderによって非表示のXDO_METADATAシートが作成されています。シート1を右クリックしてメニューから「非表示解除」を選択することで、ワークブックでのシートの非表示を解除します。

図6-15は、サンプル・テンプレートのXDO_METADATAシートを示しています。


図6-15 XDO_METADATAシート

[image: 図6-15については周囲のテキストで説明しています。]



給与合計フィールドがXDO_?XDOFIELD7?という名前のセルにマップされます。


	
列Bに、XPATH関数として計算を入力します。グループ内のすべての従業員に対するSALARY要素の合計を計算するには、<?sum(.//SALARY)?>と入力します。このエントリは、図6-16に示されています。





図6-16 給与計算のエントリ

[image: 計算フィールドのエントリ]







6.4.6 ステップ6: テンプレートのテスト

サンプル・データがロードされたテンプレートをプレビューするには:

	
「BI Publisher」タブの「プレビュー」グループで、「Excel」をクリックします。

サンプル・データがテンプレートに適用され、新しいブックで出力ドキュメントが開きます。





図6-17 サンプル・データでのテンプレートのプレビュー

[image: 図6-17の説明が続きます]











6.5 日付の書式設定

Excelでは正規日付書式は認識されません。XMLデータの日付書式が正規書式である場合(つまりYYYY-MM-DDThh:mm:ss+HH:MM)、正しく表示するには関数を適用する必要があります。

日付を表示するオプションの1つは、ExcelのREPLACEとSUBSTITUTE関数を使用する方法です。このオプションでは、完全な日付とタイムスタンプが維持されます。データ内の日付部分(YYY-MM-DD)のみが必要な場合は、DATEVALUE関数を使用する方法があります。次の例では、両方のオプションの使用方法を示します。

例: Excelでの正規日付の書式設定

このプロシージャでは、部門別従業員テンプレートと最初の例のデータを使用して、HIRE_DATE要素をレイアウトに追加し、図6-18の列Eに示すように日付を表示します。


図6-18 Hire Dateを表示したEmployee by Departmentテンプレート

[image: 図6-18の説明が続きます]





日付を書式設定する手順は次のとおりです。

	
レイアウト内の表にHIRE_DATEの列を追加します。


	
データを表示する表の行に、Template Builderを使用してHIRE_DATEフィールドを挿入します。




	
注意:

Template Builderを使用していない場合は、XMLデータのHIRE_DATEのサンプル値をHIRE_DATEフィールドを表示するセルにコピー・アンド・ペーストします。たとえば、次のように入力します。
次の値

1996-02-03T00:00:00.000-07:00を

コピーして、E8セルに貼り付けます。

セルに定義名XDO_?HIRE_DATE?を割り当てて、データ内のHIRE_DATE要素にマップします。









挿入済のフィールドを図6-19に示します。


図6-19 HIRE_DATEフィールドの挿入

[image: 図6-19の説明が続きます]





これ以外の操作を行わなければ、HIRE_DATE値は図に示したように表示されます。日付を3-Feb-96と書式設定するには、そのフィールドに関数を適用し、結果を別のフィールドに表示する必要があります。


	
新しいHire Date列を挿入します。図6-20に示すように、これが列Fになります。


図6-20 列Fにおける新しいHire Date列

[image: 図6-20の説明が続きます]





	
新しいHire Dateセル(F8)に、次のいずれかのExcel関数を入力します。

	
完全な日付とタイムスタンプを維持するには、次のように入力します。


=--REPLACE(SUBSTITUTE(E8,"T"," "),LEN(E8)-6,6,"")


	
日付部分(YYY-MM-DD)のみを維持するには、次のように入力します。


=DATEVALUE(LEFT(E8,10))




どちらの機能も、E8は、変換する値を含むセルを参照していることに注意してください。

関数を入力すると、図6-21に示すように、F8セルが移入されます。


図6-21 移入されたHire Dateセル(F8)

[image: 図6-21の説明が続きます]





	
セルに書式設定を適用します。

F8セルを右クリックします。メニューから「セルの書式設定」を選択します。図6-22に示すように、「セルの書式設定」ダイアログで、「日付」と適切な書式を選択します。


図6-22 「セルの書式設定」ダイアログでの「日付」の書式の適用

[image: 図6-22の説明が続きます]





F8セルのサンプル・データは、「3-Feb-96」と表示されるようになります。


	
列Eを非表示にして、レポート利用者に対して変換元の正規日付が表示されないようにします。

図6-23は、非表示の列Eを含むテンプレートを示しています。


図6-23 完成例

[image: 図6-23の説明が続きます]












6.6 Excelテンプレートの概念の理解

RTFテンプレートの設計と同様に、Excelテンプレートの設計では、XMLデータからのフィールドをExcelワークシート内の位置にマップするというパラダイムに従います。Excelテンプレートでは、BI Publisherの特殊構文とともにExcelの機能を使用して、このマッピングを実行します。データ要素の直接マッピングに加えて、Excelテンプレートでは、より複雑な書式設定命令をサポートするために、セル範囲およびコマンドを、そのコマンドを含むように指定された別のワークシートで定義します。このシートは、XDO_METADATAシートと呼ばれます。


6.6.1 データ・フィールドおよびデータ・グループのマップ

Excelテンプレートでは、名前付きセルおよびセルのグループを使用して、BI Publisherによるデータ要素の挿入を可能にします。セルにはBI Publisher構文を使用して名前が付けられ、XMLデータへのマッピングが設定されます。セル名はテンプレート内で、名前付きセルと、XDO_METADATAシートで定義されている計算および書式設定指示との間のマッピングを設定するためにも使用されます。

テンプレートの内容とレイアウトは、レポートへの入力として使用されるXMLデータ・ファイルの内容と階層に対応している必要があります。テンプレート内の繰返し要素の各グループは、XMLファイル内の親子関係に対応している必要があります。データがExcel内の適切なレイアウトに対応するように構造化されていない場合は、XSLTの前処理またはグループ化関数を使用して、データの再グループ化を実行できます。ただし、複雑にすることなく最高の性能を得るには、レポート・レイアウトを念頭に置いてデータ・モデルを設計することをお薦めします。




	
注意:

グループ化の詳細は次を参照してください。
	
第6.3.4項「繰返しグループの挿入」


	
第6.7.3項「グループ化関数」


	
第6.8項「XSL変換(XSLT)ファイルを使用したデータの前処理」
















6.6.2 マッピング用のExcel定義名の使用

BI Publisherでは、Excel定義名機能を使用して、データ・フィールドおよび繰返し要素を識別します。Excelの定義名は、セル、セルの範囲、式または定数を表す名前です。




	
ヒント:

定義名およびMicrosoft Excel 2007での使用法の詳細は、Microsoftのヘルプ・トピック「数式で名前を定義し使用する」を参照してください。







Template Builder for Excelを使用してフィールドおよび繰返しグループを挿入すると、定義名が自動作成されます。また、定義名を手動で挿入することもできます。Excelテンプレート内で使用する定義名は、この章で説明する構文を使用すると同時に、Microsoft Excelのヘルプ・ドキュメントに記載されているMicrosoft社のガイドラインに従う必要があります。BI Publisherの定義名は、テンプレート・シートに従っています。




	
重要:

手動でExcelテンプレートを作成する(つまり、BI Publisher Desktop Excel Template Builderを使用しない)場合、「XDO_?」とマークアップされたすべてのセルに、デフォルト値を用意する必要があります。デフォルト値は、レポート・データXMLファイルのデータ型に適合している必要があります。XDO_?セルのデフォルト値がない場合、それらのテンプレート・セルから生成された出力セルの形式が失われ、想定外の結果が生じることがあります。BI Publisher Desktopを使用してExcelテンプレートを作成する場合、デフォルト値は、レポート・データ・ファイルのサンプル・データの最初の行を使用して自動的に入力されます。











6.6.3 接頭辞XDO_を使用した定義名の作成

BI Publisher定義名は、接頭辞XDO_で識別されるExcel定義名です。テンプレートでBI Publisherコードを使用して定義名を作成することにより、テンプレート内のコードの位置とXMLデータ要素との間にリンクが作成されるほか、出力レポート内でデータ範囲の動的な拡張機能が維持され、そのデータ範囲を他の式計算、チャートおよびマクロで参照することもできます。





6.6.4 XDO_定義名を使用したExcel固有の関数の使用

定義名が単純な表で使用されているかぎり、XDO_定義名をExcel固有の式で使用できます。レポートの生成時には、式が正しく計算されるように、BI Publisherによって名前付きリージョンのリージョン範囲が自動的に調整されます。

ただし、テンプレート内にネストしたグループを作成すると、最終的なレポートでグループ内に生成されるセルは、正しい名前と適切に関連付けることができません。この場合、Excel固有の関数でのXDO_定義名の使用はサポートされません。





6.6.5 XDO_METADATAシートについて

各Excelテンプレートには、テンプレート・ブック内にXDO_METADATAという名前のシートが必要です。BI Publisherでは、このシートをテンプレート内で次のように使用します。

	
テンプレートをExcelテンプレートとして識別します。


	
Template Builderを使用して作成するフィールドおよびグループ・マッピングのコードを挿入します。




テンプレート設計者として、テンプレート内のフィールドまたはグループでより高度な計算および命令の処理を実行するように指定する場合もこのシートを使用します。BI Publisherには、特別なレポート機能を提供するための関数セットが備わっています。その他の書式設定および計算は、XSLTで記述できます。




	
注意:

詳細は、第6.6.5.2項「XDO_METADATAシートの書式」および第6.7項「高度なBI Publisher関数の使用」を参照してください。








6.6.5.1 XDO_METADATAシートの作成

Template Builderを使用して新しいExcelテンプレートの設計を開始する場合、「挿入」機能のいずれかを初めて使用するときは、Template Builderによって非表示のXDO_METADATAシートが自動作成されます。シートが作成されたことを示すメッセージが表示されます。

BI Publisherでは、そのシートを非表示のシートとして作成します。XDO_METADATAシートの表示および編集を行うには、Excelの「再表示」コマンドを使用します。






6.6.5.2 XDO_METADATAシートの書式

XDO_METADATAシートは、図6-24に示す書式を使用して作成されます。


図6-24 XDO_METADATAシートの書式

[image: 図6-24の説明が続きます]





この書式は、ヘッダー・セクションとデータ制約セクションという2つのセクションから構成されます。どちらのセクションも必須です。

ヘッダー・セクションでは、列Aのすべてのエントリをリストする必要がありますが、値が必要なのは、図に示したように、Template Typeの1つだけです。列Aのエントリを次に示します。

	
Version


	
ARU-dbdrv


	
Extractor Version


	
Template Code


	
Template Type


	
Preprocess XSLT File


	
Last Modified Date


	
Last Modified By




データ・フィールド・マッピングおよび他の処理命令を指定するには、データ制約セクションを使用します。詳細は、次の項を参照してください。





6.6.5.3 XDO_METADATAシートの非表示

完成したテンプレートをBI Publisherカタログにアップロードする前に、XDO_METADATAシートを非表示にして、最終レポート出力で混在しないようにすることをお薦めします。Excel Hideコマンドを使用して、テンプレートをサーバーにアップロードする前にシートを非表示にします。










6.7 高度なBI Publisher関数の使用

BI Publisherには、追加のレポート機能を実行するための一連の関数が用意されています。これらの関数は、XDO_METADATAシートのData Constraintsリージョンで定義します。

これらの関数では、次に示すように、XDO_METADATAシートの列A、BおよびCを使用します。

列Aは、関数を宣言するか、計算またはXSL評価の結果をマップするオブジェクトの定義名を指定するために使用します。

列Bは、XDO関数に対するデータ制約を制御する方法を記述する特殊なXDO-XSL構文、またはXDO_名前付き要素に適用する特殊な制約を記述するXSL構文を入力するために使用します。

列Cは、一部の関数に対する追加の指示を指定するために使用します。

これらの関数については、次の3つの項で説明します。

	
第6.7.1項「レポート関数」


	
第6.7.2項「特定のデータ属性値に依存する書式設定関数」


	
第6.7.3項「グループ化関数」






6.7.1 レポート関数

表6-1は、示されたコマンドおよびBI Publisher構文とXSLの組合せを使用してテンプレートに追加できる関数のリストです。表6-1に、コマンドのサマリー・リストを示します。使用法の詳細は、該当する項を参照してください。


表6-1 レポート関数

	関数	コマンド
	
第6.7.1.1項「複数のシートへのレポートの分割」


	
XDO_SHEET_?およびXDO_SHEET_NAME_?


	
第6.7.1.2項「パラメータの宣言と受渡し」


	
XDO_PARAM_?n?


	
第6.7.1.3項「リンクの定義」


	
XDO_LINK_?リンク・オブジェクト名?


	
第6.7.1.4項「サブ・テンプレートのインポートとコール」


	
XDO_SUBTEMPLATE_?n?


	
第6.7.1.5項「Java拡張ライブラリの参照」


	
XDO_EXT_?n?










6.7.1.1 複数のシートへのレポートの分割




	
注意:

複数のシート間のイメージはサポートされません。テンプレート・シートにイメージが含まれる場合、データが複数のシートに分割されると、イメージは最初のシートにのみ表示されます。







レポート・データを複数のシートに分割するロジックを定義するには、次のリストで説明するコマンドのセットを使用します。

	
XDO_SHEET_?を使用して、新規シートにデータを分割するためのロジックを定義します。


	
XDO_SHEET_NAME_?を使用して、各シートのネーミング規則を指定します。




表6-2では、列のエントリを説明しています。


表6-2 列のエントリ

	列Aのエントリ	列Bのエントリ	列Cのエントリ
	
XDO_SHEET_?

	
<?データを分割するためのxsl_evaluation?>

例:

<?.//DEPT?>

	
なし


	
XDO_SHEET_NAME_?

	
<?シートに名前を付けるためのxsl_expression?>

例:

<?concat(.//DEPARTMENT_NAME,'-',count(.//EMP_NAME))?>

	
(オプション)

<?元のシート名?>

例:

<?Sheet3?>








XDO_SHEET_?は、XMLデータ内の既存の高レベル・ノードを参照する必要があります。例<?.//DEPT?>は、データ内で<DEPT>が出現するとそのつど新規シートを作成します。

データがフラットな場合、先にデータを前処理して適切な階層を作成しないかぎり、このコマンドは使用できません。データを前処理するには、XSLTファイルで変換を定義してから、XDO_METADATAシートのヘッダー・セクションのPreprocess XSLT Fileフィールドでこのファイルを指定します。詳細は、第6.8項「XSL変換(XSLT)ファイルを使用したデータの前処理」を参照してください。

XDO_SHEET_NAME_?を使用して、シートに適用する名前を定義します。列Bに、新しいシート名を導出するためのXSL式を入力します。式はXMLデータ内の要素または属性の値を参照できます。または、これらの要素に対して文字列操作を実行して最終的なシート名を定義することもできます。次の例では、


<?concat(.//DEPARTMENT_NAME,'-',count(.//EMP_NAME))?>


DEPARTMENT_NAMEの値に、DEPTグループ内の従業員数を「-」で連結して、各シートに名前を付けます。

列Cの元のシート名エントリは、BI Publisherに対して、指定したシートの名前付けを開始するシートを指示します。このパラメータを入力しないと、XDO_名を含む、ブック内の最初のシートに名前付けが適用されます。たとえば、レポートの最初の2つのワークシートにサマリー・データが含まれ、Sheet3からバースト・データが始まる場合などは、このパラメータを入力する必要があります。この場合、列Cに「<?SHEET3?>」と入力します。

例: 複数のシートへのデータの分割

前述の例の従業員データを使用します。次の例では、

	
各部門に対して新しいワークシートを作成します。


	
各ワークシートに、部門名と部門内の従業員数で構成される名前を付けます(例: Sales-21)。




複数のシートにデータを分割する手順は次のとおりです。

	
図6-25に示すように、従業員データの各セルに対する定義名を入力し、繰返しの従業員データのグループを作成します。


図6-25 従業員データ、および繰返しの従業員データのグループの定義

[image: 図6-25の説明が続きます]








	
注意:

データは部門ごとに分割されるため、複数の部門を包含するグループを作成しないでください。








	
XDO_METADATAシートのData Constraintsセクションに、表6-3で説明されている値を入力します。


表6-3 Data Constraintsの値

	列Aのエントリ	列Bのエントリ
	
XDO_SHEET_?

	
<?.//DEPT?>


	
XDO_SHEET_NAME_?

	
<?concat(.//DEPARTMENT_NAME,'-',count(.//EMP_NAME))?>










これらのエントリを図6-26に示します。


図6-26 Data Constraintsのエントリ

[image: 図6-26の説明が続きます]





図6-27は、生成されるレポートを示しています。各部門のデータは専用のシートに表示されています。シート名には、指定したネーミング規則が使用されています。


図6-27 生成されるレポートの例

[image: 図6-27の説明が続きます]









6.7.1.2 パラメータの宣言と受渡し

パラメータを定義するには、XDO_PARAM_?n?関数を使用してパラメータを宣言してから、$parameter_name構文を使用して値をパラメータに渡します。パラメータはデータ・モデル内で定義されている必要があります。

パラメータを宣言するには、表6-4で説明されているコマンドを使用します。


表6-4 パラメータを宣言するためのコマンド

	列Aのエントリ	列Bのエントリ
	
XDO_PARAM_?n?

ここで、nはパラメータの一意の識別子です。

	
<?param@begin:parameter_name;parameter_value?>

ここで、parameter_nameはデータ・モデルからのパラメータ名で、parameter_valueはオプションのデフォルト値です。

たとえば、次のように入力します。

<?param@begin:Country;US?>








パラメータの値をセル内で直接使用するには、表6-5で説明するように、XDO_定義名の定義内で、パラメータを$parameter_nameとして参照します。


表6-5 パラメータの直接使用

	列Aのエントリ	列Bのエントリ
	
XDO_PARAM_?parameter_name?

たとえば、次のように入力します。

XDO_PARAM_?Country?

	
<?$parameter_name?>.

たとえば、次のように入力します。

<?$Country?>








$parameter_nameを使用して、XDO_METADATAシート内の他のロジックや計算内でパラメータを参照することもできます。

例: パラメータの定義と受渡し

Countryという名前のパラメータを宣言して参照する手順は次のとおりです。

	
テンプレート・シートで、セルを定義名でマークします。次の図では、セルが定義名XDO_?Country?でマークされています。


図6-28 定義名XDO_?Country?でマークされているセル

[image: 図6-28の説明が続きます]





	
非表示のシートで、図6-29に示すように、そのセルにパラメータ値を割り当てます。


図6-29 XDO_?Country?セルへのパラメータ値の割当て

[image: 図6-29の説明が続きます]












6.7.1.3 リンクの定義

表6-6に示されるように、データ・セルにハイパーリンクを定義するには、XDO_LINK_?コマンドを使用します。

例: リンクの定義


表6-6 リンクの定義

	列Aのエントリ	列Bのエントリ
	
XDO_LINK_?セル・オブジェクト名?

たとえば、次のように入力します。

XDO_LINK_?INVOICE_NO?

	
<動的URLを構築するxsl文>

たとえば、次のように入力します。

<xsl:value-of select="concat('https://server.company.com/documents/invoice_print.show?c_rptno=',./INVOICE_NO)"/>








たとえば、会社で顧客向けの請求書を発行しているとします。請求書はWebサーバーからアクセス可能な中央の場所に保存されており、請求書番号(INVOICE_NO)で識別できます。

各請求書へのダイナミック・リンクを作成するレポートを生成する手順は次のとおりです。

	
図6-30に示すように、テンプレート・シートで、INVOICE_NOを表示するセルに、XDO定義名XDO_?INVOICE_NO?を割り当てます。


図6-30 定義名XDO_?INVOICE_NO?の割当て

[image: 図6-30の説明が続きます]





	
XDO_METADATAシートで、表6-7に示されるように適切な値を入力します。


表6-7 リンク付きレポートの生成

	列Aのエントリ	列Bのエントリ
	
XDO_LINK_?INVOICE_NO?

	
<xsl:value-of select="concat('https://server.company.com/documents/invoice_print.show?c_rptno=',./INVOICE_NO)"/>








Excelでのエントリを図6-31に示します。


図6-31 XDO_LINK?_?INVOICE_NO?Excelでのエントリ

[image: 図6-31の説明が続きます]







レポート出力は図6-32に示すように表示されます。XDO_METADATAシートで定義したロジックが適用され、各INVOICE_NOエントリに対してハイパーリンクが作成されます。


図6-32 レポート出力の例

[image: 図6-32の説明が続きます]









6.7.1.4 サブ・テンプレートのインポートとコール

いずれのXDO_コマンドでもコールおよび参照できるXSLサブ・テンプレートを宣言するには、次のコマンドを使用します。




	
注意:

Template Builder for Excelでは、サブ・テンプレートをインポートするテンプレートに対するプレビューはサポートされていません。







サブ・テンプレートをインポートするには、表6-8に示すコマンドを入力します。


表6-8 サブ・テンプレートのインポート

	列Aのエントリ	列Bのエントリ
	
XDO_SUBTEMPLATE_?n? ここで、nは一意の識別子です。たとえば、XDO_SUBTEMPLATE_?1?となります。

	
<xsl:import href="xdoxsl:///subtemplate.xsbへのパス?"/> 例: <xsl:import href="xdoxsl:///Shared Folders/Financial Reports/SubTemplates/MySubTemplate.xsb?"/>








サブ・テンプレートをコールするには、列Aで、結果を返すセルの名前を宣言してから、実行するその他のXSL処理とともにcall-template構文を入力します。これらのコマンドを図6-9に示します。


表6-9 サブ・テンプレートのコール

	列Aのエントリ	列Bのエントリ
	
XDO_?セル・オブジェクト名?

	
<xsl:call-template name="template_name"> </xsl:call-template>








XSLサブ・テンプレートおよびカタログ内でのサブ・テンプレート・オブジェクトの作成の詳細は、第14章「XSLサブ・テンプレートの設計」を参照してください。

例: サブ・テンプレートのインポートとコール

次のサブ・テンプレートがBI PublisherカタログにPaymentsSummary-SubTemplate.xsbとしてアップロードされているとします。このサブ・テンプレートは、pPayTypeという名前のパラメータの値を評価し、その値に基づいて、支払いタイプを示す文字列を返します。


<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<xsl:stylesheet version="2.0"
 xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform">
  <xsl:template match="/">
    </xsl:template>
      <xsl:template name="BRM_PAY_TYPES">
         <xsl:param name="pPayType" select="string('ALL')"/>
         <xsl:choose>
            <xsl:when test="$pPayType = '0'">UNDEFINED</xsl:when>
            <xsl:when test="$pPayType=string('10000')">PREPAID</xsl:when>
            <xsl:when test="$pPayType=string('10001')">INVOICE</xsl:when>
            <xsl:when test="$pPayType=string('10003')">CREDIT CARD</xsl:when>
            <xsl:when test="$pPayType=string('10005')">DIRECT DEBIT</xsl:when>
            <xsl:when test="$pPayType=string('10011')">CASH</xsl:when>
            <xsl:when test="$pPayType=string('10012')">CHECK</xsl:when>
            <xsl:when test="$pPayType=string('ALL')">ALL</xsl:when>
            </xsl:choose>
        </xsl:template>
</xsl:stylesheet>


Excelテンプレートで、XDO定義名XDO_?TYPE?のフィールドを定義しています。このフィールドには図6-33に示すように、サブ・テンプレートで実行されるコードから返される文字列に基づいて移入されます。


図6-33 移入されるXDO_?TYPE?フィールド

[image: 図6-33の説明が続きます]





Data Constraintsリージョンに、表6-10に示されているコマンドを入力します。


表6-10 Data Constraintsリージョンのコマンド

	列Aのエントリ	列Bのエントリ
	
XDO_SUBTEMPLATE_?1?

	
<xsl:import href="xdoxsl:///Shared Folders/Financial Reports/SubTemplates/PaymentsSummary-SubTemplate.xsb?"/>


	
XDO_?TYPE?

	
<xsl:call-template name="BRM_PAY_TYPES"><xsl:with-param name="pPayType" select="string('10000')"/></xsl:call-template>








XDO_SUBTEMPLATE_?1?関数は、BI Publisherカタログからサブ・テンプレートをインポートします。

XDO_?TYPE?セル・エントリは、列Bに入力されたサブ・テンプレート処理の結果をマップします。






6.7.1.5 Java拡張ライブラリの参照

テンプレート内にJava拡張ライブラリへの参照を組み込み、このライブラリ内のメソッドをコールしてテンプレート内で処理を実行できます。Java拡張ライブラリを参照するには、表6-11に示されているコマンドを使用します。


表6-11 Java拡張ライブラリの参照

	列Aのエントリ	列Bのエントリ
	
XDO_EXT_?n? ここで、nは一意の識別子です。例: XDO_EXT?1?

	
<?namespace:xmlns:bipext="extension library"?> 例: <?namespace:xmlns:bipext="http://www.example.com/XSL/Transform/java/ example.com.xmlpublisher.reports.BIPExtension"?>








1つのテンプレート・ファイル内で複数の拡張ライブラリを定義することができます。

例: Java拡張ライブラリのコール

拡張ライブラリに、テンプレート内でコールする次の2つのメソッドが含まれるものとします。

	
bipext:infTimeToStr()


	
bipext:infStrToTimet()




前述のようにライブラリを宣言したら、列AにXDO定義名を入力し、列Bで関数をコールすることにより、メソッドを適用したいセルを指定します。表6-12に、コマンドの例を示します。


表6-12 例: Java拡張ライブラリのコール

	列Aのエントリ	列Bのエントリ
	
XDO_?PARAM_START_DATE?

	
<xsl:value-of select="bipext:infTimeToStr(bipext:infStrToTimet((.//PARAM_START_DATE)[1],2),3)"








Java拡張ライブラリを宣言してコールするXDO_METADATAシートのエントリを図6-34に示します。


図6-34 Java拡張ライブラリを宣言してコールするXDO_METADATAシートのエントリ

[image: 図6-34の説明が続きます]











6.7.2 特定のデータ属性値に依存する書式設定関数

以下のコマンドには、XMLデータ・ファイルに特定の書式設定属性が存在することが必要です。表6-13に、コマンドのサマリー・リストを示します。使用法の詳細は、該当する項を参照してください。


表6-13 特定の書式設定属性のコマンド

	関数	コマンド
	
第6.7.2.1項「罫線と下線のスタイルの定義」


	
XDO_STYLE_n_?セル・オブジェクト名?


	
第6.7.2.2項「行のスキップ」


	
XDO_SKIPROW_?セル・オブジェクト名?










6.7.2.1 罫線と下線のスタイルの定義

Excelの書式設定を使用してテンプレートに一貫したスタイルを定義できますが、XDO_STYLEコマンドを使用すると、XMLデータに基づいて、任意のデータ・セルに対して別のスタイルを動的に定義することができます。

XDO_STYLEコマンドでは、スタイルを適用するセル、スタイルをいつ適用すべきかを決定するためのロジックおよび適用するスタイル・タイプを指定します。スタイル値はXMLデータ内に存在している必要があります。表6-14に例を示します。


表6-14 罫線と下線のスタイルの定義

	列Aのエントリ	列Bのエントリ	列Cのエントリ
	
XDO_STYLE_n_?cell_object_name?

たとえば、次のように入力します。

XDO_STYLE_1_?TOTAL_SALARY?

	
<サポートされる値を返すxsl評価>

たとえば、次のように入力します。

<xsl:value-of select=".//TOTAL_SALARY/@borderStyle"/>

	
スタイルの種類

たとえば、次のように入力します。

BottomBorderStyle








BI Publisherでは、表6-15に示すような標準のExcelスタイルの種類および値がサポートされています。


表6-15 Excelスタイルの種類および値

	スタイルの種類	サポートされる値(列Bの評価によって返される必要があります)	サポートされるタイプ(列Cに入力します)
	
標準

	
BORDER_NONE

BORDER_THIN

BORDER_MEDIUM

BORDER_DASHED

BORDER_DOTTED

BORDER_THICK

BORDER_DOUBLE

BORDER_HAIR

BORDER_MEDIUM_DASHED

BORDER_DASH_DOT

BORDER_MEDIUM_DASH_DOT

BORDER_DASH_DOT_DOT

BORDER_MEDIUM_DASH_DOT_DOT

BORDER_SLANTED_DASH_DOT

	
BottomBorderStyle

TopBorderStyle

LeftBorderStyle

RightBorderStyle

DiagonalLineStyle








表6-16に示す種類のいずれかを使用して色を設定することもできます。


表6-16 色の種類

	スタイルの種類	サポートされる値(列Bの評価によって返される必要があります)	サポートされるタイプ(列Cに入力します)
	
標準

	
色スタイルの設定時には、RRBBGG 16進フォーマットで値を指定します。例:

borderColor="0000FF"

	
BottomBorderColor

TopBorderColor

LeftBorderColor

RightBorderColor

DiagonalLineColor








BI Publisherでは、表6-17に示す値の下線の種類もサポートされています。


表6-17 下線の種類

	スタイルの種類	サポートされる値(列Bの評価によって返される必要があります)	サポートされるタイプ(列Cに入力します)
	
下線

	
UNDERLINE_NONE

UNDERLINE_SINGLE

UNDERLINE_DOUBLE

UNDERLINE_SINGLE_ACCOUNTING

UNDERLINE_DOUBLE_ACCOUNTING

	
UnderlineStyle








1つのセルに対して、複数の下線スタイルを定義できます。

例: スタイルの定義

テンプレートにスタイルを適用するには、スタイル値がデータ内に存在している必要があります。この例では、Excelテンプレートに示したDEPT_TOTAL_SALARYフィールドに、罫線スタイルと下線スタイルを適用します。

この例では、次のデータを使用します。データ内のDEPT_TOTAL_SALARY要素には、これらの属性が定義されています。

	
borderStyle


	
underLineStyle


	
borderColor




これらの各属性の値を使用して、テンプレート内に定義されたロジックに基づいて、定義済のスタイルを適用します。


<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<EMPLOYEES>
  <G_DEPT>
    <DEPARTMENT_ID>10</DEPARTMENT_ID>
    <DEPARTMENT_NAME>Administration</DEPARTMENT_NAME>
    <LIST_G_EMP>
      <G_EMP>
        <EMPLOYEE_ID>200</EMPLOYEE_ID>
        <EMP_NAME>Jennifer Whalen</EMP_NAME>
        <EMAIL>JWHALEN</EMAIL>
        <PHONE_NUMBER>515.123.4444</PHONE_NUMBER>
        <HIRE_DATE>1987-09-17T00:00:00.000-06:00</HIRE_DATE>
        <SALARY>4400</SALARY>
      </G_EMP>
    </LIST_G_EMP>

    <DEPT_TOTAL_SALARY borderStyle="BORDER_DOUBLE" underLineStyle="UNDERLINE_DOUBLE_ACCOUNTING" borderColor="0000FF">4400</DEPT_TOTAL_SALARY>
  </G_DEPT>
  <G_DEPT>
    <DEPARTMENT_ID>20</DEPARTMENT_ID>
    <DEPARTMENT_NAME>Marketing</DEPARTMENT_NAME>
    <LIST_G_EMP>
      <G_EMP>
        <EMPLOYEE_ID>201</EMPLOYEE_ID>
        <EMP_NAME>Michael Hartstein</EMP_NAME>
        <EMAIL>MHARTSTE</EMAIL>
        <PHONE_NUMBER>515.123.5555</PHONE_NUMBER>
        <HIRE_DATE>1996-02-17T00:00:00.000-07:00</HIRE_DATE>
        <SALARY>13000</SALARY>
      </G_EMP>
      <G_EMP>
        <EMPLOYEE_ID>202</EMPLOYEE_ID>
        <EMP_NAME>Pat Fay</EMP_NAME>
        <EMAIL>PFAY</EMAIL>
        <PHONE_NUMBER>603.123.6666</PHONE_NUMBER>
        <HIRE_DATE>1997-08-17T00:00:00.000-06:00</HIRE_DATE>
        <SALARY>6000</SALARY>
        </G_EMP>
      </LIST_G_EMP>

      <DEPT_TOTAL_SALARY borderStyle="BORDER_DOUBLE" underLineStyle="UNDERLINE_DOUBLE_ACCOUNTING" borderColor="0000FF">19000</DEPT_TOTAL_SALARY>
  </G_DEPT>

...

</EMPLOYEES>


スタイルを定義する手順は次のとおりです。

	
図6-35に示すように、Excelテンプレートで、データからのDEPT_TOTAL_SALARYを表示するフィールドに、定義名XDO_?DEPT_TOTAL_SALARY?を割り当てます。


図6-35 定義名XDO_?DEPT_TOTAL_SALARY?の割当て

[image: 図6-35の説明が続きます]





	
XDO_METADATAシートで、次のように入力します。

	
上罫線スタイルを定義するには、表6-18に示すエントリを使用します。


表6-18 上罫線スタイル

	列Aのエントリ	列Bのエントリ	列Cのエントリ
	
XDO_STYLE_1_?DEPT_TOTAL_SALARY?

	
<xsl:value-of select=".//DEPT_TOTAL_SALARY/@borderStyle"/>

	
TopBorderStyle








列Aのエントリは、このスタイル・コマンドを、名前XDO_?DEPT_TOTAL_SALARY?が割り当てられたセルにマップします。

列Bのエントリは、DEPT_TOTAL_SALARY要素の属性borderStyleからスタイル値を取得します。サンプル・データからのborderStyleの値はBORDER_DOUBLEです。

列Cのエントリは、TopBorderStyleをセルに適用するようにBI Publisherに指示します。


	
上罫線の色を定義するには、表6-19に示すエントリを使用します。


表6-19 上罫線の色

	列Aのエントリ	列Bのエントリ	列Cのエントリ
	
XDO_STYLE_2_?DEPT_TOTAL_SALARY?

	
<?.//DEPT_TOTAL_SALARY/@borderColor?>

	
TopBorderColor








列Aのエントリは、このスタイル・コマンドを、名前XDO_?DEPT_TOTAL_SALARY?が割り当てられたセルにマップします。

列Bのエントリは、DEPT_TOTAL_SALARY要素の属性borderColorからスタイル値を取得します。サンプル・データからのborderColorの値は0000FF(青)です。

列Cのエントリは、TopBorderColorをセルに適用するようにBI Publisherに指示します。


	
下線スタイルを定義するには、表6-20に示すエントリを使用します。


表6-20 下線を定義するエントリ

	列Aのエントリ	列Bのエントリ	列Cのエントリ
	
XDO_STYLE_3_?DEPT_TOTAL_SALARY?

	
<?.//DEPT_TOTAL_SALARY/@underLineStyle?>

	
UnderlineStyle








列Aのエントリは、このスタイル・コマンドを、名前XDO_?DEPT_TOTAL_SALARY?が割り当てられたセルにマップします。

列Bのエントリは、DEPT_TOTAL_SALARY要素の属性underLineStyleからスタイル値を取得します。サンプル・データからのunderLineStyleの値はUNDERLINE_DOUBLE_ACCOUNTINGです。

列Cのエントリは、UnderLineStyleをセルに適用するようにBI Publisherに指示します。







図6-36は、Data Constraintsリージョンの3つのエントリを示しています。


図6-36 Data Constraintsのエントリ

[image: 図6-36の説明が続きます]





レポートを実行すると、図6-37に示すように、スタイル・コマンドがXDO_?DEPT_TOTAL_SALARY?セルに適用されます。


図6-37 スタイル・コマンドがXDO_?DEPT_TOTAL_SALARY?に適用されていることを示す、生成されたレポートセル

[image: 図6-37の説明が続きます]









6.7.2.2 行のスキップ

列Bに定義されている評価の結果が大文字・小文字を区別しない文字列"True"を返す場合に、1行のデータの表示を抑制するには、XDO_SKIPROWコマンドを使用します。エントリの例を図6-21に示します。


表6-21 行のスキップ

	列Aのエントリ	列Bのエントリ
	
XDO_SKIPROW_?cell_object_name?

たとえば、次のように入力します。

XDO_SKIPROW_?EMPLOYEE_ID?

	
<文字列Trueを返すxsl評価/>

たとえば、次のように入力します。

<xsl:if test="string-length(./EMPLOYEE_ID/@MANAGER) != 0"><xsl:value-of select="./EMPLOYEE_ID/@MANAGER"/></xsl:if>








例: データ要素属性に基づく行のスキップ

この例では、EMPLOYEE_ID要素に値TrueのMANAGER属性が含まれる場合、Excelテンプレートで従業員データ行の表示が抑制されます。

次のデータを想定します。従業員Michael HartsteinのEMPLOYEE_ID要素に、値が"True"のMANAGER属性があることに注目してください。このセット内の他のEMPLOYEE_ID要素にはこの属性はありません。


<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<EMPLOYEES>
  <G_DEPT>
    <DEPARTMENT_ID>20</DEPARTMENT_ID>
    <DEPARTMENT_NAME>Marketing</DEPARTMENT_NAME>
    <LIST_G_EMP>
      <G_EMP>
        <EMPLOYEE_ID MANAGER="TRUE">201</EMPLOYEE_ID>
        <EMP_NAME>Michael Hartstein</EMP_NAME>
        <EMAIL>MHARTSTE</EMAIL>
        <PHONE_NUMBER>515.123.5555</PHONE_NUMBER>
        <HIRE_DATE>1996-02-17T00:00:00.000-07:00</HIRE_DATE>
        <SALARY>13000</SALARY>
       </G_EMP>
       <G_EMP>
        <EMPLOYEE_ID>202</EMPLOYEE_ID>
        <EMP_NAME>Pat Fay</EMP_NAME>
        <EMAIL>PFAY</EMAIL>
        <PHONE_NUMBER>603.123.6666</PHONE_NUMBER>
        <HIRE_DATE>1997-08-17T00:00:00.000-06:00</HIRE_DATE>
        <SALARY>6000</SALARY>
       </G_EMP>
       <G_EMP>
        <EMPLOYEE_ID>652</EMPLOYEE_ID>
        <EMP_NAME>William Morgan</EMP_NAME>
        <EMAIL>WMORGAN</EMAIL>
        <PHONE_NUMBER>219.123.7776</PHONE_NUMBER>
        <HIRE_DATE>1994-10-17T00:00:00.000-06:00</HIRE_DATE>
        <SALARY>8000</SALARY>
       </G_EMP>
      </LIST_G_EMP>
  </G_DEPT>

...

</EMPLOYEES>


MANAGER属性がTrueに設定されている場合に従業員データ行の表示を抑制するには、表6-22に示すエントリを、Data Constraintsセクションに入力します。


表6-22 データ要素属性に基づく行のスキップ

	列Aのエントリ	列Bのエントリ
	
XDO_SKIPROW_?EMPLOYEE_ID?

	
<xsl:if test="string-length(./EMPLOYEE_ID/@MANAGER) != 0"><xsl:value-of select="./EMPLOYEE_ID/@MANAGER"/></xsl:if>








このテンプレートからの出力を図6-38に示します。従業員Michael Hartsteinはレポートに含まれていないことに注目してください。


図6-38 スキップされた行の出力

[image: 図6-38の説明が続きます]











6.7.3 グループ化関数

テンプレート内のデータをグループ化するには、表6-23に示す関数を使用します。


表6-23 データのグループ化の作成

	関数	コマンド
	
第6.7.3.1項「データのグループ化」


	
XDO_GROUP_?group element?


	
第6.7.3.3項「データの再グループ化」


	
XDO_REGROUP_?










6.7.3.1 データのグループ化

たとえば、データを複数のシートに分割する場合など、レイアウトに特定のデータのグループ化が必要なときは、XDO_GROUPコマンドを使用して、フラットなデータをグループ化します。エントリの例を図6-24に示します。


表6-24 データのグループ化

	列Aのエントリ	列Bのエントリ	列Cのエントリ
	
XDO_GROUP_?グループ要素?

たとえば、次のように入力します。

XDO_GROUP_?STATE_GROUP?

	
<グループ化ロジックを開始するxsl/>

たとえば、次のように入力します。

<xsl:for-each-group select="current-group()" group-by="./STATE"> <xsl:for-each-group select="current-group()" group-by="./RESOURCE_NAME"> <xsl:for-each select="current-group()">

	
<グループ化終了タグのxsl/>

たとえば、次のように入力します。

</xsl:for-each> <xsl:for-each-group> <xsl:for-each-group>








XDO_?cell object name?でマークアップされたグループ定義セクションの始まりと終わりに配置するXSL文を定義します。対応するグループに適切な定義をそれぞれに指定することにより、テンプレート内に複数のグループをネストしてマークできます。





6.7.3.2 ネストされたグループでの、生成されたXDO定義名の処理

ネストされたグループでXDO_GROUP_?が使用される場合は、最終的なレポートにおけるXDO定義名の範囲が無意味になります。この場合、最終的なレポート内の式における定義名を参照しないでください。コマンドXDO_MARKUP_?を使用して、最終的なレポート内のXDOマークアップ・アクティビティを無効にできます。表6-25は、XDO_METADATAシートでXDO_MARKUP_?を使用した状態を示しています。


表6-25 XDO_MARKUP_?の使用

	列Aのエントリ	列Bのエントリ
	
XDO_MARKUP_?

	
falseまたはFALSE

(Excelの「セルの書式設定」ダイアログで「テキスト」としてセルを書式設定する必要があります。)








また、テンプレートに数多くの定義名が含まれていて、ネストされたグループの複数のレベルでそれらの定義名が使用されている場合は、Excelでは、生成された定義名の数を処理できないことがあります。この場合は、XDO_MARKUP_?コマンドを使用して、生成されたレポートのマークアップを無効にできます。

falseに設定されていると、BI Publisherでは、XDO_GROUP_?によって生成されたいずれの結果に対しても、定義名はいっさい生成されません。






6.7.3.3 データの再グループ化

XDO_REGROUPは、定義名を使用して定義を宣言することにより、データを再グループ化します。XDO_REGROUPロジックはXDO_GROUPロジックの短縮形であり、XDO_METADATAシートにおけるXSLTcoding要件が要求されません。したがって、その定義は直接、XDO_REGROUP_?定義名に作用するか、またはXDO_METADATAシートにおけるそれ以外の定義に作用する必要があります。エントリを図6-26に示します。


表6-26 データのグループ化

	列Aのエントリ	列Bのエントリ
	
XDO_REGROUP_?

	
XDO_REGROUP_?UniqueGroupID?levelName?groupByName?sortByName?sortByName?sortByName?

説明:

	
UniqueGroupIDはグループのIDです。levelNameと同じにすることも、別の名前を割り当てることもできます。


	
levelNameは、XMLデータ・ファイル内のXMLレベル・タグ名、またはネストされたグループ化のコンテキストでのcurrent-group()を表すXDO_CURRGRP_です。ネストしているグループがテンプレートに複数存在している場合は、内側のグループすべてに対してXDO_CURRGRP_を使用してください。


	
groupByNameは、現在のグループのGroupBy操作に使用するフィールド名です。XDO_REGROUP_?コマンドが最も内側のグループに使用されている場合は、この名前は空のことがあります。


	
sortByNameは、グループのソートの基準とするフィールド名です。複数のsortByフィールドを指定できます。sortByNameを宣言しない場合は、XMLファイルからのデータはソートされません。











表6-27、表6-28および表6-29は、3つのネストされたグループの作成方法を示しています。


表6-27 ネストされたグループの作成、例1

	列Aのエントリ	列Bのエントリ
	
XDO_REGROUP_?

	
XDO_REGROUP_?PAYMENTSUMMARY_Q1?PAYMENTSUMMARY_Q1?PAY_TYPE_NAME?








表6-27に示す定義では、最も外側のグループがPAYMENTSUMMARY_Q1として定義され、PAY_TYPE_NAMEによってグループ化されます。


表6-28 ネストされたグループの作成、例2

	列Aのエントリ	列Bのエントリ
	
XDO_REGROUP_?

	
XDO_REGROUP_?COUNTRYGRP?XDO_CURRGRP_?COUNTRY?








表6-28に示す定義は、外から2番目のグループを作成します。このグループには名前COUNTRY_GRPが割り当てられ、要素COUNTRYによってグループ化されます。


表6-29 ネストされたグループの作成、例3

	列Aのエントリ	列Bのエントリ
	
XDO_REGROUP_?

	
XDO_REGROUP_?STATEGRP?XDO_CURRGRP_?STATE?








表6-29に示す定義は内側のグループSTATEGRPを作成し、sortByNameパラメータSTATEを含みます。










6.8 XSL変換(XSLT)ファイルを使用したデータの前処理

最高のパフォーマンスを達成するには、データ処理を可能なかぎり実行するようにデータ・モデルを設計します。データ・エンジンから必要な出力を得られない場合は、データを変換する命令を含むXSLTファイルを使用してデータの前処理を実行できます。次のようなユースケース・サンプルがあります。

	
適切なレイアウトをサポートするために必要な階層を設定するグループの作成


	
データ要素へのスタイル属性の追加


	
Excelテンプレートでは不可能であるか、パフォーマンス上の理由から望ましくない、複雑なデータ処理ロジックの実行







	
注意:

Template Builder for Excelでは、XSLT前処理が必要なテンプレートのプレビューはサポートされていません。







XSLT前処理ファイルを使用するには:

	
ファイルを作成し、.xslとして保存します。


	
テンプレートの場合と同様に、ファイルをBI Publisherカタログ内のレポート定義にアップロードします。

	
カタログ内のレポートに移動します。


	
「編集」をクリックします。


	
「新規レイアウトの追加」をクリックします。


	
「アップロード」をクリックします。


	
「アップロード」ダイアログのフィールドを完成させ、テンプレートの「タイプ」としてXSLスタイルシート(HTML/XML/テキスト)を選択します。


	
アップロード後に、「リストの表示」をクリックします。レポートの表示時にユーザーからこのテンプレートがオプションとして見えないようにするため、「アクティブ」を選択解除します。




	
注意:

テスト目的では、データへのテンプレートの適用時に中間データを表示できるように、XSLテンプレートをアクティブなままにしたほうがよい場合もあります。テストの完了後にテンプレートを非アクティブに設定します。








	
レポート定義を保存します。





	
ExcelテンプレートのXDO_METADATAシートのHeaderセクションで、Preprocess XSLT Fileパラメータにファイル名を入力します。例: splitByBrand.xsl





6.8.1 XSLT前処理の例: 複数のシートへのフラット・データの分割

この項では、XSLT前処理ファイルを使用してフラット・データをグループ化し、Excelでの複数のシートに分割できるようにする操作の2つの例について説明します。その例は次のとおりです。

	
特定のフィールドによるデータの分割


	
行数によるデータの分割

レポート・データがExcel 2003のシートの行サイズ(シート当たり65,536行)を超えている場合には、行数でデータを分割するというオプションもあります。




どちらの例でも、次のXMLデータが使用されます。


 <ROWSET>
    <ROW>
    <Products.Type>COATINGS</Products.Type> 
    <Products.Brand>Enterprise</Products.Brand>
    <Markets.Region>CENTRAL REGION</Markets.Region> 
    <Markets.District>CHICAGO DISTRICT</Markets.District> 
    <Periods.Year>2000</Periods.Year> 
    <Measures.Dollars>1555548.0</Measures.Dollars> 
   </ROW>
   <ROW>
    <Products.Type>COATINGS</Products.Type> 
    <Products.Brand>Enterprise</Products.Brand> 
    <Markets.Region>EASTERN REGION</Markets.Region> 
    <Markets.District>NEW YORK DISTRICT</Markets.District>
    <Periods.Year>2000</Periods.Year> 
    <Measures.Dollars>1409228.0</Measures.Dollars> 
   </ROW>
...
</ROWSET>




6.8.1.1 特定のフィールドによるデータの分割

この例では、XSLT前処理ファイルを使用して、データのグループ化を作成し、そのグループ化を基準にしてデータを複数のExcelシートに分割できるようにします。この例では、Products.Brandフィールドによってサンプル・データがグループ化されます。

	
データをグループ化するために、XSLTファイルを作成します。

次に示すサンプルのXSLTファイルでは、<Products.Brand>に従ってデータがグループ化され、それらのグループのそれぞれに対して、高レベルの要素<BrandGroup>が作成されます。


<?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?> 
  <xsl:stylesheet version="2.0"   xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform">
  <xsl:template match="/">
    <ROWSET>
      <xsl:for-each-group select="/ROWSET/ROW" group-by="./Products.Brand">
        <xsl:variable name="var_brand" select="current-grouping-key()" /> 
        <BrandGroup>
          <xsl:attribute name="name">
             <xsl:value-of select="$var_brand" /> 
          </xsl:attribute>
          <xsl:copy-of select="current-group()" /> 
       </BrandGroup>
     </xsl:for-each-group>
    </ROWSET>
  </xsl:template></xsl:stylesheet>


このXSLTファイルがデータ・サンプルに適用されると、次のように中間データが生成されます。


 <ROWSET> 
   <BrandGroup name="Enterprise"> 
     <ROW> 
       <Products.Type>COATINGS</Products.Type>
       <Products.Brand>Enterprise</Products.Brand>
       <Markets.Region>CENTRAL REGION</Markets.Region>
       <Markets.District>CHICAGO DISTRICT</Markets.District>
       <Periods.Year>2000</Periods.Year> 
       <Measures.Dollars>1555548.0</Measures.Dollars>
     </ROW> 
     ... 
   </BrandGroup> 
   ...  <ROWSET> 


	
XSLTファイルをsplitByBrand.xslとして保存し、このファイルをBI Publisherカタログのレポート定義にアップロードします。テンプレートの「タイプ」としてXSLスタイルシート(HTML/XML/テキスト)を選択します。


	
Excelテンプレート・ファイルのXDO_METADATAシートで、次のように入力します。

	
Preprocess XSLT Fileパラメータに「splitByBrand.xsl」と入力します。


	
Data Constraintsリージョンで、表6-30に示すエントリを行い、XSLT前処理の結果によって作成された<BrandGroup>要素に基づいて、データを複数のシートに分割します。


表6-30 ブランドによる分割を行うためのData Constraintsリージョンへのエントリ

	列Aのエントリ	列Bのエントリ
	
XDO_SHEET_?

	
<?//BrandGroup?>


	
XDO_SHEET_NAME_?

	
<?./@name?>








XDO_METADATAシートでのサンプル・エントリを図6-39に示します。


図6-39 ブランドによる分割を行うためのXDO_METADATAシートの例

[image: ブランドによる分割を行うためのXDO_METADATAシートの例]






	
ユーザーに表示する必要がない場合は、XDO_METADATAシートを非表示にします。BI Publisherカタログのレポート定義にExcelテンプレート・ファイルをアップロードします。









6.8.1.2 行数によるデータの分割

この例では、XSLT前処理ファイルを使用して、/ROWSET/ROWの出現回数によってサンプルXMLデータをグループ化し、新規に作成されたグループの出現ごとにシートを新規作成するようにExcelテンプレートを構成する方法を示します。

	
XSLTファイルを作成し、変数で指定されたサイズに従ってデータ内にグループを作成します。

次に示すサンプルのXSLTファイルでは、$var_sizeの値に従って/ROWSET/ROWの出現がグループ化され、それらのグループのそれぞれに対して、高レベルの要素<CountGroup>が作成されます。


  <?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?>   <xsl:stylesheet version="2.0"
 xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform">
    <xsl:template match="/">
      <ROWSET>
       <xsl:variable name="var_size" select="3" />
       <xsl:for-each select="/ROWSET/ROW">
        <xsl:variable name="var_pos" select="position()" />
        <xsl:variable name="var_mod" select="$var_pos mod($var_size)" />
         <xsl:if test="$var_mod = 1">
         <xsl:variable name="var_groupNum" select="($var_pos - $var_mod) div number($var_size) + 1" />
         <xsl:element name="CountGroup">
          <xsl:attribute name="name">
           <xsl:value-of select="concat('Group', $var_groupNum)" />
      </xsl:attribute>
      <xsl:for-each select="/ROWSET/ROW[position() > ($var_pos -1) and position() < ($var_pos + $var_size)]">
        <xsl:copy-of select="." /> 
       </xsl:for-each>
      </xsl:element>
     </xsl:if>
   </xsl:for-each>
  </ROWSET>
 </xsl:template>
</xsl:stylesheet>


このXSLTファイルがデータ・サンプルに適用されると、次のように中間データが生成されます。


 <ROWSET> 
   <CountGroup name="Group1">
      <ROW> 
       <Products.Type>COATINGS</Products.Type>
        <Products.Brand>Enterprise</Products.Brand>
        <Markets.Region>CENTRAL REGION</Markets.Region>
        <Markets.District>CHICAGO DISTRICT</Markets.District>
        <Periods.Year>2000</Periods.Year>
        <Measures.Dollars>1555548.0</Measures.Dollars>
      </ROW> 
     ... 
   </CountGroup> 
   ... 
 <ROWSET> 


	
XSLTファイルをsplitByCount.xslとして保存し、このファイルをBI Publisherカタログのレポート定義にアップロードします。テンプレートの「タイプ」としてXSLスタイルシート(HTML/XML/テキスト)を選択します。


	
Excelテンプレート・ファイルのXDO_METADATAシートで、次のように入力します。

	
Preprocess XSLT Fileパラメータに「splitByCount.xsl」と入力します。


	
Data Constraintsリージョンで、表6-31に示すエントリを行います。


表6-31 件数による分割を行うためのData Constraintsリージョンへのエントリ

	列Aのエントリ	列Bのエントリ
	
XDO_SHEET_?

	
<?//CountGroup?>


	
XDO_SHEET_NAME_?

	
<?./@name?>











	
XDO_METADATAシートを非表示にして、レポート利用者に表示しないようにします。


	
BI Publisherカタログのレポート定義にExcelテンプレート・ファイルをアップロードします。













6.9 Template Viewerを使用したテンプレートのデバッグ

テンプレート・プレビューで期待どおりの結果が表示されない場合は、Template Viewerを使用してトレース設定を有効にすることにより、デバッグ・メッセージを表示できます。Template Viewerでは、XSL-FOプロセッサでのサンプル・データとテンプレートのマージ後に生成される中間XSLファイルを保存および表示することもできます。XSLの知識があれば、これは非常に有用なデバッグ・ツールになります。

Template ViewerはTemplate Builder for Wordのインストール時にインストールされます。詳細は、第6.1.5項「Excelテンプレートのデスクトップ・ツール」を参照してください。

Template Viewerでプレビューし、ログ・メッセージを表示するには:

	
Template Viewerを開きます。

Windowsデスクトップで「スタート」メニューから、「プログラム」、「Oracle BI Publisher Desktop」、「Template Viewer」の順に選択します。


	
「参照」をクリックして、サンプル・データ・ファイルおよびテンプレート・ファイルを含むフォルダを選択します。データ・ファイルとテンプレート・ファイルは同じフォルダに置かれている必要があります。


	
「Excelテンプレート」を選択します。図6-40に示すように、「データ」リージョンと「テンプレート」リージョンに、そのディレクトリ内に存在するすべての.xmlファイルおよびすべての.xlsファイルが表示されます。


図6-40 .xmlファイルと.xlsファイルをすべて示した、「データ」リージョンと「テンプレート」リージョン

[image: 図6-40の説明が続きます]





	
適切なデータ・ファイルおよびテンプレート・ファイルをクリックして、それらを選択します。


	
ログ・レベルを選択します。


	
「出力フォーマット」リストから、「Excel」を選択します。


	
「処理開始」をクリックします。

Template Viewerにより、選択したデータと選択したテンプレートがマージされ、適切なビューアが作成されます。図6-41に示すように、メッセージ・ボックス内にログ・メッセージがあれば確認します。


図6-41 ログ・メッセージ

[image: 図6-41の説明が続きます]







生成されたXSLを表示するには:

	
Template Viewerで、データ・ファイルとテンプレート・ファイルを選択し、出力フォーマットとして「Excel」を選択します。


	
図6-42に示すように、「ツール」メニューから「XSLファイルの生成元」、「Excelテンプレート」の順に選択します。


図6-42 「Excelテンプレート」オプション

[image: 図6-42の説明が続きます]





	
プロンプトが表示されたら、生成されたXSLファイルを保存します。


	
保存した場所に移動し、適切なビューアでXSLファイルを開きます。















7 PDFテンプレートの作成


この章では、BI Publisher用のPDFテンプレートを作成する方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第7.1項「概要」


	
第7.2項「要件」


	
第7.3項「テンプレートの設計」


	
第7.4項「テンプレートへのマークアップの追加」


	
第7.5項「プレースホルダの作成」


	
第7.6項「繰返しフィールドのグループの定義」


	
第7.7項「ページ番号および改ページの追加」


	
第7.8項「計算の実行」


	
第7.9項「完成したPDFレイアウトの例」


	
第7.10項「実行時の動作」


	
第7.11項「事前定義済PDFフォームからのレイアウトの作成」


	
第7.12項「デジタル署名用フィールドの追加または指定」






7.1 概要

PDFテンプレートを作成するには、既存のPDFドキュメントを取得してBI Publisherのマークアップを適用します。任意のソースのPDFを使用できる、PDFテンプレートの設計には多くの選択肢があります。たとえば、次のように入力します。

	
PDFに変換可能なドキュメント(Microsoft Wordなど)を生成するアプリケーションを使用して、テンプレートを設計します。


	
紙の文書をスキャンして取り込み、テンプレートとして使用します。


	
サード・パーティのWebサイトからPDFドキュメントをダウンロードします。







	
注意:

サード・パーティのPDFからテンプレートを作成する際に必要な手順は、フォーム・フィールドがドキュメントに追加されているかどうかで異なります。詳細は、第7.11項「事前定義済PDFフォームからのレイアウトの作成」を参照してください。







テンプレートを設計している場合は、テンプレートをPDFに変換すると、テンプレートが一連の背景として取り扱われます。テンプレートをマークアップする場合は、この背景上にフィールドを描画します。テンプレートを編集するには、元のドキュメントを編集して、それを再度PDFに変換しなおす必要があります。

そのため、PDFテンプレートは、頻繁に更新する必要があるドキュメントには不向きです。一方、請求書や発注書など、固定テンプレートのフォームには適しています。






7.2 要件

PDFドキュメントにフォーム・フィールドを適用または編集するには、Adobe Acrobat Professionalが必要です。BI Publisherでは、テンプレートを更新するためのツールとして、Adobe Acrobat 5.0以降をサポートしています。

BI Publisherにより、入力PDFバージョンに基づいて出力PDFバージョンを次のように生成します。

	
PDFバージョン1.4以前ではPDF 1.4を生成します。


	
PDFバージョン1.5以降では、入力バージョンと同じ出力バージョンを生成します。







	
注意:

BI Publisherでは、PDF 1.7標準をサポートしています。詳細は、付録F「PDFバージョンのサポート」を参照してください。












7.3 テンプレートの設計

テンプレートを設計するには、PDFに変換可能な文書を作成できるデスクトップ・アプリケーションを使用します。あるいは、用紙に印刷された文書を取り込み、テンプレートの背景として使用します。

図7-1に、サンプル発注書のテンプレートを示します。このサンプルは、Microsoft Wordを使用して設計し、Adobe Acrobat Distillerを使用してPDFに変換したものです。


図7-1 サンプル発注書のテンプレート

[image: 図7-1の説明が続きます]





次に、このテンプレートへの入力として使用されるXMLデータを示します。


<?xml version="1.0"?>
<POXPRPOP2>
 <G_HEADERS>
  <POH_PO_NUM>1190-1</POH_PO_NUM>
  <POH_REVISION_NUM>0</POH_REVISION_NUM>
  <POH_SHIP_ADDRESS_LINE1>3455 108th Avenue</POH_SHIP_ADDRESS_LINE1>
<POH_SHIP_ADDRESS_LINE2></POH_SHIP_ADDRESS_LINE2>
<POH_SHIP_ADDRESS_LINE3></POH_SHIP_ADDRESS_LINE3>
<POH_SHIP_ADR_INFO>Seattle, WA 98101</POH_SHIP_ADR_INFO>
<POH_SHIP_COUNTRY>United States</POH_SHIP_COUNTRY>
<POH_VENDOR_NAME>Allied Manufacturing</POH_VENDOR_NAME>
<POH_VENDOR_ADDRESS_LINE1>1145 Brokaw Road</POH_VENDOR_ADDRESS_LINE1>
<POH_VENDOR_ADR_INFO>San Jose, CA 95034</POH_VENDOR_ADR_INFO>
<POH_VENDOR_COUNTRY>United States</POH_VENDOR_COUNTRY>
<POH_BILL_ADDRESS_LINE1>90 Fifth Avenue</POH_BILL_ADDRESS_LINE1>
<POH_BILL_ADR_INFO>New York, NY 10022-3422</POH_BILL_ADR_INFO>
<POH_BILL_COUNTRY>United States</POH_BILL_COUNTRY>
<POH_BUYER>Smith, J</POH_BUYER>
<POH_PAYMENT_TERMS>45 Net (terms date + 45)</POH_PAYMENT_TERMS>
<POH_SHIP_VIA>UPS</POH_SHIP_VIA>
<POH_FREIGHT_TERMS>Due</POH_FREIGHT_TERMS>
<POH_CURRENCY_CODE>USD</POH_CURRENCY_CODE>
<POH_CURRENCY_CONVERSION_RATE></POH_CURRENCY_CONVERSION_RATE>
<LIST_G_LINES>
<G_LINES>
<POL_LINE_NUM>1</POL_LINE_NUM>
<POL_VENDOR_PRODUCT_NUM></POL_VENDOR_PRODUCT_NUM>
<POL_ITEM_DESCRIPTION>PCMCIA II Card Holder</POL_ITEM_DESCRIPTION>
<POL_QUANTITY_TO_PRINT></POL_QUANTITY_TO_PRINT>
<POL_UNIT_OF_MEASURE>Each</POL_UNIT_OF_MEASURE>
<POL_PRICE_TO_PRINT>15</POL_PRICE_TO_PRINT>
<C_FLEX_ITEM>CM16374</C_FLEX_ITEM>
<C_FLEX_ITEM_DISP>CM16374</C_FLEX_ITEM_DISP>
<PLL_QUANTITY_ORDERED>7500</PLL_QUANTITY_ORDERED>
<C_AMOUNT_PLL>112500</C_AMOUNT_PLL>
<C_AMOUNT_PLL_DISP> 112,500.00 </C_AMOUNT_PLL_DISP>
</G_LINES>
</LIST_G_LINES>
<C_AMT_POL_RELEASE_TOTAL_ROUND>312420/<C_AMT_POL_RELEASE_TOTAL_ROUND>
</G_HEADERS>
</POXPRPOP2>






7.4 テンプレートへのマークアップの追加

ドキュメントをPDFに変換した後は、XML入力ファイルからのデータを表示するフォーム・フィールドを定義します。これらのフォーム・フィールドはデータのプレースホルダとして機能します。

XMLデータをPDFテンプレートに関連付けるプロセスは、RTFテンプレートのプロセスと同じです。第4.2項「テンプレート・レイアウトへのXMLデータの関連付け」を参照してください。

Adobe Acrobatでフォーム・フィールドを描画する際、これらは設計したテンプレートの上に描画しています。テンプレート上の設計要素とフォーム・フィールドの間の関連付けはありません。したがって、フィールドはテンプレートで表示する場所に正確に配置する必要があります。






7.5 プレースホルダの作成

プレースホルダは、データを表示する方法によって、テキスト、チェック・ボックスまたはラジオ・ボタンとして定義できます。




	
注意:

フォーム・フィールドを追加する手順は、使用するAdobe Acrobat Professionalのバージョンによって異なります。使用しているバージョンのAdobeのドキュメントを参照してください。Adobe Acrobat 9 Proを使用している場合は、「Forms」メニューの「Add or Edit Fields」を選択します。








7.5.1 プレースホルダ名の指定

プレースホルダ名はXMLソース・フィールド名と一致している必要があります。






7.5.2 テキスト・プレースホルダの作成

ここでは、Adobe Acrobat 9 Proを使用してテキストのフォーム・フィールドのプレースホルダを作成する方法について説明します。異なるバージョンのAdobe Acrobat Professionalを使用している場合、詳細はそのバージョンのドキュメントを参照してください。

テキスト・プレースホルダを作成する手順は次のとおりです。

	
「Forms」メニューの「Add or Edit Fields」を選択します。


	
「Add New Field」リストで「Text Field」を選択します。カーソルが十字に変わります。


	
フォーム内のフィールドを配置する場所に十字カーソルを移動してクリックします。「Field Name」ダイアログが表示されます。


	
名前を入力します。テキスト・フィールドの名前は、実行時にこのフィールドに移入されるデータのXML要素の名前と一致している必要があります。


	
その他のプロパティを設定するには、「Show All Properties」をクリックします。

「Properties」ダイアログ・ボックスを使用して、そのプレースホルダのその他の属性を設定します。たとえば、最大文字サイズの規定、フィールドのデータ型の設定、データ型の検証、表示および書式に関する属性を設定できます。


	
意図している正確な位置にフィールドが配置されていない場合、またはサイズが正しくない場合は、正しい位置までフィールドをドラッグし、ハンドルを使用してサイズを変更します。








7.5.3 サポートされているフィールド・プロパティ・オプション

BI Publisherでは、次のオプションをサポートしています。これらのオプションは「Field Properties」ダイアログ・ボックスから利用できます。これらのオプションの詳細は、Adobe Acrobatのドキュメントを参照してください。

	
General

	
Read Only

このチェック・ボックスを一連の構成プロパティと組み合せて設定し、出力PDFのフィールドの状態(読取り専用/更新可能)を制御します。第7.10.2項「フィールドに対する更新可能または読取り専用の設定」を参照してください。


	
Required


	
Visible/Hidden


	
Orientation (in degrees)





	
Appearance

	
Border Settings: 色、背景、幅、スタイル


	
Text Settings: 色、フォント、サイズ


	
Border Style





	
「Options」タブ

	
Multi-line


	
Scrolling Text





	
「Format」タブ - 数値に関するオプションのみ


	
「Calculate」タブ - すべての計算機能








7.5.4 チェック・ボックスの作成

チェック・ボックスは、複数を選択できるオプションを表示するために使用されます。各チェック・ボックスは、異なるデータ要素を表します。チェック・ボックスの表示を選択状態にする値を定義します。

たとえば、パワー・ステアリング、パワー・ウィンドウ、サンルーフなどの自動車のオプションをリストするチェック・ボックスをフォームに配置したとします。これらの各オプションは、XMLファイルの異なる要素(<POWER_STEERING>など)を表します。XMLファイルのこれらのフィールドに「Y」の値が含まれている場合は、チェック・ボックスが選択された状態で表示する必要があります。これらのオプションは、すべてを選択することも選択しないこともできます。

ここでは、Adobe Acrobat 9 Proを使用してチェック・ボックス・フィールドを作成する方法について説明します。異なるバージョンのAdobe Acrobat Professionalを使用している場合、詳細はそのバージョンのドキュメントを参照してください。

チェック・ボックスを作成する手順は次のとおりです。

	
「Forms」メニューの「Add or Edit Fields」を選択します。


	
「Add New Field」リストから「Check Box」を選択します。カーソルが十字に変わります。


	
フォーム内のフィールドを配置する場所に十字カーソルを移動してクリックします。「Field Name」ダイアログが表示されます。


	
名前を入力します。チェック・ボックス・フィールドの名前は、状態(選択または選択解除)の決定に使用されるデータのXML要素の名前と一致している必要があります。


	
「Show All Properties」をクリックします。


	
「オプション」タブをクリックします。


	
リストから「Check Box Style」タイプを選択します。


	
「Export Value」フィールドに、XMLデータ・フィールドの値と一致し、チェック・ボックスを選択された状態で表示する値を入力します。

たとえば、各チェック・ボックス・フィールドに「Y」と入力します。


	
必要に応じて、その他の「Properties」を設定します。








7.5.5 ラジオ・ボタン・グループの作成

ラジオ・ボタン・グループは、1つのみを選択できるオプションを表示するために使用されます。

たとえば、XMLデータ・ファイルに<SHIPMENT_METHOD>というフィールドがあるとします。このフィールドに指定可能な値は「標準」または「夜間」です。フォームでは、このフィールドを「標準」および「夜間」というラベルが付いた2つのラジオ・ボタンで表します。両方のラジオ・ボタン・フィールドを、<SHIPMENT_METHOD>データ・フィールドのプレースホルダとして定義します。一方のフィールドは、値が「標準」の場合に選択状態になるように定義します。もう一方のフィールドは、値が「夜間」の場合に選択状態になるように定義します。

ここでは、Adobe Acrobat 9 Proを使用してラジオ・ボタン・グループを作成する方法について説明します。異なるバージョンのAdobe Acrobat Professionalを使用している場合、詳細はそのバージョンのドキュメントを参照してください。

ラジオ・ボタン・グループを作成する手順は、次のとおりです。

	
「Forms」メニューの「Add or Edit Fields」を選択します。


	
「Add New Field」リストから「Radio Button」を選択します。カーソルが十字に変わります。


	
フォーム内のラジオ・ボタン・グループを配置する場所に十字カーソルを移動してクリックします。「Radio Group Name」ダイアログが表示されます。


	
名前を入力します。ラジオ・グループの名前は、状態(選択または選択解除)の決定に使用されるデータのXML要素の名前と一致している必要があります。


	
「Button Value」フィールドに、XMLデータ・フィールドの値と一致し、ボタンを選択された状態で表示する値を入力します。

たとえば、「Standard」というラベルのフィールドの場合、「Standard」と入力します。


	
グループに別のラジオ・ボタンを含めるには、「Add another button to group」をクリックします。ラジオ・グループの名前が名前フィールドのデフォルトになります。


	
「Button Value」フィールドに、XMLデータ・フィールドの値と一致し、このボタンを選択された状態で表示する値を入力します。

たとえば、「Overnight」というラベルのフィールドの場合、「Overnight」と入力します。


	
プロパティのいずれかを変更する場合は、「Show All Properties」をクリックします。ラジオ・ボタンのスタイルを変更するには、「Options」タブをクリックします。


	
「Type」ドロップダウン・リストから「Radio Button」を選択します。


	
必要に応じて、その他の「Properties」を設定します。











7.6 繰返しフィールドのグループの定義

PDFレイアウトでは、ページ上で繰返しフィールドが含まれる領域を明示的に定義します。たとえば、発注書レイアウトの場合、繰返しフィールドは品目ヘッダー行と合計フィールドの間の一定の場所に表示されます。

繰返しフィールドのグループを含む領域を定義する手順は、次のとおりです。

	
グループを含める領域の最初の部分に、テキスト・フィールドを挿入します。


	
「Field Name」ダイアログで、一意の名前を入力します。このフィールドはマッピングされません。


	
「Text Field Properties」ダイアログの「Tooltip」フィールドに次の構文を入力します。

<?rep_field="BODY_START"?>


	
グループを含める領域の最後にテキスト・フィールドを挿入することで、グループ領域の終了を定義します。


	
「Field Name」ダイアログで、一意の名前を入力します。このフィールドはマッピングされません。このフィールドに割り当てた名前は、「body start」フィールドに割り当てた名前とは異なっている必要があることに注意してください。


	
「Text Field Properties」ダイアログの「Tooltip」フィールドに次の構文を入力します。

<?rep_field="BODY_END"?>




繰返しフィールドのグループを定義する手順は、次のとおりです。

	
グループの最初の要素に対するプレースホルダを挿入します。




	
注意:

このフィールドの配置は、BODY_STARTタグと関連して、出現ごとに繰り返す行の間隔を定義します。第7.10.1項「繰返しフィールドの配置」を参照してください。








	
グループの各要素に対して、「Tooltip」フィールドに次の構文を入力します。

<?rep_field="T1_Gn"?>

ここで、nはレイアウト上の項目の行番号を示します。

たとえば、サンプル・レポートのグループは、3行にレイアウトされています。

	
PO_LINE_NUMで開始する行に属するフィールドに対して、次の構文を入力します。

<?rep_field="T1_G1"?>


	
C_FLEX_ITEM_DISPで開始する行に属するフィールドに対して、次の構文を入力します。

<?rep_field="T1_G2"?>


	
C_SHIP_TO_ADDRESSで開始する行に属するフィールドに対して、次の構文を入力します。

<?rep_field="T1_G3"?>




図7-2は、「Short Description/Tooltip」フィールドへの入力を示しています。


図7-2 「Short Description/Tooltip」フィールドへの入力

[image: 図7-2の説明が続きます]





	
(オプション)フィールドを整列します。フィールドの単一の行を正しく整列するには、Adobe Acrobatの整列機能を使用することをお薦めします。









7.7 ページ番号および改ページの追加

この項では、PDFレイアウトに後続ページの機能を追加する方法について説明します。

	
第7.7.1項「ページ番号の追加」


	
第7.7.2項「改ページの追加」






7.7.1 ページ番号の追加

ページ番号を追加するには、ページ番号を表示するフィールドをレイアウトに定義して、そのフィールドに初期値を入力します。

ページ番号を追加する手順は、次のとおりです。

	
ページ番号を表示するレイアウト上の位置を決定します。


	
@pagenum@と呼ばれるプレースホルダ・フィールドを作成します(第7.5.2項「テキスト・プレースホルダの作成」を参照)。


	
「Default」フィールド(「Text Field Properties」→「Options」タブ)にページ番号の開始値を入力します。XMLデータにこのフィールドの値が含まれている場合は、レイアウトに割り当てられた開始値より優先されます。開始値が割り当てられていない場合は、1にデフォルト設定されます。









7.7.2 改ページの追加

レイアウトの改ページは、繰返し可能フィールドの後ろに配置されるように定義できます。特定のフィールドの後ろに改ページを挿入するには、「Text Field Properties」ダイアログ・ボックスの「Tooltip」フィールドに次の構文を追加します。

page_break="yes"

たとえば、次のように入力します。

<?rep_field="T1_G3", page_break="yes"?>

次の例は、レイアウトへの改ページの挿入を示しています。XMLサンプルには、各部門の従業員の給与が含まれています。


<?xml version="1.0"?>
<! -  Generated by Oracle Reports version 6.0.8.22.0  - >
<ROOT>
  <LIST_G_DEPTNO>
    <G_DEPTNO>
      <DEPTNO>10</DEPTNO>
      <LIST_G_EMPNO>
        <G_EMPNO>
          <EMPNO>7782</EMPNO>
          <ENAME>CLARK</ENAME>
          <JOB>MANAGER</JOB>
          <SAL>2450</SAL>
        </G_EMPNO>
        <G_EMPNO>
          <EMPNO>7839</EMPNO>
          <ENAME>KING</ENAME>
          <JOB>PRESIDENT</JOB>
          <SAL>5000</SAL>
        </G_EMPNO>
        <G_EMPNO>
          <EMPNO>125</EMPNO>
          <ENAME>KANG</ENAME>
          <JOB>CLERK</JOB>
          <SAL>2000</SAL>
        </G_EMPNO>
        <G_EMPNO>
          <EMPNO>7934</EMPNO>
          <ENAME>MILLER</ENAME>
          <JOB>CLERK</JOB>
          <SAL>1300</SAL>
        </G_EMPNO>
        <G_EMPNO>
          <EMPNO>123</EMPNO>
          <ENAME>MARY</ENAME>
          <JOB>CLERK</JOB>
          <SAL>400</SAL>
        </G_EMPNO>
        <G_EMPNO>
          <EMPNO>124</EMPNO>
          <ENAME>TOM</ENAME>
          <JOB>CLERK</JOB>
          <SAL>3000</SAL>
        </G_EMPNO>
      </LIST_G_EMPNO>
      <SUMSALPERDEPTNO>9150</SUMSALPERDEPTNO>
    </G_DEPTNO>
    
    <G_DEPTNO>
      <DEPTNO>30</DEPTNO>
      <LIST_G_EMPNO>
        .
        .
        .   
        
      </LIST_G_EMPNO>
      <SUMSALPERDEPTNO>9400</SUMSALPERDEPTNO>
    </G_DEPTNO>
  </LIST_G_DEPTNO>
  <SUMSALPERREPORT>29425</SUMSALPERREPORT>
</ROOT>


図7-3に示すように、レポートの要件として、部門別に各従業員の給与情報を表示する必要があるとします。


図7-3 部門別給与サマリーの例

[image: 図7-3の説明が続きます]





各部門の後ろに改ページを挿入するには、SUMSALPERDEPTNOフィールドの「Tooltip」フィールドに、次のように改ページ構文を指定します。


<?rep_field="T1_G3", page_break="yes"?>


図7-4に、このフィールドの「Text Field Properties」ダイアログを示します。


図7-4 「Text Field Properties」ダイアログ

[image: 図7-4の説明が続きます]





改ページを配置するためには、XMLファイルのデータを使用してフィールドを作成する必要があります。

図7-5に、データが表示されているサンプル・レポートを示します。


図7-5 データが表示されているサンプル・レポート

[image: 図7-5については周囲のテキストで説明しています。]

[image: 図7-5の説明が続きます]





各部門の後ろに改ページが挿入されます。








7.8 計算の実行

Adobe Acrobatでは、「Field Properties」ダイアログ・ボックスに計算機能が用意されています。

計算された合計をレポートに表示するフィールドを作成する手順は次のとおりです。

	
計算された合計を表示するテキスト・フィールドを作成します。フィールドに名称を指定します。


	
「Field Properties」ダイアログ・ボックスで、「Format」タブを選択します。


	
「Category」リストから「Number」を選択します。


	
「Calculate」タブを選択します。


	
次のフィールドの「Value is the <操作のリスト>」の横にあるラジオ・ボタンを選択します。


	
ドロップダウン・リストから「sum(+)」を選択します。


	
「Pick...」ボタンをクリックして、合計するフィールドを選択します。









7.9 完成したPDFレイアウトの例

図7-6に、完成したPDFレイアウトを示します。


図7-6 完成したPDFレイアウト

[image: 図7-6の説明が続きます]









7.10 実行時の動作

次の各項では、PDFテンプレートの実行時の動作について説明します。

	
第7.10.1項「繰返しフィールドの配置」


	
第7.10.2項「フィールドに対する更新可能または読取り専用の設定」


	
第7.10.3項「データのオーバーフロー」






7.10.1 繰返しフィールドの配置

すでに説明したとおり、レイアウト上に作成するフィールドの配置、間隔および整列は、基礎となるフォーム・レイアウトから独立しています。実行時に、BI Publisherは、作成したフィールドの行の配置について実行される計算に従って、繰り返す各行のデータを次のように配置します。

1度目の表示

繰返しフィールドの1行目は、レイアウト上に配置したそのフィールドの位置に表示されます。

2度目の表示(単一行)

2度目に出現したグループを配置するために、BI Publisherによって、BODY_STARTタグと1度目に表示した最初のフィールドとの間隔が計算されます。2度目に出現したグループの最初のフィールドは、1度目の表示の下に、この計算された間隔を空けて配置されます。

2度目の表示(複数行)

1度目のグループに複数の行が含まれている場合、2度目に出現したグループは、1度目の最終行の下に、計算された間隔を空けて配置されます。

グループ内の各行間は、1度目の表示で定義された間隔が保持されます。






7.10.2 フィールドに対する更新可能または読取り専用の設定

レイアウトにフィールドを定義する際は、図7-7に示すように、フィールドに対して「Read Only」を選択するオプションがあります。


図7-7 「Text Field Properties」ダイアログの「Read Only」オプション

[image: 図7-7の説明が続きます]





設計時の「Read Only」チェック・ボックスの設定に関係なく、PDF処理エンジンのデフォルトの動作では、出力PDFのすべてのフィールドは読取り専用に設定されます。第10章「レポート処理および出力ドキュメントのプロパティの設定」で説明されているように、この動作は、次のレポート・プロパティを使用することで変更できます。

	
all-field-readonly


	
all-fields-readonly-asis


	
remove-pdf-fields




最初の2つのオプションで、PDF出力のフィールドの状態を設定します。個別のフィールドの設定は、Adobe Acrobat Professionalを使用して出力内で変更できます。各フィールドが維持されるため、データは引き続き分離されていて抽出可能です。3番目のremove-pdf-fieldsオプションで、構造が水平化され、フィールドとデータの分離が保持されなくなります。

全フィールドを更新可能にする方法:

all-field-readonlyプロパティをFalseに設定します。設計時の個別のフィールド設定に関係なく、すべてのフィールドの読取り専用状態がFalseに設定されます。

全フィールドを読取り専用にする方法:

これは、デフォルトの動作です。設定は必要ありません。

各フィールドの「Read Only」チェック・ボックスの選択状態を維持する方法:

出力PDFで、「Read Only」チェック・ボックスの設定を各フィールドごとに維持するには、all-fields-readonly-asisプロパティをTrueに設定します。このプロパティは、all-field-readonlyの設定より優先されます。

出力PDFから全フィールドを削除する方法:

remove-pdf-fieldsプロパティをTrueに設定します。






7.10.3 データのオーバーフロー

繰り返すデータ行の表示を確保するために複数のページが必要な場合は、定義されている繰返し領域を除き、各ページは同じように表示され、繰返しデータの続きが表示されます。たとえば、発注品目の行がレイアウトに定義されている領域を超えて伸びている場合、後続のページには、発注書フォームからのすべてのデータと、品目行の続きが表示されます。








7.11 事前定義済PDFフォームからのレイアウトの作成

レポート・データのレイアウトとして使用できる多数のPDFフォームがオンランで提供されていますたとえば、ある企業で、特定の行政関係の用紙を提出する必要があるとします。この場合は、ダウンロードしたPDFファイルをレポートのレイアウトとして使用し、実行時にXMLデータを入力することでレポート・フィールドに記入されます。

一部のフォームにはすでにフォーム・フィールドがありますが、フォーム・フィールドが定義されていないフォームもあります。未確認の場合は、第7.11.1項「PDFに定義済のフォーム・フィールドが存在するかどうかの確認」を参照してください。PDFフォームにすでにフィールドが定義されている場合、次のいずれかの方法を使用して、フォーム・フィールド名とデータ・フィールド名を対応付けられます。

	
Adobe Acrobat Professionalを使用して、XMLデータ・ファイルの要素名と一致するように、ドキュメント内のフィールドの名前を変更します。第7.11.2項「フォーム・フィールドの名前変更による定義済PDFフォームのレイアウトとしての使用」を参照してください。


	
BI Publisherのデータ・モデル・エディタを使用して、PDFフォームのフィールド名と一致するようにデータ・ファイル内のXML要素名を変更します。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisherデータ・モデリング・ガイド』のデータの構造化に関する項を参照してください。




ダウンロードしたPDFに定義済フォーム・フィールドがない場合は、作成する必要があります。フォーム・フィールドのプレースホルダを挿入する方法の手順は、第7.4項「テンプレートへのマークアップの追加」を参照してください。



7.11.1 PDFに定義済のフォーム・フィールドが存在するかどうかの確認

PDFフォームに定義済のフォーム・フィールドが存在するかどうかを確認する手順は、次のとおりです。

	
Adobe Acrobat ReaderまたはAdobe Acrobat Professionalでドキュメントを開きます。


	
「Highlight Fields」をクリックします。ドキュメント内に存在するフォーム・フィールドが強調表示されます。




フィールド名のリストを取得するには:

	
Adobe Acrobat Professionalでドキュメントを開きます。


	
「Form」メニューから「Add or Edit Fields」を選択します。フィールド名は、ドキュメント内だけでなく「Fields」ペインにも表示されます。









7.11.2 フォーム・フィールドの名前変更による定義済PDFフォームのレイアウトとしての使用

定義済PDFフォームをレイアウトとして使用する手順は次のとおりです。

	
PDFファイルをローカル・システムにダウンロードまたはインポートします。


	
Adobe Acrobat Professionalでファイルを開きます。


	
「Form」メニューから「Add or Edit Fields」を選択します。これにより定義済のテキスト・フィールドが強調表示されます。

図7-8は、「Add or Edit Fields」を選択し、テキスト・フィールドが強調表示されたサンプルのW-2 PDFフォームを示しています。


図7-8 「Add or Edit Fields」オプションを選択した後のサンプルW-2 PDFフォーム

[image: 図7-8の説明が続きます]





既存のフォーム・フィールドを、受信したXMLファイルのデータにマップするには、XMLファイルの要素名と一致するようにフィールド名を変更します。


	
フィールドをダブルクリックするか、フィールドを選択して右マウス・ボタンで「Properties」を選択し、フォーム・フィールドの「Properties」ダイアログを開きます。


	
「Name」フィールドに、入力XMLファイルに従って要素名を入力します。


	
データ・ファイルによって移入するフィールドすべてに対して、この手順を繰り返します。


	
すべてのフィールドを更新したら、「Close Form Editing」をクリックします。


	
レイアウトの保存








7.11.3 「Comb of characters」オプションの使用

Adobe AcrobatでPDFフォーム・フィールドに対して「Comb of characters」オプションを選択すると、テキスト・フィールドの幅全体にわたって、テキストが均等に広がります。このオプションは、図7-9に示す「Routing number」フィールドのように、フォーム・フィールドで特定の位置に文字を入力する必要がある場合に使用します。


図7-9 特定の位置への文字配置が必要なPDFフォーム・フィールドの例

[image: 図7-9については周囲のテキストで説明しています。]



この機能を使用するには、次の手順を実行します。

	
Adobe Acrobat Professionalで、フォーム・フィールドをテキスト・フィールドとして追加します。次の図に例を示します。

[image: ルーティングのフォーム・フィールドの作成]

	
「Text Field Properties」ダイアログを開いて、「Options」タブをクリックします。すべてのチェック・ボックスの選択を解除して、「Comb of characters」チェック・ボックスを選択します。




	
注意:

「Comb of characters」オプションが有効となるのは、それ以外のオプションがすべて選択解除されている場合のみです。







テキスト・フィールドに文字数を入力します。ルーティングの番号の例では、次の図に示すように、値として「9」が入力されます。[image: 「Text Field Properties」の「Option」タブ]


そのつど指定される文字数がデータに含まれていないことがある場合には、「Alignment」オプションを設定して、フィールド内で値が右揃え、左揃え、中央揃えのいずれになるのかを指定できます。




レポートを実行すると、ルーティング・フィールドの値で構成される文字が、図7-10に示すように、テキスト・フィールド全体にわたって広がります。


図7-10 データが表示されている例

[image: 図7-10については周囲のテキストで説明しています。]



ルーティング・フィールドのデータに含まれている文字が上限の9個に達しておらず、かつ「Alignment」オプションが左に設定されている場合に、フィールドにデータがどのように表示されるかを、図7-10に示します。


図7-11 データが左揃えされている例

[image: 図7-11については周囲のテキストで説明しています。]









7.12 デジタル署名用フィールドの追加または指定

Oracle BI Publisherでは、PDF出力ドキュメントのデジタル署名をサポートしています。デジタル署名により、送受信するドキュメントが本物であることを検証できます。Oracle BI Publisherは一元管理されたセキュアな場所にあるデジタルIDファイルにアクセスし、実行時にそのデジタルIDによってPDF出力に署名できます。デジタル署名では、署名者のIDを検証して、署名後にドキュメントが改ざんされていないことを確認します。

デジタル署名を実装するには、BI Publisher製品でいくつかの作業を行う必要があります。このトピックでは、デジタル署名用にPDFテンプレートに新しいフィールドを追加する方法、または既存のフィールドを構成する方法について説明します。その他の必要な作業およびオプションの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisher管理者ガイド』のデジタル署名の実装に関する項を参照してください。


7.12.1 署名フィールドのオプションについて

PDFテンプレートでは、出力レポートのデジタル署名フィールドを設計する際に次のオプションがあります。

	
署名フィールドをPDFレイアウトに追加します。

このオプションは、デジタル署名を特定のフィールドで表示する必要があり、PDFテンプレートに署名フィールドがない場合に使用します。第7.12.2項「署名フィールドの追加」を参照してください。


	
既存の署名フィールドをPDFテンプレートで使用します。

このオプションは、使用する署名フィールドがPDFテンプレートにすでに存在する場合に使用します。既存のフィールドをデジタル署名に指定するには、「ランタイム構成」ページでフィールドを定義します。第7.12.3項「実行時にデジタル署名を挿入するレポートの構成」を参照してください。


	
x座標とy座標を設定して、出力レポートのデジタル署名の位置を指定します。

このオプションは、署名フィールドを使用するのではなく、デジタル署名フィールドの位置にx座標とy座標を指定する場合に使用します。この位置はランタイム・プロパティを使用して設定します。このプロパティの設定の詳細は、第10.4項「PDFデジタル署名プロパティ」を参照してください。




これら3つのオプションでは、テンプレートをアップロードした後に「レポート・プロパティ」ページでレポートの構成プロパティを設定する必要があります。






7.12.2 署名フィールドの追加

署名フィールドを追加する手順は、次のとおりです。

	
Adobe Acrobat Professionalでテンプレートを開きます。


	
「Form」メニューから「Add or Edit Fields」を選択します。次に「Add New Field」をクリックします。フィールドのリストから「Digital Signature」を選択します。


	
レイアウト上の目的の場所に署名フィールドを描画します。マウス・ボタンを放すと、ダイアログが表示されて、フィールドの名前を入力するように求められます。


	
署名フィールドの名前を入力します。図7-12は、My_Signatureというデジタル署名フィールドが挿入された状態を示しています。


図7-12 My_Signatureというデジタル署名フィールドが挿入された状態

[image: 図7-12の説明が続きます]





	
テンプレートを保存します。


	
第7.12.3項「実行時にデジタル署名を挿入するレポートの構成」に進みます。









7.12.3 実行時にデジタル署名を挿入するレポートの構成

PDFテンプレートをレポート定義にアップロードしたら(第2.6.2項「テンプレート・ファイルのアップロードによるレイアウトの追加」を参照)、「レポート・プロパティ」でデジタル署名を有効にして署名フィールドを指定する必要があります。

デジタル署名を挿入するようにレポートを構成する手順は次のとおりです。

	
レポート編集ページから「プロパティ」をクリックし、「書式設定」タブをクリックします。


	
スクロールして、「PDFデジタル署名」プロパティ・グループを表示します。


	
「デジタル署名の有効化」を「True」に設定します。


	
「既存の署名フィールド名」プロパティでPDFテンプレートからフィールド名を入力します。

この方法では、これ以外のプロパティは必要ありません。

次の図は、My_Signatureというフィールド名が「プロパティ」フィールドに入力された様子を示しています。


図7-13 My_Signatureというフィールドが「プロパティ」フィールドに入力された状態

[image: 図7-13の説明が続きます]





	
「OK」をクリックします。

ここで設定したランタイム・プロパティはレポート・レベルであり、レイアウト・レベルではないことに注意してください。したがって、レポートに関連付けられているレイアウトには、「レポート・プロパティ」で指定したデジタル署名が組み込まれています。「既存の署名フィールド名」が指定されている場合は、テンプレートに署名を適用するフィールドが含まれている必要があります。
















第II部


スタイル・テンプレートとサブ・テンプレートの作成

この部では、スタイル・テンプレートおよびサブ・テンプレートの作成方法と実装方法について説明します。次の章で構成されています。

	
第11章「スタイル・テンプレートの作成および実装」


	
第12章「サブ・テンプレートの理解」


	
第13章「RTFサブ・テンプレートの設計」


	
第14章「XSLサブ・テンプレートの設計」











11 スタイル・テンプレートの作成および実装


スタイル・テンプレートとは、エンタープライズ・レポート全体でルック・アンド・フィールの一貫性を実現するための、他のRTFレイアウトに適用できるスタイル情報を含むRTFテンプレートです。

この章では、スタイル・テンプレートの作成方法と実装方法について説明します。内容は次のとおりです。

	
第11.1項「スタイル・テンプレートの理解」


	
第11.2項「スタイル・テンプレートRTFファイルの作成」


	
第11.3項「カタログへのスタイル・テンプレート・ファイルのアップロード」


	
第11.4項「スタイル・テンプレートのレポート・レイアウトへの割当て」


	
第11.5項「スタイル・テンプレートの更新」


	
第11.6項「スタイル・テンプレート定義への翻訳の追加」






11.1 スタイル・テンプレートの理解

スタイル・テンプレートとは、RTFレイアウトに適用されるスタイル情報が含まれているRTFのテンプレートです。スタイル・テンプレートのスタイル情報は、実行時にRTFレイアウトに適用されて、エンタープライズ・レポート全体で一貫性のあるルック・アンド・フィールを実現します。スタイル・テンプレートは、レポート定義でレポート・レイアウトに関連付けます。スタイル・テンプレートを使用することには、次のような利点があります。

	
エンタープライズ・レポート全体を同じ外観で統一できる


	
企業ロゴ、見出し、ページ番号など、同じヘッダーおよびフッター・コンテンツを使用できる


	
すべてのレポートの要素およびスタイルの変更を簡素化する





11.1.1 スタイル・テンプレートで定義されるスタイルについて

スタイル・テンプレートでは次の要素のスタイルを定義します。


11.1.1.1 段落と見出しのスタイル

段落のスタイルをスタイル・テンプレートで作成できます。レポート・レイアウトでこの同じ名前のスタイルを使用すると、レポート・レイアウトではスタイル・テンプレート定義からスタイルを継承します。継承されるものには、フォント・ファミリ、フォント・サイズ、フォントの太さ(標準、ボールド)、フォント・スタイル(標準、イタリック)、フォントの色、およびテキスト装飾(下線、上線、打消し線)が含まれます。





11.1.1.2 表のスタイル

表のスタイル定義から継承するスタイル要素には、フォント・スタイル、枠線スタイル、グリッドライン定義、影付け、およびテキスト配置があります。





11.1.1.3 ヘッダーおよびフッターのコンテンツ

スタイル・テンプレートのヘッダー・リージョンおよびフッター・リージョンは、レポート・レイアウトに適用されます。これには、イメージ、日付、ページ番号およびその他のテキストベースのコンテンツが含まれます。レポート・レイアウトにヘッダーおよびフッターのコンテンツも組み込まれている場合、これらは上書きされます。







11.1.2 スタイル・テンプレートのプロセス概要

設計時

スタイル・テンプレートの場合:

	
Microsoft Wordを起動します。


	
段落、表、見出し、および静的なヘッダーおよびフッターのコンテンツの名前付きスタイルを定義します。これがスタイル・テンプレートです。


	
このドキュメントを.rtfファイルとして保存します。


	
独自のスタイルをMicrosoft Wordでも確実に維持するには、ドキュメントをWordテンプレート・ファイル(.dot)として保存するか、スタイルをNormal.dotファイルに保存します。このファイルは他のレポートの設計者と共有できます。


	
RTFスタイル・テンプレート・ファイルをカタログにアップロードします。




スタイル・テンプレートを使用したレイアウト・テンプレートの場合:

	
RTFテンプレートで、スタイル・テンプレートから継承する段落および表要素に対して同じ名前のスタイルを使用します。


	
BI Publisherのレポート・エディタでレポートを開き、レポートに関連付けるスタイル・テンプレートを選択します。次に、特定のレポート・レイアウトのスタイル・テンプレートを有効化します。




実行時

選択したレイアウトでレポートを実行するとき、BI Publisherによってスタイル・テンプレートのスタイル、ヘッダーおよびフッターが適用されます。








11.2 スタイル・テンプレートRTFファイルの作成

ここからは、Microsoft Wordドキュメントでスタイルの種類を定義する方法について説明します。詳細は、Microsoft Wordドキュメントを参照してください。


11.2.1 段落および見出しのスタイルの定義

フォントのタイプ、サイズ、色、テキスト配置、間隔などの書式設定を定義するには、段落スタイルを使用します。段落スタイルは、1つ以上の段落に適用されます。レポートの見出しおよびタイトルの書式を設定する場合にも段落スタイルを使用します。

段落のスタイルの種類を定義する手順は次のとおりです。:

	
Microsoft Wordドキュメントの「書式」メニューから「スタイル」を選択します。


	
「スタイルと書式」作業ウィンドウで「新規作成」を選択します。


	
「新しいスタイル」ダイアログで、スタイルの名前を入力します。スタイルの種類は「段落」を選択します。ダイアログに表示されたオプションを使用してスタイルの書式を設定します。段落のその他のオプション(フォントの色やテキスト効果など)を表示するには、「書式」をクリックします。


	
終了後、「OK」をクリックすると、「スタイルと書式」作業ウィンドウの使用可能な書式のリストに新しいスタイルが表示されます。


	
新しいスタイルを選択し、スタイル・テンプレートにスタイルを表示するための新しいエントリを作成します。




ドキュメントで段落のスタイルの種類を適用する手順は次のとおりです。

	
スタイルを適用する段落(またはテキスト)内にカーソルを移動します。


	
「スタイルと書式」作業ウィンドウの使用可能な書式のリストからスタイルを選択します。このスタイルが段落に適用されます。




既存のスタイルの種類を変更する手順は次のとおりです。

	
Microsoft Wordドキュメントの「書式」メニューから「スタイル」を選択します。


	
「スタイルと書式」作業ウィンドウで、変更するスタイルを選択し、右クリックします。


	
メニューから「変更」を選択します。








11.2.2 表のスタイルの定義

表のスタイルの種類を定義する手順は次のとおりです。

	
Microsoft Wordドキュメントの「書式」メニューから「スタイル」を選択します。


	
「スタイルと書式」作業ウィンドウで「新規作成」を選択します。


	
「新しいスタイル」ダイアログで、スタイルの名前を入力します。スタイルの種類は「表」を選択します。ダイアログに表示されたオプションを使用してスタイルの書式を設定します。表のその他のオプション(表のプロパティ、枠線、影付けなど)を表示するには、「書式」をクリックします。


	
終了後、「OK」をクリックすると、「スタイルと書式」作業ウィンドウの使用可能な書式のリストに新しいスタイルが表示されます。


	
新しいスタイルを選択し、スタイル・テンプレートにスタイルを表示するための新しいエントリを作成します。




ドキュメントで表のスタイルの種類を適用する手順は次のとおりです。

	
スタイルを適用する表内にカーソルを移動します。


	
「スタイルと書式」作業ウィンドウの使用可能な書式のリストから表のスタイルを選択します。このスタイルが表に適用されます。








11.2.3 ヘッダーおよびフッターの定義

スタイル・テンプレートでは、ヘッダーとフッターを定義できます。スタイル・テンプレートのヘッダーおよびフッターのコンテンツおよびサイズは、レポート・レイアウトに適用されます。




	
重要:

レポート・レイアウトでヘッダーおよびフッターが定義されている場合、これらは上書きされます。スタイル・テンプレートのヘッダーおよびフッターが適用されます。







ヘッダーおよびフッターを定義する手順は次のとおりです。

	
Microsoft Wordドキュメントの「表示」メニューから「ヘッダーとフッター」を選択します。


	
ヘッダーとフッターのコンテンツを入力します。ここには、ロゴまたはイメージ・ファイル、静的テキスト、現在の日付とタイム・スタンプ、ページ番号、またはMicrosoft Wordでサポートされているその他のコンテンツを含められます。











11.3 カタログへのスタイル・テンプレート・ファイルのアップロード

スタイル・テンプレートは、カタログ内でアクセス可能な任意のフォルダに配置できます。組織によっては、スタイル・テンプレート用の指定のフォルダが用意されている場合があります。

スタイル・テンプレート・ファイルをアップロードするには:

	
グローバル・ヘッダーで「新規」→「スタイル・テンプレート」をクリックします。無題のスタイル・テンプレートのプロパティ・ページが起動します。


	
「テンプレート」リージョンで「アップロード」ツールバー・ボタンをクリックします。


	
「テンプレート・ファイルのアップロード」ダイアログで「参照」ボタンを使用してテンプレート・ファイルを選択します。「タイプ」としてrtfを選択し、適切な「ロケール」を選択します。


図11-1 「テンプレート・ファイルのアップロード」ダイアログ

[image: 図11-1の説明が続きます]






図11-2 BI Publisherにアップロードされたスタイル・テンプレート

[image: 図11-2の説明が続きます]





「テンプレート」リージョンに、選択したロケール名(English-United Statesなど)としてスタイル・テンプレート・ファイルが表示されます。


	
「保存」をクリックします。


	
「別名保存」ダイアログで、スタイル・テンプレートを保存するカタログ・フォルダを選択します。「名前」に名前を入力し、「保存」をクリックします。




	
注意:

スタイル・テンプレート定義にアップロードできるRTFファイルは、ロケールごとに1つのみです。このスタイル・テンプレートに別のテンプレート・ファイルをアップロードした場合は、アップロード前の名前に関係なく、ロケールとしての名前が各ファイルに自動的に付けられます。








	
複数のローカライズ済ファイルをアップロードする場合は、デフォルトとして使用するファイルを選択します。テンプレート・ファイルのローカライゼーションの詳細は、第11.6項「スタイル・テンプレート定義への翻訳の追加」を参照してください。









11.4 スタイル・テンプレートのレポート・レイアウトへの割当て

レポート・レイアウトにスタイル・テンプレートを割り当てる手順は次のとおりです。

	
カタログ内のレポートに移動し、「編集」をクリックしてレポート・エディタを起動します。


	
デフォルトのサムネイル表示から「リストの表示」を選択します。「レイアウト」リージョンで、「選択」アイコンをクリックして、BI Publisherカタログからスタイル・テンプレートを検索し、選択します。


	
スタイル・テンプレートを使用するレイアウト・テンプレートについては、テンプレートの「スタイル・テンプレートの適用」ボックスを選択します。このボックスは、RTFテンプレートの場合にのみ有効化されます。




図11-3は、レポート・エディタにおけるスタイル・テンプレートの有効化に必要な操作を強調表示しています。


図11-3 レポート・エディタでのスタイル・テンプレートの有効化

[image: 図11-3の説明が続きます]









11.5 スタイル・テンプレートの更新

保存されているスタイル・テンプレートを更新または変更するには:

	
カタログ内のファイルに移動します。


	
「編集」をクリックして、スタイル・テンプレートのプロパティ・ページを開きます。


	
既存のファイルを削除します。


	
同じロケールを選択して、編集したファイルをアップロードします。









11.6 スタイル・テンプレート定義への翻訳の追加

スタイル・テンプレートは、RTFテンプレート・ファイルと同様に翻訳のサポートを提供しています。

1つのスタイル・テンプレート定義の下に複数の翻訳済RTFファイルをアップロードして、適切なロケールを割り当てられます。

または、翻訳可能な文字列のXLIFF (.xlf)ファイルを生成し、文字列を翻訳して、翻訳済ファイルをアップロードします。これらは、図11-4に示すように、「翻訳」リージョンに表示されます。


図11-4 「翻訳」リージョン

[image: 図11-4の説明が続きます]





実行時には、オンラインで表示されるレポートの場合は、レポート・ロケールに対するユーザー・アカウントのプリファレンス設定に基づいて、またはスケジュールされたレポートの場合は、そのスケジュールされたレポートに対してユーザーが選択したレポート・ロケールに基づいて、適切なスタイル・テンプレートが適用されます。

スタイル・テンプレートのXLIFFファイルは個別に生成してから翻訳し、個別にアップロードできます。また、スタイル・テンプレート・フォルダが含まれるカタログの翻訳を実行する場合は、スタイル・テンプレート・ファイルの文字列が抽出され、さらに大きなカタログ翻訳ファイルに組み込まれます。カタログ翻訳ファイルがBI Publisherにアップロードされると、カタログ・ファイル内の適切な翻訳がスタイル・テンプレート定義の「翻訳」リージョンに表示されます。

翻訳の詳細は、第15章「翻訳サポートの概要と概念」を参照してください。












14 XSLサブ・テンプレートの設計


この章では、XSLサブ・テンプレートの作成方法、およびRTFテンプレート用の再利用可能な拡張機能の作成方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第14.1項「XSLサブ・テンプレートの理解」


	
第14.2項「XSLサブ・テンプレートの作成と実装処理の概要」


	
第14.3項「XSLサブ・テンプレート・ファイルの作成」


	
第14.4項「メイン・テンプレートからのXSLサブ・テンプレートのコール」


	
第14.5項「カタログでのサブ・テンプレート・オブジェクトの作成」


	
第14.6項「XSLサブ・テンプレートの使用例」






14.1 XSLサブ・テンプレートの理解

XSLサブ・テンプレートは、1つ以上の<xsl:template>定義で構成されたXSLファイルであり、各定義には書式設定または処理コマンドのブロックが含まれています。カタログ内のサブ・テンプレート・オブジェクトとしてBI Publisherにアップロードすると、このXSLファイルを別のRTFテンプレートからコールして書式設定または処理コマンドを実行できます。

XSLサブ・テンプレートは、データやレイアウトの複雑な要件に対処できます。XSLサブ・テンプレートを使用して、レポートの特定のセクション(たとえばチャート)のデータ構造を変換したり、複雑なレイアウトを管理するスタイルシートを作成します。


14.1.1 RTFメイン・テンプレート内でXSLコードを配置する位置

XSLサブ・テンプレートをメインRTFサブ・テンプレート内からコールするときは、XSLコマンドを使用します。このコードは、BI Publisherフィールド内に入力します(またはMicrosoft Wordフォーム・フィールド内)。XSLコードは直接RTFテンプレートの本文に入力できません。

RTFテンプレートでのフォーム・フィールドの挿入の詳細は、第5.4.1項「フィールドの挿入」を参照してください。








14.2 XSLサブ・テンプレートの作成と実装処理の概要

XSLサブ・テンプレートの作成および実装手順は次のとおりです。

	
他のテンプレート内に含める、共通コンポーネントまたは処理命令が含まれるXSLファイルを作成します。

XSLサブ・テンプレートは、1つ以上のXSLテンプレート定義で構成されます。これらのテンプレートには、指定したノードに一致したときに適用するルールを含めます。


	
コールまたはメインのレイアウトを作成し、メイン・テンプレートにサブ・テンプレートをインポートするコマンドおよびXSLサブ・テンプレートを適切なデータ要素に適用するコマンドをインクルードします。


	
メイン・テンプレートをレポート定義にアップロードし、カタログ内にサブ・テンプレートを作成します。









14.3 XSLサブ・テンプレート・ファイルの作成

.xsl形式でファイルを保存できるエディタに命令を入力します。XSLサブ・テンプレートは、1つ以上のXSLテンプレート定義で構成されます。これらのテンプレートには、指定したノードに一致したときに適用するルールを含めます。

サブ・テンプレート定義の構造は次のとおりです。


<xsl:template
  name="name" 
  match="pattern" 
  mode="mode" 
  priority="number">
<!--Content:(<xsl:param>*,template) -->
</xsl:template>


表14-1はテンプレート宣言のコンポーネントを説明しています。


表14-1 テンプレート宣言のコンポーネント

	コンポーネント	説明
	
xsl:template

	
xsl:template要素は、必要な出力表示を生成するノードに適用するテンプレートを定義するために使用します。


	
name="name"

	
オプションです。テンプレートの名前を指定します。

メモ: この属性を省略した場合は、match属性が必須になります。


	
match="pattern"

	
オプションです。テンプレートの一致パターンです。

メモ: この属性を省略した場合は、name属性が必須になります。


	
priority="number"

	
オプションです。テンプレートの数値の優先度を示す数値です。ノードには、複数のテンプレートを適用できます。常に優先度の値が最も高いテンプレートが選択されます。この値の範囲は、-9.0から9.0までです。








例:


<xsl:template match="P|p">
  <fo:block white-space-collapse="false" padding-bottom="3pt" linefeed-treatment="preserve">
     <xsl:apply-templates select="text()|*|@*"/>
  </fo:block>
</xsl:template>

<xsl:template match="STRONG|B|b">
   <fo:inline font-weight="bold">
     <xsl:apply-templates/>
   </fo:inline>
</xsl:template>






14.4 メイン・テンプレートからのXSLサブ・テンプレートのコール

サブ・テンプレートをメイン・テンプレートに実装するには、メイン・テンプレートに2つのエントリを作成します。

最初に、メイン・テンプレートにサブ・テンプレートをインポートします。インポートの構文で、カタログ内のサブ・テンプレートを検出するBI Publisherエンジンを指定します。

次に、サブ・テンプレートの内容をレンダリングするコール・コマンドを必要な位置に入力します。


14.4.1 サブ・テンプレートのインポート

メイン・テンプレート内のコール・テンプレート・コマンドより前の任意の位置に次のインポート・コマンドを入力します。


<?import:xdoxsl:///{path to subtemplate.xsb}?>


説明:

path to subtemplate.xsbは、カタログ内のサブ・テンプレート.xsbオブジェクトへのパスです。

たとえば、次のように入力します。


<?import:xdoxsl:///Executive/Financial Reports/mySubtemplate.xsb?>





14.4.2 サブ・テンプレートのコール

XSLサブ・テンプレート・ファイル内で定義されたテンプレート文はデータ要素に適用されます。インポートしたXSLサブ・テンプレート内のテンプレート定義は、2種類の方法でコールできます。

	
データの内容を一致基準と照合します。


<xsl:apply-templates select="data_element"/>


このメソッドでは、XSLサブ・テンプレートで定義されたすべてのテンプレートが、指定されたdata_elementに適用されます。data_elementのデータの内容に従って、それらのテンプレートの適切な機能が適用されます。詳細な例は、第14.6.1項「HTML書式によるXMLデータの処理」に示すユースケースを参照してください。


	
テンプレートを名前でコールします。


<xsl:call-template name="templateName"/>


このメソッドでは、テンプレートが名前でコールされ、テンプレートが関数コールと同様に実行されます。また、RTFサブ・テンプレートと同様にテンプレート・コールにパラメータを渡すことができます。次の第14.4.3項「XSLサブ・テンプレートへのパラメータの引渡し」を参照してください。

詳細な例は、第14.6.2項「データの一部に対する書式設定の動的な適用」に示すユースケースを参照してください。









14.4.3 XSLサブ・テンプレートへのパラメータの引渡し

XSLサブ・テンプレートにパラメータを渡す手順は次のとおりです。

	
次のように、<xsl:template>定義内でパラメータを宣言します。


<xsl:template name="templateName" match="/">
   <xsl:param name="name" />
</xsl:template>


	
このテンプレートを次の構文を使用してコールします。


<xsl:call-template name="templateName">
  <xsl:with-param name="name" select="expression">
    <?--- Content:template -->
  </xsl:with-param>
</xsl:call-template>











14.5 カタログでのサブ・テンプレート・オブジェクトの作成

サブ・テンプレート・ファイルをアップロードする手順は次のとおりです。

	
グローバル・ヘッダーで、「新規」をクリックし、「サブ・テンプレート」をクリックします。サブ・テンプレートページが表示されます。


	
「テンプレート」リージョンで、「アップロード」をクリックし、「テンプレート・ファイルのアップロード」ダイアログを起動します。


	
サブ・テンプレート・ファイルの位置を探して選択します。

	
タイプ: XSLサブ・テンプレート・ファイルのxslを選択します。


	
ロケール: サブ・テンプレート・ファイルの該当するロケールを選択します。





	
「アップロード」をクリックします。

サブ・テンプレート・ファイルが、「テンプレート」リージョンに、選択したロケール名で表示されます(例: en_US)。


	
「保存」をクリックします。「別名保存」ダイアログで、サブ・テンプレートを保存するカタログ・フォルダを選択します。「名前」に名前を入力し、「保存」をクリックします。図14-1は、My Subtemplateと命名されたサブ・テンプレートを示しています。


図14-1 サブ・テンプレート

[image: 図14-1の説明が続きます]







サブ・テンプレート・オブジェクトは、拡張子.xsbで保存されます。レポートにサブ・テンプレートをインポートするときは、ここで指定した名前に.xsbが付加されたものを使用します(例: MySubtemplate.xsb)。

XSLサブ・テンプレートでは、翻訳はサポートされていません。






14.6 XSLサブ・テンプレートの使用例

次に、XSLサブ・テンプレートを使用してレポートで実現可能な書式設定の例を示します。

	
第14.6.1項「HTML書式によるXMLデータの処理」


	
第14.6.2項「データの一部に対する書式設定の動的な適用」






14.6.1 HTML書式によるXMLデータの処理

すでにHTML書式設定を含んだXMLデータがあり、その書式設定をレポートで維持する場合は、XSLサブ・テンプレートを使用してHTMLの書式設定コマンドをBI Publisherで処理可能なXSLの同等要素にマップします。

HTMLはXHTML書式で記述されている必要があります。つまり、データ内のすべてのHTMLタグに開始および終了タグが必要です。たとえば、データで改行に単純な<BR>を使用している場合は、このソリューションを使用する前に終了タグの</BR>を追加する必要があります。

次に、HTML書式設定のサンプル・データを示します。


<DATA>
  <ROW>
    <PROJECT_NAME>Project Management</PROJECT_NAME>
    <PROJECT_SCOPE>
      <p>Develop an application to produce <i>executive-level summaries</i> and detailed project reports. The application will allow users to: </p>
       <p>Import existing MS Project files </p>
       <p>Allow the user to map file-specific resources to a central database entities (i.e., people) and projects; </p>
       <p>Provide structured output that can be viewed by staff and executives. </p>
   </PROJECT_SCOPE>
   <PROJECT_DEFINITION><b>Information about current projects is not readily available to executives.</b> Providing this information creates a reporting burden for IT staff, who may already maintain this information in Microsoft Project files. </PROJECT_DEFINITION>
  </ROW>
</DATA>


このサンプルで使用されているHTMLタグは次のとおりです。

	
<p> - 段落タグ


	
<i> - 斜体タグ


	
<b> - 太字タグ




図14-2に示すように、これらのタグで指定された書式設定を保持してこれを表示することがレポートの要件だとします。


図14-2 サンプルのHTMLファイル

[image: 図14-2の説明が続きます]





次のサブ・テンプレートは、XSL構文を使用してXMLデータ内の3つのHTMLタグを対応付けています。次にテンプレートで、対応するHTML文字列がXSLFOの同等要素に置換されます。


<xsl:template match="P|p">
 <fo:block white-space-collapse="false" padding-bottom="3pt" linefeed-treatment="preserve">
  <xsl:apply-templates select="text()|*|@*"/> 
 </fo:block>
</xsl:template>

<xsl:template match="STRONG|B|b">
        <fo:inline font-weight="bold">
                <xsl:apply-templates/>
        </fo:inline>
</xsl:template>

<xsl:template match="EM|I|i">
        <fo:inline font-style="italic">
                <xsl:apply-templates/>
        </fo:inline>
</xsl:template>


このXSL構文を使用する手順は次のとおりです。

	
このXSLサブ・テンプレート・ファイルをBI Publisherカタログの場所である、Shared Folders/Projectsにアップロードします。このサブ・テンプレート・ファイルをhtmlmarkup.xsbの名前で保存します。


	
メイン・テンプレートで、サブ・テンプレート・ファイルをインポートする次の文を入力します。


<?import:xdoxsl:///Projects/htmlmarkup.xsb?>


	
HTMLマークアップを含むフィールドごとに、xsl apply-templateコマンドをコールします。この例では、2つのフィールドがあります。


<xsl:apply-templates select="PROJECT_SCOPE"/>
<xsl:apply-templates select="PROJECT_DEFINITION"/>
       


図14-3は、テンプレート内のフィールド定義を示しています。


図14-3 フィールド定義

[image: 図14-3の説明が続きます]





このコマンドは、PROJECT_SCOPEおよびPROJECT_DEFINITION要素の値をすべてのテンプレートに適用するようにプロセッサに命令します。次に、サブ・テンプレートの関数を循環実行して、一致を検索します。









14.6.2 データの一部に対する書式設定の動的な適用

このサブ・テンプレートの使用例は、化学式、数値計算または上付きおよび下付き文字を必要とするドキュメントで役立ちます。

たとえば、次のXMLデータでは、CO2をCO2として表示し、H2OをH2Oとして表示することが予期されます。


<ROWSET> 
  <ROW> 
    <FORMULA>CO2</FORMULA> 
  </ROW> 
  <ROW> 
   <FORMULA>H2O</FORMULA> 
  </ROW>
</ROWSET>


これはXSLサブ・テンプレートを使用することによって実現可能です。XSL構文を使用することで、任意の名前のテンプレートを定義できます。たとえば、chemical_formatterは、FORMULAフィールドをパラメータとして取得し、文字を1つずつ読み取ります。これは、文字を0 - 9の数字と比較し、一致がある場合は次のXSL FO構文を使用して下付き文字にします。


<fo:inline baseline-shift="sub" font-size="75%">


XSLテンプレート文のサンプル・コードは次のとおりです。


<xsl:template name="chemical_formatter"> 
<! -  accepts a parameter e.g. H2O  - > 
<xsl:param name="formula"/> 
<! -  Takes the first character of the string and tests it to see if it is a number between 0-9 - > <xsl:variable name="each_char" 
select="substring($formula,1,1)"/> 
<xsl:choose> 
   <xsl:when test="$each_char='1' or $each_char='2' 
   or $each_char='3' or $each_char='4' or $each_char='5' 
   or $each_char='6' or $each_char='7' or $each_char='8' 
   or $each_char='9' or $each_char='0'"> 
   <! -  if it is numeric it sets the FO subscripting properties  - > 
     <fo:inline baseline-shift="sub" font-size="75%"> 
        <xsl:value-of select="$each_char"/> 
     </fo:inline> 
   </xsl:when> 
   <xsl:otherwise> 
   <! -  otherwise the charater is left as is  - > 
       <fo:inline baseline-shift="normal"> 
         <xsl:value-of select="$each_char"/> 
       </fo:inline> 
   </xsl:otherwise> 
 </xsl:choose> 
 <! -  test if there are other chars in the string, if so the recall the template  - >
   <xsl:if test="substring-after($formula,$each_char) !=''"> 
      <xsl:call-template name="chemical_formater"> 
        <xsl:with-param name="formula"> 
           <xsl:value-of select="substring-after($formula,$each_char)"/> 
        </xsl:with-param> 
     </xsl:call-template> 
   </xsl:if> 
</xsl:template>


このXSLテンプレート文を使用する手順は次のとおりです。

	
このファイルをchemical.xslの名前で保存します。


	
第12.4項「サブ・テンプレートのアップロード」の手順に従います。サブ・テンプレートの名前をChemicalとし(Chemical.xsbの名前で保存されます)、Shared Folders/Subtemplatesの場所に保存します。


	
メインRTFテンプレートで、インポート構文を入力します。


<?import:xdoxsl:///Subtemplates/Chemical.xsb?>


	
レポートでXSLコードをレンダリングするには、データのループを作成し、VALUEフィールドで次の文を使用します。


<xsl:call-template name="chemical_formatter">
<xsl:with-param name="formula" select="VALUE"/> </xsl:call-template>




これは、書式設定テンプレートとH2OのFORMULA値をコールします。レンダリングを実行すると、式が予期どおりにH2Oと表示されます。













第III部


レポートとカタログ・オブジェクトの翻訳

この部では、レポートおよびカタログ・オブジェクトの翻訳について説明します。次の章で構成されています。

	
第15章「翻訳サポートの概要と概念」


	
第16章「個別のテンプレートの翻訳」


	
第17章「カタログ・オブジェクト、データ・モデルおよびテンプレートの翻訳」











16 個別のテンプレートの翻訳


この章では、特定のテンプレートを翻訳するために翻訳済テンプレート・ファイルを作成およびアップロードする方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第16.1項「概要」


	
第16.2項「翻訳の種類」


	
第16.3項「XLIFFオプションの使用」


	
第16.4項「ローカライズ済テンプレート・オプションの使用」






16.1 概要

次のテンプレート・タイプを個別に翻訳できます。

	
RTFレイアウト・ファイル


	
スタイル・テンプレート


	
サブ・テンプレート


	
BI Publisherレイアウト (.xpt)




この章では、特定のテンプレートのみの翻訳が必要な場合に、翻訳したテンプレート・ファイルを作成およびアップロードする方法について説明します。

カタログ内の広い範囲のレイアウトを翻訳する場合は、第17章「カタログ、オブジェクト、データ・モデルおよびテンプレートの翻訳」を参照してください。






16.2 翻訳の種類

テンプレートに翻訳を追加するには、次の2つの方法があります。

	
翻訳しての別のRTFテンプレート(ローカライズ済テンプレート)を作成します。このオプションを使用できるのは、RTFテンプレートの場合のみです。


	
オリジナル・テンプレートからXLIFFを生成します。実行時に、オリジナル・テンプレートがレイアウトに適用され、XLIFFが翻訳に適用されます。




翻訳済テンプレートにオリジナル・テンプレートと異なるレイアウトが必要な場合は、最初のオプションを使用します。

テンプレート・レイアウトのテキスト文字列の翻訳のみが必要な場合は、XLIFFオプションを使用します。

図16-1に示す図に、翻訳の概念を示します。


図16-1 翻訳の概念

[image: 図16-1の説明が続きます]









16.3 XLIFFオプションの使用

次の各項では、ファイルの翻訳でのXLIFFオプションの使用について説明します。

	
第16.3.1項「テンプレートからのXLIFFの生成」


	
第16.3.2項「XLIFFの翻訳」


	
第16.3.3項「BI Publisherへの翻訳済XLIFFのアップロード」






16.3.1 テンプレートからのXLIFFの生成

単一のテンプレート・ファイルのXLIFFを生成するには、以降の各項で説明する2つの方法があります。

	
第16.3.1.1項「Template BuilderからのXLIFFの生成」(XPTテンプレートではサポートなし)


	
第16.3.1.2項「「レイアウト・プロパティ」ページからのXLIFFの生成」






16.3.1.1 Template BuilderからのXLIFFの生成




	
注意:

この手順は、BI Publisher Template Builder for Microsoft Wordがインストールされていることを想定しています。Microsoft Wordのアドインのダウンロードの詳細は、第5章「Template Builder for Wordを使用したRTFテンプレートの作成」を参照してください。







Template BuilderからXLIFFを生成するには:

	
Template Builder for WordがインストールされているMicrosoft Wordでテンプレートを開きます。


	
「Template Builder」タブの「ツール」グループで「翻訳」をクリックし、次に「テキストの抽出」をクリックします。

BI Publisherによって、テンプレートから翻訳可能文字列が抽出され、XLIFF(.xlf)にエクスポートされます。


	
XLIFFをローカル・ディレクトリに保存します。









16.3.1.2 レイアウトの「プロパティ」ページからのXLIFFの生成

レポート・レイアウト・テンプレート用、またはスタイル・テンプレートおよびサブ・テンプレート用のXLIFFファイルを生成できます。

レポート・レイアウト・テンプレート用のXLIFFファイルを生成する手順は次のとおりです。

	
カタログ内のレポートにナビゲートし、これを編集するために「編集」をクリックして開きます。


	
レポートのレイアウトのサムネイル・ビューで、レイアウト(RTFまたはXPT)の「プロパティ」リンクをクリックして、「レイアウト プロパティ」ページを開きます。


	
「翻訳」リージョンで、「翻訳の抽出」をクリックします。

BI Publisherによって、テンプレートから翻訳可能文字列が抽出され、XLIFF(.xlf)ファイルにエクスポートされます。


	
XLIFFファイルをローカル・ディレクトリに保存します。




スタイル・テンプレートおよびサブ・テンプレート用のXLIFFファイルを生成する手順は次のとおりです。

	
カタログ内のスタイル・テンプレートまたはサブ・テンプレートにナビゲートし、「編集」をクリックして「テンプレート・マネージャ」を開きます。


	
「翻訳」リージョンで、「翻訳の抽出」をクリックします。

BI Publisherによって、テンプレートから翻訳可能文字列が抽出され、XLIFF(.xlf)ファイルにエクスポートされます。


	
XLIFFファイルをローカル・ディレクトリに保存します。











16.3.2 XLIFFの翻訳

XLIFFファイルのダウンロード後は、翻訳プロバイダに送信するか、またはテキスト・エディタを使用して各文字列に対する翻訳を入力できます。XLIFFファイルの編集方法の詳細は、第15.2.2項「XLIFFファイルの構造」を参照してください。

翻訳可能文字列は、表ヘッダーやフィールド・ラベルなど、発行レポートに表示される、テンプレート内の任意のテキストです。実行時にデータから設定されるテキスト、およびMicrosoft Wordフォームの各フィールドに指定したテキストは翻訳不可です。

テンプレートXLIFFファイルは、必要な数の言語に翻訳し、それらの翻訳をオリジナル・テンプレートに関連付けることができます。第16.3.3項「BI Publisherへの翻訳済XLIFFのアップロード」を参照してください。




	
重要:

翻訳済ファイルを保存する場合、UTF-8エンコードで保存してください。












16.3.3 BI Publisherへの翻訳済XLIFFのアップロード

翻訳済XLIFFをアップロードする手順は次のとおりです。

	
カタログ内のレポート、サブ・テンプレートまたはスタイル・テンプレートに移動し、「編集」をクリックしてこれらを開き、編集します。

レポートの場合のみ:

レポートのレイアウトのサムネイル・ビューで、レイアウトの「プロパティ」リンクをクリックして、Template Managerを開きます。


	
「翻訳」リージョンで、「アップロード」ツールバー・ボタンをクリックします。


	
「翻訳ファイルのアップロード」ダイアログで、ローカル・ディレクトリ内のファイルを見つけ、この翻訳の「ロケール」を選択します。


	
「OK」をクリックして、ファイルをアップロードし、「翻訳」テーブルで参照します。











16.4 ローカライズ済テンプレート・オプションの使用

ローカライゼーションが異なると表示するレポートのレイアウトも変えて設計する必要がある場合は、そのロケール用に設計および翻訳した新しいRTFファイルを作成し、そのファイルをテンプレート・マネージャにアップロードできます。




	
注意:

ローカライズ済テンプレート・オプションは、XPTテンプレートではサポートされません。







次の各項では、ローカライズ済テンプレート・オプションの使用について説明します。

	
第16.4.1項「ローカライズ済テンプレート・ファイルの設計」


	
第16.4.2項「BI Publisherへのローカライズ済テンプレートのアップロード」






16.4.1 ローカライズ済テンプレート・ファイルの設計

基本テンプレート・ファイルの作成で使用したツールと同じものを使用して文字列を翻訳し、ロケールに適したレイアウトにカスタマイズします。






16.4.2 BI Publisherへのローカライズ済テンプレートのアップロード

ローカライズ済テンプレートをアップロードする手順は次のとおりです。

	
カタログ内のレポート、サブ・テンプレートまたはスタイル・テンプレートに移動し、「編集」をクリックしてこれらを開き、編集します。

レポートの場合のみ:

レポートのレイアウトのサムネイル・ビューで、レイアウトの「プロパティ」リンクをクリックして、Template Managerを開きます。


	
「テンプレート」リージョンで、「アップロード」ツールバー・ボタンをクリックします。


	
「テンプレート・ファイルのアップロード」ダイアログでローカル・ディレクトリ内のファイルを見つけ、「テンプレート・タイプ」としてrtfを選択して、このテンプレート・ファイルの「ロケール」を選択します。


	
「OK」をクリックして、ファイルをアップロードし、「テンプレート」表に表示します。

















17 カタログ・オブジェクト、データ・モデルおよびテンプレートの翻訳


この章では、カタログ・レベルで使用可能な「XLIFFのエクスポート」の機能を使用して、BI Publisherのカタログ・オブジェクト、データ・モデルおよびテンプレートを翻訳する方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第17.1項「概要」


	
第17.2項「翻訳可能な文字列」


	
第17.3項「XLIFFファイルのエクスポート」


	
第17.4項「オブジェクト・タグの識別と更新」


	
第17.5項「XLIFFファイルのインポート」






17.1 概要

この章では、カタログ・レベルで使用できる「XLIFFのエクスポート」の機能の使用方法について説明します。

フォルダを選択し、このオプションを選択すると、単一のXLIFFファイルが生成されます。このファイルには、フォルダ内のカタログ・オブジェクトから抽出された翻訳可能文字列と、フォルダ内のRTFおよびXPTテンプレートが含まれています。翻訳可能な文字列の詳細なリストについては、後続の項で説明します。

生成されたXLIFFファイルのターゲット文字列は、必要な言語に翻訳可能です。次にXLIFFをBI Publisherリポジトリにアップロードして、該当するロケールを割り当てることができます。XLIFFの翻訳済文字列は、ユーザーがUI言語にターゲットの言語を選択したとき(カタログ・オブジェクトの文字列)またはレポート・ロケールにターゲットの言語を選択したとき(レポート・テンプレートの文字列)に表示されます。

BI PublisherがOracle Business Intelligence Enterprise Editionと統合されている場合は、BI Publisherのカタログ・オブジェクト文字列の翻訳(フォルダおよびレポート、データ・モデル、スタイル・テンプレートおよびサブ・テンプレート名)は無視されます。かわりに、Oracle BI Enterprise Editionのカタログ翻訳メカニズムが適用されます。統合カタログで翻訳可能なコンポーネントの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のOracle Business Intelligenceデプロイメントのローカライズに関する項を参照してください。






17.2 翻訳可能な文字列

表17-1に、翻訳可能な文字列を示します。


表17-1 翻訳可能な文字列

	オブジェクト	翻訳可能な文字列	翻訳の表示を決定するプリファレンス
	
フォルダ

	
名前説明

	
UI言語(すべてに適用)


	
データ・モデル

	
名前説明データ表示名

	
UI言語(すべてに適用)


	
レポート

	
名前説明レイアウト名データ・モデル参照パラメータ名

	
UI言語(すべてに適用)


	
スタイル・テンプレート

	
名前テンプレート内の静的テキスト

	
UI言語レポート・ロケール


	
サブ・テンプレート

	
名前テンプレート内の静的テキスト

	
UI言語レポート・ロケール


	
BI Publisherレイアウト(.xpt)

	
レイアウト内の静的テキスト

	
レポート・ロケール


	
RTFレイアウト

	
レイアウト内の静的テキスト

	
レポート・ロケール









17.2.1 ソース言語の制限について

カタログ翻訳の場合、ソース言語はenに限定されます。カタログおよびデータ・モデル・オブジェクトを翻訳できるようにするには、これらを英語で作成する必要があります。








17.3 XLIFFファイルのエクスポート

カタログ・フォルダのXLIFFファイルをエクスポートするには:

	
カタログ内のフォルダを選択します。


	
図17-1に示すように、「翻訳」ツールバー・ボタンをクリックし、「XLIFFのエクスポート」をクリックします。


図17-1 XLIFFのエクスポート

[image: 図17-1の説明が続きます]





BI Publisherによって、テンプレートから翻訳可能文字列が抽出され、XLIFF(.xlf)にエクスポートされます。


	
XLIFFファイルをローカル・ディレクトリに保存します。









17.4 オブジェクト・タグの識別と更新

XLIFFファイルを手動で翻訳文字列に更新する方法については、第15.2.1項「XLIFFについて」を参照してください。

カタログ・オブジェクト用に生成したXLIFFファイルでは、図17-2に示すように、ソース言語(source-language)とターゲット言語(source-language)の属性に2文字の言語コードのみが組み込まれます。


図17-2 2文字の言語コードの値

[image: 図17-2の説明が続きます]









17.5 XLIFFファイルのインポート

ターゲット・タグの翻訳が終われば、XLIFFファイルをBI Publisherにインポートする準備は完了です。

XLIFFファイルをインポートするには:

	
XLIFFファイルを生成したフォルダにナビゲートします。


	
ツールバーの「翻訳」ボタンをクリックし、「XLIFFのインポート」を選択します。


	
「アップロード」ダイアログで、「参照」をクリックして、翻訳済ファイルを見つけ、リストから適切なロケールを選択します。


	
「アップロード」をクリックします。















B RTFテンプレートの拡張された関数サポート


この付録では、RTFテンプレートで使用される、BI Publisherによって拡張されたSQLおよびXSL関数について説明します。

内容は次のとおりです。

	
第B.1項「拡張されたSQLおよびXSL関数」


	
第B.2項「XSLの同等要素」


	
第B.3項「FO要素の使用」






B.1 拡張されたSQLおよびXSL関数

BI Publisherでは、RTFテンプレートで使用するために一連のSQLおよびXSL関数が拡張されています。これらの拡張関数の構文は、次のとおりです。

<?xdofx:expression?>

(拡張SQL関数用)

<?xdoxslt:expression?>

(拡張XSL関数用)

xdofx文とXSL式は、同一のコンテキストでは混在できません。たとえば、FIRST_NAMEとLAST_NAMEという2つの要素があり、30文字のフィールドに連結してフィールド内の右側に「x」の文字を埋め込むとします。次のものは使用できません。

不適切:


<?xdofx:rpad(concat(FIRST_NAME,LAST_NAME),30, 'x')?>


連結がXSL式であるためです。かわりに、次の構文を使用できます。

適切:


<?xdofx:rpad(FIRST_NAME||LAST_NAME),30,'x')?>


表B-1に、サポートされている関数を示します。


表B-1 サポートされている関数

	SQL文またはXSL式	使用方法	説明
	
2+3

	
<?xdofx:2+3?>

	
加算


	
2-3

	
<?xdofx:2-3?>

	
減算


	
2*3

	
<?xdofx:2*3?>

	
乗算


	
2 div 3

	
<?xdofx:2 div 3?>

	
除算


	
2**3

	
<?xdofx:2**3?>

	
指数


	
3||2

	
<?xdofx:3||2?>

	
連結


	
sdiv()

	
<?xdoxslt:sdiv(num1,num2, string)?>

	
安全な除算関数は、関数の結果が数値でない場合に、指定された値を返します(NaN)。ここに示す構文のnum1は被除数で、num2は除数、stringはNaNが返された場合に戻す値です。

例:

<?xdoxslt:sdiv(10,0, '0')?>は0を返します。

<?xdoxslt:sdiv(10,0, 'None')?>はNoneを返します。


	
lpad('aaa',10,'.')

	
<?xdofx:lpad('aaa',10,'.')?>

	
lpad関数は、文字列の左側を一連の特定の文字で埋めます。lpad関数の構文はlpad(string1,padded_length,[pad_string])です。string1は、(その左側の)文字を埋める文字列です。padded_lengthは、戻される文字数です。pad_stringは、string1の左側を埋める文字列です。


	
rpad('aaa',10,'.')

	
<?xdofx:rpad('aaa',10,'.')?>

	
rpad関数は、文字列の右側を一連の特定の文字で埋めます。rpad関数の構文はrpad(string1,padded_length,[pad_string])です。string1は、(その右側の)文字を埋める文字列です。padded_lengthは、戻される文字数です。pad_stringは、string1の右側を埋める文字列です。


	
trim()

	
<?xdoxslt:trim(' a ')?>

	
文字列の中の空白を削除します。切捨て対象となるテキストを入力し、切捨て処理されたテキストが戻されます。


	
ltrim()

	
<?xdoxslt:ltrim(' a ')?>

	
文字列の先頭にある空白を削除します。


	
rtrim()

	
<?xdoxslt:rtrim(' a ')?>

	
文字列の末尾にある空白を削除します。


	
truncate

	
<?xdoxslt:truncate ( number [, integer ] )?>

	
truncate関数は、numberを切捨て処理し、小数点第integer位までの桁数が戻されます。integerを省略すると、numberは整数値に切り捨てられます。integerに負数を指定すると、小数点の左側(整数部)の指定桁位置で切捨て処理できます。integerには整数を指定する必要があります。例:<?xdoxslt:truncate(-2.3333)?>の戻り値:-2例:<?xdoxslt:truncate(2.7777, 2)?>の戻り値:2.77例:<?xdoxslt:truncate(27.7777, -1)?>の戻り値:20


	
replicate

	
<?xdoxslt:replicate('string', integer)?>

	
replicate関数は、指定された文字列を指定された回数だけレプリケートします。例: <?xdoxslt:replicate('oracle', 3)?>の戻り値: oracleoracleoracle


	
decode('xxx','bbb','ccc','xxx','ddd')

	
<?xdofx:decode('xxx','bbb','ccc','xxx','ddd')?>

	
decode関数には、IF-THEN-ELSE文の機能があります。decode関数の構文はdecode(expression, search, result [,search, result]...[, default])です。expressionは比較対象の値です。searchは、expressionに対して比較される値です。resultは、expressionがsearchと等しい場合に戻される値です。一致が見つからない場合はdefaultが戻されます。


	
Instr('abcabcabc','a',2)

	
<?xdofx:Instr('abcabcabc','a',2)?>

	
instr関数は、文字列内の部分文字列の位置を戻します。instr関数の構文はinstr(string1,string2,[start_position],[nth_appearance])です。string1は検索対象の文字列です。string2は、string1内で検索される部分文字列です。start_positionは、string1内の検索開始位置です。文字列の最初の位置は1です。start_positionがマイナスの場合は、string1の最後から逆にstart_positionの文字数が数えられ、string1の先頭方向に検索されます。nth appearanceは、string2のn番目の出現を表します。


	
substr('abcdefg',2,3)

	
<?xdofx:substr('abcdefg',2,3)?>

	
substr関数を使用すると、文字列から部分文字列を抽出できます。substr関数の構文はsubstr(string, start_position, length)です。stringはソース文字列です。start_positionは抽出開始位置です。文字列の最初の位置は常に1です。lengthは抽出文字数です。


	
left

	
<?xdoxslt:left('abcdefg', 3)?>

	
指定された文字数の文字列を文字列の左側から抽出できます。構文は、left(string, Numchars)です。例: <?xdoxslt:left('abcdefg', 3)?>の戻り値: abc


	
right

	
<?xdoxslt:right('abcdefg', 3)?>

	
指定された文字数の文字列を文字列の右側から抽出できます。構文は、right(string, Numchars)です。例: <?xdoxslt:right('abcdefg', 3)?>の戻り値: efg


	
replace(name,'John','Jon')

	
<?xdofx:replace(name,'John','Jon')?>

	
replace関数は、文字列内の一続きの文字を別の一連の文字で置換します。replace関数の構文はreplace(string1,string_to_replace,[replacement_string])です。string1は、その中の一続きの文字が別の一連の文字で置換される文字列です。string_to_replaceは、string1内で検索される文字列です。replacement_stringはオプションです。string1内のすべてのstring_to_replaceがreplacement_stringで置換されます。


	
to_number('12345')

	
<?xdofx:to_number('12345')?>

	
to_number関数は、オプションの書式モデルfmtによって指定された書式で数字が格納されているchar、CHAR、VARCHAR2、NCHARまたはNVARCHAR2データ型の値をNUMBERデータ型の値に変換します。


	
format_number

	
<?xdoxslt:format_number(12345, n, $_XDOLOCALE)?>

	
数値を文字列に変換し、$_XDOLOCALEで指定されたロケールおよびnで指定された小数部の桁数に従い、Javaのデフォルト記号を使用して数値を書式設定します。例: <?xdoxslt:format_number(-12345, 2, 'fr-FR')?>の戻り値: -12 345,00


	
format_number

	
<?xdoxslt:format_number(12345, n, s1, s2,$_XDOLOCALE)?>

	
数値を文字列に変換し、指定されたセパレータを使用します。s1は3桁のセパレータ、s2は小数点のセパレータを示します。例:<?xdoxslt:format_number(12345, 2, 'g', 'd', $_XDOLOCALE)?>の戻り値:12g345d00


	
pat_format_number

	
<?xdoxslt:pat_format_number(12345, '##,##0.00', $_XDOLOCALE)?>

	
指定されたパターンで書式設定された数値を戻します。例: <?xdoxslt:pat_format_number(12345, '##,##0.00', $_XDOLOCALE)?>の戻り値: 12,345.00


	
to_char(12345)

	
<?xdofx:to_char('12345')?>

	
to_char関数を使用して、NUMBERデータ型の値をVARCHAR2データ型に変換します。


	
to_date

	
<?xdofx:to_date ( char [, fmt [, 'nlsparam']] )

	
to_dateは、CHAR、VARCHAR2、NCHARまたはNVARCHAR2データ型の文字をDATEデータ型の値に変換します。fmtはcharの書式を指定する日付書式です。fmtを省略すると、charはデフォルトの日付書式になります。fmtがユリウス暦を示す'J'の場合、charは整数になります。


	
format_date()

	
<?xdoxslt:format_date(./AnyDate,'yyyy-MM-dd','MM/dd/yyyy', $_XDOLOCALE, $_XDOTIMEZONE)?>

	
日付を特定の書式で読み取り、別の書式の日付を作成します。


	
sysdate()

	
<?xdofx:sysdate()?>

	
SYSDATEは、現在の日時をXMLの標準日付書式で返します(例: 1997-07-16T19:20:30.45+01:00)。戻り値のデータ型はDATEになります。この関数に引数を指定する必要はありません。レポート出力におけるsysdateの正しい書式設定の詳細は、第4.15.13項「レポートでのシステム日付(sysdate)の表示」を参照してください。


	
current_date()

	
<?xdoxslt:current_date($_XDOLOCALE, $_XDOTIMEZONE)?>例: <?xdoxslt:current_date('ja-JP', 'Asia/Tokyo')?>

	
指定されたロケールとタイムゾーンで現在の日付をyyyy-MM-dd形式で戻します。この関数はグレゴリオ暦のみをサポートします。


	
current_time()

	
<?xdoxslt:current_time($_XDOLOCALE, $_XDOTIMEZONE)?>例:<?xdoxslt:current_time('ja-JP', 'Asia/Tokyo')?>

	
指定されたロケールとタイムゾーンで現在の時刻を戻します。この関数はグレゴリオ暦のみをサポートします。


	
minimum

	
<?xdoxslt:minimum(ELEMENT_NAME)?>

	
セット内の要素の最小値を戻します。


	
date_diff

	
<?xdoxslt:date_diff('y', 'YYYY-MM-DD', 'YYYY-MM-DD', $_XDOLOCALE, $_XDOTIMEZONE)?>

	
この関数により、指定されたロケールで2つの日付値の差異を取得します。日付はyyyy-MM-dd形式にする必要があります。この関数はグレゴリオ暦のみをサポートします。構文は、<?xdoxslt:date_diff('format', 'YYYY-MM-DD', 'YYYY-MM-DD', $_XDOLOCALE, $_XDOTIMEZONE)?>です。formatは差異が計算される時間の値を示します。有効な値は次のとおりです。

	
y - 年


	
m - 月


	
w - 週


	
d - 日


	
h - 時間


	
mi - 分


	
s - 秒


	
ms - ミリ秒




例: <?xdoxslt:date_diff('y', '2000-04-08', '2001-05-01', $_XDOLOCALE, $_XDOTIMEZONE)?>

戻り値: 1

例: <?xdoxslt:date_diff('m', '2001-04-08', '2000-02-01', $_XDOLOCALE, $_XDOTIMEZONE)?>

戻り値: -14

例: <?xdoxslt:date_diff('d', '2006-04-08', '2006-04-01', $_XDOLOCALE, 'America/Los_Angeles')?>

戻り値: -7


	
sec_diff

	
<?xdoxslt:sec_diff('2000-04-08T20:00:00', '2000-04-08T21:00:00', $_XDOLOCALE, $_XDOTIMEZONE?>

	
この関数により、指定されたロケールで2つの日付値の差異を秒単位で取得します。日付はyyyy-MM-dd'T'HH:mm:ss形式で指定する必要があります。この関数はグレゴリオ暦のみをサポートします。例: <?xdoxslt:sec_diff('2000-04-08T20:00:00', '2000-04-08T21:00:00', $_XDOLOCALE, $_XDOTIMEZONE?>の戻り値: 3600


	
get_day

	
<?xdoxslt:get_day('2000-04-08', $_XDOLOCALE)?>

	
この関数により、指定されたロケールでyyyy-MM-dd形式の日付値における日の値を取得します。この関数はグレゴリオ暦のみをサポートします。例: <?xdoxslt:get_day('2000-04-08', $_XDOLOCALE)?>の戻り値: 8


	
get_month

	
<?xdoxslt:get_month('2000-04-08', $_XDOLOCALE)?>

	
この関数により、指定されたロケールでyyyy-MM-dd形式の日付値における月の値を取得します。この関数はグレゴリオ暦のみをサポートします。例: <?xdoxslt:get_month('2000-04-08', $_XDOLOCALE)?>の戻り値: 4


	
get_year

	
<?xdoxslt:get_year('2000-04-08', $_XDOLOCALE)?>

	
この関数により、指定されたロケールでyyyy-MM-dd形式の日付値における年の値を取得します。この関数はグレゴリオ暦のみをサポートします。例: <?xdoxslt:get_year('2000-04-08', $_XDOLOCALE)?>の戻り値: 2000


	
month_name

	
<?xdoxslt:month_name(1, 0, $_XDOLOCALE)?>

	
この関数により、指定されたロケールで月の名前を取得します。この関数はグレゴリオ暦のみをサポートします。この関数の構文は、<?xdoxslt:month_name(month, [abbreviate?], $_XDOLOCALE)?>です。monthはその月の数値です(1月は1など)。[abbreviate?]では、省略形でない形式で取得する場合は0、省略形で取得する場合は1を指定します。例: <?xdoxslt:month_name(12, 1, 'fr-FR')?>の戻り値: dec。例:<?xdoxslt:month_name(1, 0, $_XDOLOCALE)?>の戻り値:January


	
maximum

	
<?xdoxslt:maximum(ELEMENT_NAME)?>

	
セット内の要素の最大値を戻します。


	
abs

	
<?xdoxslt:abs(-123.45)?>

	
指定された数値の絶対値を戻します。例:<?xdoxslt:abs(-123.45)?>の戻り値:123.45


	
chr

	
<?xdofx:chr(n)?>

	
chrは、データベース・キャラクタ・セットまたは各国語キャラクタ・セットでnに相当するバイナリを持つキャラクタを戻します。


	
ceil

	
<?xdofx:ceil(n)?>

	
ceilは、n以上で最も小さい整数を戻します。


	
floor

	
<?xdofx:floor(n)?>

	
floorは、n以下で最も大きい整数を戻します。


	
round(SQL関数)

	
<?xdofx:round ( number [, integer ] )?>

	
ROUNDは、numberを、小数点以下第integer位に丸めて戻します。integerを省略すると、numberは小数点以下ゼロに丸められます。integerに負数を指定すると、小数点の左側(整数部)の指定桁位置で切捨て処理できます。integerには整数を指定する必要があります。例:<?xdofx:round (2.777)?>の戻り値:3例:<?xdofx:round (2.777, 2)?>の戻り値:2.78


	
round(XSLT関数)

	
<?xdoxslt:round ( number [, integer ] )?>

	
ROUNDは、numberを、小数点以下第integer位に丸めて戻します。integerを省略すると、numberは小数点以下ゼロに丸められます。integerに負数を指定すると、小数点の左側(整数部)の指定桁位置で切捨て処理できます。integerには整数を指定する必要があります。例:<?xdoxslt:round (2.777)?>の戻り値:3例:<?xdoxslt:round (2.777, 2)?>の戻り値:2.78


	
lower

	
<?xdofx:lower (char)?>

	
lowerは、charをすべて小文字で戻します。charには、CHAR、VARCHAR2、NCHAR、NVARCHAR2、CLOBまたはNCLOBのいずれかのデータ型を使用できます。戻り値はcharと同じデータ型になります。


	
upper

	
<?xdofx:upper(char)?>

	
upperは、charをすべて大文字で戻します。charには、CHAR、VARCHAR2、NCHAR、NVARCHAR2、CLOBまたはNCLOBのいずれかのデータ型を使用できます。戻り値はcharと同じデータ型になります。


	
length

	
<?xdofx:length(char)?>

	
length関数は、charの長さを戻します。lengthは、入力キャラクタ・セットによって定義されたキャラクタを使用して長さを計算します。


	
greatest

	
<?xdofx:greatest ( expr [, expr]... )?>

	
greatestは、exprのリストの最大を戻します。比較の前にexprの2番目以降すべてが1番目のexprのデータ型に暗黙的に変換されます。


	
least

	
<?xdofx:least ( expr [, expr]... )?>

	
leastは、exprのリストの最小を戻します。比較の前にexprの2番目以降すべてが1番目のexprのデータ型に暗黙的に変換されます。


	
next_element

	
<?xdoxslt:next_element(current-group(),.,'<element-name>')?>

	
現在のグループにおいて次の要素を取得します。element-nameの次にある要素を戻します。例: <?xdoxslt:next_element(current-group(),.,'employee')?>は、現在のグループ内でemployee直後にある要素を戻します。


	
prev_element

	
<?xdoxslt:prev_element(current-group(),..,'<element-name')?>

	
現在のグループにおいて前の要素を取得します。element-nameの前にある要素を戻します。例: <?xdoxslt:prev_element(current-group(),.,'employee')?>は、現在のグループ内でemployee直前にある要素を戻します。


	
set_array

	
<?xdoxslt:set_array($_XDOCTX, '<name of hash table>', n, '<value>')?>

	
ハッシュテーブルに値を設定します。構文は、<?xdoxslt:set_array($_XDOCTX, '<name of hash table>', n, '<value>')?>となります。$_XDOCTXにはコンテキストを設定する必要があります。<name of hash table>はテーブルに指定した名前にします。nはハッシュテーブルのインデックスです。<value>はハッシュテーブルで設定する値です。例: <?xdoxslt:set_array($_XDOCTX, 'Employee', 2, 'Jones')?> 次のget_arrayを参照してください。


	
get_array

	
<?xdoxslt:get_array($_XDOCTX, '<name of hash table>', n)?>

	
ハッシュテーブルの指定されたインデックスの値を戻します。構文は、<?xdoxslt:get_array($_XDOCTX, '<name of hash table>', n)?>となります。$_XDOCTXにはコンテキストを設定する必要があります。<name of hash table>はset_arrayでテーブルに指定した名前です。nは戻される要素のインデックス値です。たとえば、前述のset_array例を使用すると、<?xdoxslt:get_array($_XDOCTX, 'Employee', 2)?>の戻り値はJonesとなります。








表B-2に、サポートされている組合せ関数を示します。


表B-2 サポートされている組合せ関数

	SQL文	使用方法
	
(2+3/4-6*7)/8

	
<?xdofx:(2+3/4-6*7)/8?>


	
lpad(substr('1234567890',5,3),10,'^')

	
<?xdofx:lpad(substr('1234567890',5,3),10,'^')?>


	
decode('a','b','c','d','e','1')||instr('321',1,1)

	
<?xdofx:decode('a','b','c','d','e','1')||instr('321',1,1)?>










B.1.1 数値から単語への変換

この関数を使用すると、RTFテンプレート出力を数値から単語へ変換できます。これは、小切手印刷における一般的な要件です。

この新しい関数はto_check_numberです。構文は次のとおりです。


<?xdofx:to_check_number(amount, precisionOrCurrency, caseType, decimalStyle)?>



表B-3に、この関数の属性の説明を示します。


表B-3 関数の属性

	属性	説明	有効値
	
amount

	
変換する数値です。

	
任意の数値


	
precisionOrCurrency

	
この属性では、小数点以下の桁数を表す精度、または小数点以下の桁数を決定する通貨コードのいずれかを指定できます。通貨コードは、出力で通貨記号を生成しません。

	
2などの整数またはUSDなどの通貨コード


	
caseType

	
出力の大文字、小文字の種類です。

	
有効値:'CASE_UPPER','CASE_LOWER','CASE_INIT_CAP'


	
decimalStyle

	
小数部分の出力タイプです。

	
有効値:'DECIMAL_STYLE_FRACTION1', 'DECIMAL_STYLE_FRACTION2','DECIMAL_STYLE_WORD'








例B-4は、RTFテンプレートに入力される関数と、返される出力の例を示しています。


表B-4 RTFテンプレートに入力される関数

	RTFテンプレートの入力	返される出力
	
<?xdofx:to_check_number(12345.67, 2)?>

	
Twelve thousand three hundred forty-five and 67/100


	
<?xdofx:to_check_number(12345.67, 'USD')?>

	
Twelve thousand three hundred forty-five and 67/100


	
<?xdofx:to_check_number(12345, 'JPY', 'CASE_UPPER')?>

	
TWELVE THOUSAND THREE HUNDRED FORTY-FIVE


	
<?xdofx:to_check_number(12345.67, 'EUR', 'CASE_LOWER', 'DECIMAL_STYLE_WORDS')?>

	
twelve thousand three hundred forty-five and sixty-seven














B.2 XSLの同等要素

表B-5に、BI Publisherの簡略化された構文をXSLの同等要素とともに示します。


表B-5 BI Publisherの構文およびXSLの同等要素

	サポートされているXSL要素	説明	BI Publisherの構文
	
<xsl:value-of select= "name">

	
プレースホルダの構文。

	
<?name?>


	
<xsl:apply-templates select="name">

	
現行要素の子ノードにテンプレート・ルールを適用します。

	
<?apply:name?>


	
<xsl:copy-of select="name">

	
現行ノードのコピーを作成します。

	
<?copy-of:name?>


	
<xsl:call-template name="name">

	
現行のテンプレートに挿入/適用される名前付きテンプレートをコールします。

	
<?call:name?>


	
<xsl:sort select="name">

	
データセット内の要素に基づいてデータのグループをソートします。

	
<?sort:name?>


	
<xsl:for-each select="name">

	
表出力の生成に使用されるグループのデータ行をループします。

	
<?for-each:name?>


	
<xsl:choose>

	
複数条件テストを表すためにwhenおよびotherwiseとともに使用されます。

	
<?choose?>


	
<xsl:when test="exp">

	
複数条件テストを表すためにchooseおよびotherwiseとともに使用されます。

	
<?when:expression?>


	
<xsl:otherwise>

	
複数条件テストを表すためにchooseおよびwhenとともに使用されます。

	
<?otherwise?>


	
<xsl:if test="exp">

	
条件付き書式設定に使用されます。

	
<?if:expression?>


	
<xsl:template name="name">

	
テンプレートの宣言。

	
<?template:name?>


	
<xsl:variable name="name">

	
ローカル変数またはグローバル変数の宣言。

	
<?variable:name?>


	
<xsl:import href="url">

	
スタイルシートの内容を別のスタイルシートにインポートします。

	
<?import:url?>


	
<xsl:include href="url">

	
スタイルシートを別のスタイルシートに組み込みます。

	
<?include:url?>


	
<xsl:stylesheet xmlns:x="url">

	
スタイルシートのルート要素を定義します。

	
<?namespace:x=url?>












B.3 FO要素の使用

RTFテンプレートのMicrosoft Wordフォームの各フィールド内で、ほとんどのFO要素を使用できます。表B-6にリストされているFO要素は、BI PublisherのRTFテンプレートで使用できるように拡張されています。BI Publisherの構文は、いずれかのRTFテンプレート方式で使用できます。

BI PublisherでサポートされるFO要素の全リストは、付録の付録D「サポートされているXSL-FO要素」を参照してください。


表B-6 FO要素

	FO要素	BI Publisherの構文
	
<fo:page-number-citation ref-id="id">

	
<?fo:page-number-citation:id?>


	
<fo:page-number>

	
<?fo:page-number?>


	
<fo:ANY NAME WITHOUT ATTRIBUTE>

	
<?fo:ANY NAME WITHOUT ATTRIBUTE?>


















C アクセス可能レポートの設計


この付録では、障害のあるユーザー向けにレポート出力のアクセシビリティを向上するレポートの設計技術について説明します。アクセシビリティのサポートはHTML出力のみです。

この付録の内容は次のとおりです。

	
第C.1項「アクセシビリティの設計」


	
第C.2項「RTFテンプレートを使用したアクセス可能レポートの設計」


	
第C.3項「BI Publisherレイアウトを使用したアクセス可能レポートの設計」






C.1 アクセシビリティの設計

様々なユーザーが消費するコンテンツを作成する場合、障害を持つユーザーへのサポートを提供できるように設計する必要があります。このようなサポートは、世界中のいたる所で法的要件となっています。

異なる障害を持つ様々なユーザーが消費するコンテンツを設計する際に使用できる一般的なガイドラインがいくつかあります。これらのガイドラインは、BI Publisherやその他のアプリケーション用に作成するどのコンテンツにも適用されます。BI Publisherに固有の機能にも注意し、作成するコンテンツはアクセシビリティ要件を必ずサポートする必要があります。

この項には、アクセシビリティに対応した設計に関する次のトピックが含まれています。

	
一般的な情報の入手


	
よくある誤解の回避


	
アクセシブルなコンテンツに関する一般的なガイドラインの準拠


	
Template Builderを使用したレポート・アクセシビリティの検証






C.1.1 一般的な情報の入手

IT産業におけるアクセシビリティに関する情報は、出版されている様々な書籍から得ることができます。このガイドでは、それらの情報を繰り返すつもりはありません。様々な規格や法律(特にWorld Wide Web Consortium(W3C)や米国リハビリテーション法第508条)がドキュメントになっています。






C.1.2 よくある誤解の回避

テクノロジとアクセシビリティについて特定の想定をしているデザイナが多くいます。よくある誤解には次のようなものがあります。

	
HTMLのコンテンツは自動的にアクセシブルなコンテンツになります。


	
アクセシブルなツールは自動的にアクセシブルなコンテンツを作成します。


	
自動化されたテスティング・ツールは、アクセシビリティを確実に判断できます。




これらの想定はいずれも正しくありません。開発者は、HTMLを使用してアクセシブルでないコンテンツを作成できます。アクセシブルなコンテンツを生成できるツールがデフォルトではそのように動作しない場合もあれば、既存のアクセシブルなコンテンツ内でアクセシビリティ機能を無効にするオプションを開発者が選択できる場合もあります。自動化されたテスティング・ツールは、必ずしもエンド・ユーザーが行うのと同じようにコンテンツと対話するわけではありません。その結果、ツールによってアクセシブルな要素をアクセシブルでないと誤ってレポートする可能性があります。したがって、アクセシビリティは、最終的にはコンテンツ・デザイナが責任を負います。コンテンツの作成時、デザイナはよく行われる特定の操作に注意し、コンテンツがすべてのユーザーにアクセシブルであるようにします。






C.1.3 アクセシブルなコンテンツに関する一般的なガイドラインの準拠

障害には様々なものがあるという事実および1人の人間が複数の障害を持っている場合があるという事実を常に考慮に入れてください。様々な障害の程度(様々な色覚異常のタイプなど)があるということにも注意する必要があります。設計の際、これらの可能性をすべて考慮に入れる必要があります。

この項では、設計の次の一般的な分野に関するガイドラインを示します。

	
色の選択


	
色のコントラスト


	
フォントの選択






C.1.3.1 色の選択

色覚異常には、赤と緑(最も一般的な色覚異常)などのような一般的な2つの色の区別がつきにくいものから、灰色と黒の濃淡のみがわかる全色覚異常まで様々なタイプがあります。重要な情報の伝達に色のみを使用すると、特定のユーザーが関連するすべての情報に完全には気付かない可能性があります。視覚障害者は、色によって伝達される情報を代替テキストの形式で示される必要があることは言うまでもありません。

このことは、開発者にとって、重要な情報を色のみで示すコンテンツを作成するべきではありません。アクセシブルでないデザインの1つの例に、テキストを赤に色付けすることでのみ負の数値を表すことがあります。もう1つの例には、コンテキスト情報が色のみで示される(よい場合は緑、悪い場合は赤)信号形式のインジケータがあります。


C.1.3.1.1 テキストを使用した色の使用

同じ情報を表す別の方法が含まれている場合、デザインに色を使用することができます。たとえば、マイナス記号やカッコを使用して表やピボット表で負の数値を表すことができます。信号表示の場合、色以外に説明テキストや異なる形状のアイコンを追加できます。「ステータス: 良」などのテキストを含めることができます。よいを表す緑色の円、警告を表す黄色の三角、悪いを表す赤色の八角形を含めることができます。








C.1.3.2 色のコントラスト

同系色の微妙な濃淡を区別できない色覚異常もあるため、すべての画面要素の全体的な色彩設計では、色の対比を大きくする必要があります。色の明度のコントラスト比が最低でも4.5:1になるようにする必要があります。たとえば、薄い灰色の背景に濃い灰色のテキストを使用するのではなく、白い背景に黒のテキストを使用します。

支援のための次のWebサイトを活用できます:

	
このサイトには、コントラストが適切なレベルかどうかをテストできるツールがあります。

http://www.paciellogroup.com/resources/contrast-analyser.html


	
このサイトには、様々なタイプの色覚障害のユーザーにWebサイトがどのように見えるかを確認するためのツールがあります:

http://colorfilter.wickline.org/









C.1.3.3 フォントの選択

視力の弱いユーザーは、多くの場合、画面拡大ソフトウェアを使用して画面を読み易くします。使用するフォントは、アクセシビリティ・ツールで20倍に拡大されても判読可能である必要があります。フォントには、拡大すると適切に表示されないものと、適切に表示されるものがあります。たとえば、Tahomaフォントは適切に拡大されます。








C.1.4 Template Builderを使用したレポート・アクセシビリティの検証

Template Builder for Wordを使用して、アクセシビリティ機能を持つレポートの生成が可能なRTFテンプレートを作成します。また、Template Builderではアクセシビリティ・チェッカーが提供され、レポートを表示するためにアシスティブ・テクノロジが必要なレポート利用者のためにレポートのアクセシビリティを向上させる機能のテンプレートを確認できます。

詳細は、第5.6.4項「アクセシビリティの確認」を参照してください。








C.2 RTFテンプレートを使用したアクセス可能レポートの設計

この項では、RTFテンプレートを使用してレポートを設計するための次の技術について説明します。アクセシビリティのサポートはHTML出力のみです。

	
表のネストまたは分離の回避


	
ドキュメント・タイトルの定義


	
イメージの代替テキストの定義


	
表サマリーの定義


	
表の列ヘッダーの定義


	
表の行ヘッダーの定義


	
サポートされている表のサンプル


	
チャートの表への変換






C.2.1 表のネストまたは分離の回避

レポートで、ネストされた表の使用を避けます。複雑なレポートの場合、複雑な表から単純で直接的な表への分解について検討してください。

図C-1は単純な表を示しています。


図C-1 単純な表

[image: 図C-1の説明が続きます]





図C-2は、ネストされた表の例です。表のセルの内部に表が挿入されています。


図C-2 ネストされた表

[image: 図C-2の説明が続きます]






C.2.1.1 例

次の例は、BI Publisherでアクセシビリティがサポートされている表構造とサポートされていない表構造を示しています。


C.2.1.1.1 ネストされた表

BI Publisherでは、図C-3に示すように、ネストされた表がレポート内で使用されている場合、アクセシビリティがサポートされません。この例では、BI PublisherはC1R1dataがどの列データに属しているか判定できません。


図C-3 サポートされない表レイアウト: レポート内にネストされた表

[image: 図C-3の説明が続きます]





図C-4のようにネストされた表を削除してください。


図C-4 サポートされる表レイアウト: ネストされた表の削除

[image: 図C-4の説明が続きます]










C.2.1.2 表ヘッダーを表ボディから分離しない

図C-5に示す例は、ヘッダー、表ボディおよびアクセシビリティのフィールドが3つの異なる表に存在するためサポートされません。


図C-5 サポートされない表レイアウト: ヘッダー、ボディおよびアクセシビリティのフィールドが複数の表に分離している場合

[image: 図C-5の説明が続きます]





アクセシビリティがサポートされるには、図C-6に示すこれらの3つの表を1つに結合する必要があります。


図C-6 サポートされる表レイアウト: 1つに結合された3つの表

[image: 図C-6の説明が続きます]











C.2.2 ドキュメント・タイトルの定義

ドキュメント・タイトルを定義できます。その手順は、Microsoft Wordのバージョンによって少々異なります。

Microsoft Word 2007でドキュメント・タイトルを定義または変更する手順は次のとおりです。

	
Officeボタンをクリックし、「配布準備」をクリックして、「プロパティ」をクリックします。




以前のバージョンのWordでドキュメント・タイトルを定義または変更する手順は次のとおりです。

	
「ファイル」メニューの「プロパティ」をクリックし、「ファイルの概要」タブをクリックします。









C.2.3 イメージの代替テキストの定義

テンプレート内のイメージに代替テキストを定義する手順は次のとおりです。

	
イメージを右クリックします。


	
メニュー上の「図の書式設定」をクリックします。


	
「代替テキスト」タブで、alt:に続けて代替テキストを入力します。たとえば、次のように入力します。


alt:flower picture







	
注意:

2007より前のバージョンのWordでは、alt:text構文を「Web」タブで入力します。












C.2.4 表サマリーの定義

表サマリを追加するには、次のコマンドを挿入します。


<?table-summary: 'My Table Test '?>


これは、表の最初の列の最初の行に入力します。






C.2.5 表の列ヘッダーの定義

表の列ヘッダーを定義できます。その手順は、Microsoft Wordのバージョンによって少々異なります。

Word 2007で表の列ヘッダーを定義する手順は次のとおりです。

	
見出しの1つ以上の行を選択します。この選択では、表の最初の行を含める必要があります。


	
「デザイン」タブの「表スタイルのオプション」グループで、「タイトル行」を選択します。


	
表を右クリックして「表のプロパティ」を選択します。


	
「表のプロパティ」ダイアログで、「行」タブをクリックし、各ページの最上部で「各ページにタイトル行を表示する」を選択します。




以前のバージョンのWordで表の列ヘッダーを定義する手順は次のとおりです。

	
見出しの1つ以上の行を選択します。この選択では、表の最初の行を含める必要があります。


	
「罫線」メニューで「タイトル行の繰り返し」をクリックします。









C.2.6 表の行ヘッダーの定義

複数行ヘッダーを定義するには、次のBI Publisherコマンドを使用します。


<?acc-row-header:col_index?> 


使用例:


<?acc-row-header:'1,2,4'?>  ==> column 1, 2 and 4 will be row-headers. 



<?acc-row-header:'1,4'?>  ==> column 1 and 4 will be row-headers. 


図C-7では、ACCフィールドに次のコードが定義されています。


ACC Field=<?table-summary:'My Table Test '?><?acc-row-header:'1,2'?>


これにより、最初の2つの列が行ヘッダーとして定義されます。


図C-7 行ヘッダーとされる最初の2つの列

[image: 図C-7の説明が続きます]









C.2.7 サポートされている表のサンプル

図C-8、図C-9、図C-10および図C-11は、アクセシビリティがサポートされる表の例を示しています。


図C-8 サポートされる表: 2つの列ヘッダーと行ヘッダー

[image: 図C-8の説明が続きます]






図C-9 サポートされる表: グループごとの合計

[image: 図C-9の説明が続きます]






図C-10 サポートされる表: 分離された行ヘッダーと共通の列ヘッダー

[image: 図C-10の説明が続きます]






図C-11 サポートされる表: 分離された行ヘッダーと個別の列ヘッダー

[image: 図C-11の説明が続きます]









C.2.8 チャートの表への変換

チャートやゲージは、視覚障害を持つユーザーでは読み取ることができません。視覚障害を持つユーザーがアクセス可能なレポート出力を作成するために、図C-12のように、データをまとめる表またはクロス集計を表内に作成します。理想として、データは、チャート内のデータと同じレベルでまとめるようにします。適切にまとめられていない詳細データを大きな表で提供することは避けてください。


図C-12 チャートの表への変換

[image: 図C-12の説明が続きます]











C.3 BI Publisherレイアウトを使用したアクセス可能レポートの設計

この項では、BI Publisherレイアウト・エディタを使用してアクセス可能レポートを設計するための次の技術について説明します。

	
ドキュメント・タイトルの定義


	
イメージの代替テキストの定義


	
サマリー表のテキストの定義


	
表の行ヘッダーの定義


	
テキストのヘッダー・レベルの定義






C.3.1 ドキュメント・タイトルの定義

レポート・レイアウトの保存と同時にレポートのタイトルを定義します。レポートの名前は後で変更することもできます。






C.3.2 イメージの代替テキストの定義

イメージの代替テキストを定義することで、アクセシビリティ・モードでの説明が可能になります。

イメージの代替テキストを定義するには:

	
チャートなどのイメージを選択します。


	
「プロパティ」ペインで「その他」を開きます。


	
「代替テキスト」プロパティで、図C-13に示すようにイメージの代替テキストを入力します。





図C-13 イメージの代替テキスト

[image: 図C-13の説明が続きます]









C.3.3 サマリー表のテキストの定義

レポート内の表について説明するテキスト・サマリーを定義できます。

サマリー表のテキストを定義するには:

	
表を選択します。


	
「プロパティ」ペインで「その他」を開きます。


	
「サマリー」プロパティで、図C-14に示すように表のサマリー・テキストを入力します。


図C-14 サマリー表のテキスト

[image: 図C-14の説明が続きます]












C.3.4 表の行ヘッダーの定義

表の行ヘッダーは、表内の各行の概要を示します。レイアウト・エディタにより、挿入されたすべての表に表の行ヘッダーが自動的に追加されます。これ以外のアクションは必要ありません。






C.3.5 テキストのヘッダー・レベルの定義

テキストのヘッダー・レベルを定義することによって、レポート内の構造を指定できます。

テキストのヘッダー・レベルを定義するには:

	
テキスト項目を選択します。


	
「プロパティ」ペインで「その他」を開きます。


	
「ヘッダー・レベル」プロパティで、図C-15に示すように1から6までの値を選択します。


図C-15 テキストのヘッダー・レベル

[image: 図C-15の説明が続きます]




















D サポートされているXSL-FO要素


この付録では、RTFテンプレート内のBI PublisherでサポートされるXSL-FO要素をリストします。

	
第D.1項「サポートされているXSL-FO要素」






D.1 サポートされているXSL-FO要素

表D-1は、このリリースでサポートされるXSL-FO要素をリストしています。要素ごとに、サポートされるコンテンツ要素および属性をリストしています。要素に共有されるサポート属性が含まれる場合、これらの属性はグループとして記しており、後続のプロパティ・グループの表にリストしています。たとえば、複数の要素でコンテンツ要素inlineを共有しています。毎回inlineプロパティをリストするのではなく、各エントリにおいてinline-propertiesがサポートされていることを記しています。inline-propertiesのリストはプロパティ・グループの表に示しています。


表D-1 サポートされているXSL-FO要素

	要素	サポートされているコンテンツ要素	サポートされている属性
	
basic-link

	
external-graphic

inline

leader

page-number

page-number-citation

basic-link

block

block-container

table

list-block

wrapper

marker

retrieve-marker

	
inline-properties

external-destination

internal-destination


	
bidi-override

	
bidi-override

external-graphic

instream-foreign-object

inline

leader

page-number

page-number-citation

basic-link

	
inline-properties


	
block

	
external-graphic

inline

page-number

page-number-citation

basic-link

block

block-container

table

list-block

wrapper

	
block-properties


	
block-container

	
block

block-container

table

list-block

wrapper

	
block-properties


	
bookmark-tree

	
bookmark

	
該当なし


	
bookmark

	
bookmark

bookmark-title

	
external-destination

internal-destination

starting-state


	
bookmark-title

	
該当なし

	
color

font-style

font-weight


	
conditional-page-master-reference

	
該当なし

	
master-reference page-position

	
first


	
last


	
rest


	
any


	
inherit




odd-or-even

	
odd


	
even


	
any


	
inherit




blank-or-not-blank

	
blank


	
not-blank


	
any


	
inherit





	
external-graphic

	
該当なし

	
graphic-properties

src


	
flow

	
block

block-container

table

list-block

wrapper

	
flow-properties


	
inline

	
external-graphic

inline

leader

page-number

page-number-citation

basic-link

block

block-container

table

wrapper

	
inline-properties


	
instream-foreign-object

	
該当なし

	
graphic-properties


	
layout-master-set

	
page-sequence-master

simple-page-master

simple-page-master

page-sequence-master

	
該当なし


	
leader

	
該当なし

	
inline-properties


	
list-block

	
list-item

	
block-properties


	
list-item

	
list-item-label

list-item-body

	
block-properties


	
list-item-body

	
block

block-container

table

list-block

wrapper

	
block-properties


	
list-item-label

	
blockblock-containertablelist-blockwrapper

	
block-properties


	
page-number

	
該当なし

	
empty-inline-properties


	
page-number-citation

	
該当なし

	
empty-inline-properties

ref-id


	
page-sequence

	
static-content

flow

	
inheritable-properties

id

master-reference

initial-page-number

	
auto


	
<page-number>




force-page-count

	
auto


	
end-on-even


	
end-on-odd


	
end-on-even-layout


	
end-on-odd-layout


	
no-force


	
inherit




format


	
page-sequence-master

	
single-page-master-reference

repeatable-page-master-reference

repeatable-page-master-alternatives

	
master-name


	
region-after

	
該当なし

	
side-region-properties


	
region-before

	
該当なし

	
side-region-properties


	
region-body

	
該当なし

	
region-properties

margin-properties-CSS

column-count


	
region-end

	
該当なし

	
side-region-properties


	
region-start

	
該当なし

	
side-region-properties


	
repeatable-page-master-alternatives

	
conditional-page-master-reference

	
maximum-repeats


	
repeatable-page-master-reference

	
該当なし

	
master-reference

maximum-repeats


	
ルート

	
bookmark-tree

layout-master-set

page-sequence

	
inheritable-properties


	
simple-page-master

	
region-body

region-before

region-after

region-start

region-end

	
margin-properties-CSS

master-name

page-height

page-width

reference-orientation

	
0


	
90


	
180


	
270


	
-90


	
-180


	
-270


	
0deg


	
90deg


	
180deg


	
270deg


	
-90deg


	
-180deg


	
-270deg


	
inherit




writing-mode

	
lr-tb





	
single-page-master-reference

	
該当なし

	
master-reference


	
static-content

	
block

block-container

table

wrapper

	
flow-properties


	
table

	
table-column

table-header

table-footer

table-body

	
block-properties


	
table-body

	
table-row

	
inheritable-properties

id


	
table-cell

	
block

block-container

table

list-block

wrapper

	
block-properties

number-columns-spanned

number-rows-spanned


	
table-column

	
該当なし

	
inheritable-properties

column-number

column-width

number-columns-repeated


	
table-footer

	
table-row

	
inheritable-properties

id


	
table-header

	
table-row

	
inheritable-properties

id


	
table-row

	
table-cell

	
inheritable-properties

id


	
wrapper

	
inline

page-number

page-number-citation

basic-link

block

block-container

table

wrapper

	
inheritable-properties

id









D.1.1 プロパティ・グループ表

表D-2は、表D-1で定義された属性グループに属するサポート対象のプロパティをリストしています。


表D-2 属性グループのサポート対象プロパティ

	プロパティ・グループ	プロパティ
	
area-properties

	
clip

overflow(visible、hidden)

reference-orientation

	
0


	
90


	
180


	
270


	
-90


	
-180


	
-270


	
0deg


	
90deg


	
180deg


	
270deg


	
-90deg


	
-180deg


	
-270deg


	
inherit




writing-mode(lr-tb、rl-tb、lr、rl)

baseline-shift(baseline、sub、super)

vertical-align


	
block-properties

	
inheritable-properties

id


	
border-padding-background-properties

	
background-color

background-image

background-position-vertical

background-position-horizontal

border

border-after-color

border-after-style(none、dotted、dashed、solid、double)

border-after-width

border-before-color

border-before-style (none, solid)

border-before-width

border-bottom

border-bottom-color

border-bottom-style(none、dotted、dashed、solid、double)

border-bottom-width

border-color

border-end-color

border-end-style(none、dotted、dashed、solid、double)

border-end-width

border-left

border-left-color

border-left-style(none、dotted、dashed、solid、double)

border-left-width

border-right

border-right-color

border-right-style(none、dotted、dashed、solid、double)

border-right-width

border-start-color

border-start-style(none、dotted、dashed、solid、double)

border-start-width

border-top

border-top-color

border-top-style(none、dotted、dashed、solid、double)

border-top-width

border-width

padding

padding-after

padding-before

padding-bottom

padding-end

padding-left

padding-right

padding-start

padding-top


	
box-size-properties

	
height

width


	
character-properties

	
font-properties

text-decoration


	
empty-inline-properties

	
character-properties

border-padding-background-properties

id

color


	
flow-properties

	
inheritable-properties

id

flow-name


	
font-properties

	
font-family

font-size

font-style(normal、italic、oblique)

font-weight(normal、bold)

table-omit-header-at-break(TRUE、FALSE、inherit)

table-omit-footer-at-break(TRUE、FALSE、inherit)


	
graphic-properties

	
border-padding-background-properties

margin-properties-inline

box-size-properties

font-properties

keeps-and-breaks-properties-atomic

id


	
inheritable-properties

	
border-padding-background-properties

box-size-properties

margin-properties-inline

area-properties

character-properties

line-related-properties

leader-properties

keeps-and-breaks-properties-block

color absolute-position

	
auto


	
absolute


	
fixed


	
inherit





	
inline-properties

	
inheritable-propertiesid


	
keeps-and-breaks-properties-atomic

	
break-after(auto、column、page)

break-before(auto、column)

keep-with-next

keep-with-next.within-page


	
keeps-and-breaks-properties-block

	
keeps-and-breaks-properties-inline


	
keeps-and-breaks-properties-inline

	
keeps-and-breaks-properties-atomic

keep-together

keep-together.within-line

keep-together.within-column

keep-together.within-page


	
leader-properties

	
leader-pattern(rule、dots)

leader-length

leader-length.optimum(dotted、dashed、solid、double)

rule-thickness


	
line-related-properties

	
text-align(start、center、end、justify、left、right、inherit)

text-align-last(start、center、end、justify、left、right、inherit)

text-indent

linefeed-treatment(ignore、preserve、treat-as-space、treat-as-zero-width-space、inherit)

white-space-treatment(ignore、preserve、ignore-if-before-linefeed、ignore-if-after-linefeed、ignore-if-surrounding-linefeed、inherit)

white-space-collapse(FALSE、TRUE、inherit)

wrap-option(no-wrap、wrap、inherit)

direction(ltr)


	
margin-properties-block

	
margin-properties-CSS

space-after

space-after.optimum

space-before

space-before.optimum

start-indent

end-indent


	
margin-properties-CSS

	
margin

margin-bottom

margin-left

margin-right

margin-top


	
margin-properties-inline

	
margin-properties-block

space-start

space-start.optimum

space-end

space-end.optimum

position

	
static


	
relative


	
absolute


	
fixed


	
inherit




top
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F PDFバージョンのサポート


この章では、BI PublisherのPDF1.7仕様のサポートをその処理ユーティリティで行うことについて説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

	
第F.1項「PDFバージョンのサポートについて」


	
第F.2項「サポートされているユーティリティ」


	
第F.3項「制限事項」






F.1 PDFバージョンのサポートについて

BI Publisherの11.1.1.7より前のバージョンでは、PDFユーティリティにより、すべてのPDF入力ドキュメントがPDFバージョン1.4であることを要求されました。11.1.1.7リリース以降は、ユーザーにより、より新しいバージョンのPDFドキュメントをBI PublisherのPDFユーティリティに渡すことができます。

BI Publisherにより、入力PDFバージョンに基づいて出力PDFバージョンを次のように生成します。

	
PDFバージョン1.4以前ではPDF 1.4を生成します。


	
PDFバージョン1.5以降では、入力バージョンと同じ出力バージョンを生成します。







	
注意:

ここでのバージョン仕様はPDF 1.7と呼びますが、PDF 1.7とISO 32000-1との間にはほとんど違いはありません。したがって、BI PublisherによるPDF 1.7のサポートは、ISO 32000-1もサポートしているとみなすことができます。
この規格の詳細は、次のAdobe社のWebサイトを参照してください。

http://www.adobe.com/devnet/pdf/pdf_reference.html

また、International Organization for Standardization(国際標準化機構)のWebサイトを次に示します。

http://www.iso.org/iso/home.html














F.2 サポートされているユーティリティ

PDF 1.7をサポートするBI Publisherユーティリティを次に示します。

	
FormProcessor: PDFテンプレートとXMLデータをマージして、PDFドキュメント出力を生成します。


	
PDFDocMerger: ドキュメントのマージ、ページ番号の追加および透かしの設定など、PDFファイルのオプションの処理機能を提供します。


	
PDFSignature: 署名されていないPDFドキュメントを署名フィールド名とパスワードで保護されたPFX(Personal Information Exchange)ファイルで処理して、署名済PDFドキュメントを作成します。









F.3 制限事項

この項では、BI PublisherによるPDF 1.7標準のサポートの制限事項について説明します。含まれる内容は、次のとおりです。

	
すべてのPDFユーティリティに適用される制限事項


	
FormProcessorの制限事項


	
PDFDocMergerおよびPDFBookBinderの制限事項


	
PDFSignatureの制限事項






F.3.1 すべてのPDFユーティリティに適用される制限事項

BI PublisherのすべてのPDFユーティリティに適用される制限事項を次に示します。

	
セキュアなPDFドキュメントは、BI PublisherのどのPDFユーティリティへの入力としても使用できません。


	
BI Publisherで生成されたPDFドキュメントでは、ほとんどのアクセシビリティ機能をサポートしません。


	
Unicodeパスワードはサポートされません。


	
PDFユーティリティは、プレゼンテーション(スライド・ショー)として書式設定された3-Dアートワークおよび入力PDFドキュメントを含む入力PDFに対して適切に動作しない可能性があります。









F.3.2 FormProcessorの制限事項

FormProcessorユーティリティに適用される制限事項を次に示します。

	
XFAフォーム(Adobe社のXML Forms Architecture)はサポートされません。


	
ポータブル・コレクション(ポートフォリオ)はサポートされません。


	
タグ付けされたPDFドキュメントのタグは処理後に消失します。









F.3.3 PDFDocMergerおよびPDFBookBinderの制限事項

PDFDocMergerおよびPDFBookBinderのユーティリティに適用される制限事項を次に示します。

	
出力PDFドキュメントのバージョンは、最初の入力PDFドキュメントに基づいて決定されます。


	
XFAフォーム(Adobe社のXML Forms Architecture)はサポートされません。


	
ポータブル・コレクション(ポートフォリオ)はサポートされません。


	
タグ付けされたPDFドキュメントのタグはマージ後に消失します。


	
次のオブジェクトは出力に保存されていますが、ナビゲーション・パネルでは、最初の入力PDFドキュメントに含まれるオブジェクトのみが表示されます。

	
ブックマーク


	
添付ファイル


	
レイヤー


	
印刷の特性(用紙の選択、処理、ページ範囲、コピー、スケーリングなど)












F.3.4 PDFSignatureの制限事項

PDFSignatureユーティリティに適用される制限事項を次に示します。

	
オブジェクト署名はサポートされません。


	
埋込みファイルの選択的暗号化はサポートされません。


	
AES(Advanced Encryption Standard)はサポートされません。


	
PDFSignatureは、PDF 1.7仕様の第1.2.5項で説明されているデジタル署名の制約および証明書の制約に対して適切に動作しない可能性があります。PDF 1.7仕様の詳細は、Adobe社のWebサイトを参照してください。

http://www.adobe.com/devnet/pdf/pdf_reference.html
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